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佐久考古学会
0 発刊にあたって

永年の念願であった連絡紙「佐久考古」が発刊されることになりまこと忙御同慶vcたえません。

連絡紙は学術誌ではなく、会員が気やすく発表でき、意見の交換のできる広場であります。私たちの調

査・研究を文章表現することはお互の発表、表現の伸展の機会でもあり、まとめをすることにもなり主

す。常々考えていること、発表したいこと、まとめたいことをどしどし発表する場であります。

長い間、ほしいと待望していた子ども「佐久考古」が生まれました。生んだ子を育てるのは、私たち

銘々の責任であります。どうかよい子忙育つようお互に努めようではありませんかn

東信地区は、県考古学会東信プロックに組織されへ上小では、上小考古学同好会が以前からあり、会

員の研修にいそしみ、佐久地域では昭和3ざ年~≪.3年頃主で、県考古学会佐久支部会として学会活動

がとり行われ、南佐久臼田町英田地畑古墳、佐久市泉小学校校庭、佐久市深堀遺跡が組織的忙調査され、

さらに日本考古学協会洞穴調査の一環として委員樋口昇ー氏を主に、南佐久郡芦内洞崖が調査されまし

た。一方考古学会員の少い東信地区ですからこの他に、大学機関に委託された遺跡調査もございました。

佐久市一本柳遺跡、絞月古墳、高畑遺跡、南佐久郡大深山遺跡、小諸市郷土遺跡、経井沢町入山峠祭祀

遺跡、茂沢南石堂遺跡、又個人の学術調査としては永峯光ー氏の,J'l'l者氷遺跡がありました。遺跡報告の

刊行されていない遺跡にすみやかに刊行へ、関係者はそく進し、私たちの学習文献としたいものです。

さて、佐久考古学会も各位の協力によりまして学習の成果もあがり、昭利＃ざ年度を迎えることとな

りまし如何分にも前向きのこ協力を願い、新年度は更に研究を深めると共に、会員相互の意志の疎通

を言十りより良い会にしてゆきたいと存じます。

1. 昭和＃ざ年度学習計画

① 例会学習会を毎月開催する。主として華礎的研究

② 調査実施研究

① 川上村柏垂旧石器遺跡の調査研究 Cs月中旬）

＠ 佐久市野沢平岸野地籍を中心とする圃場整備地域の緊急調査（秋）

⑤ 会報「佐久考古」年2回以上発行したい。

④ 会費 年額$00円その他必要に応じて徴集n

～題字 佐久市平賀武藤金会員による。～
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I. 佐久市根々井餅田遺跡緊急発掘調査概報

1. 発了 佐久市大存ヰ艮々 井字餅田地籍

2, 調査担当者 長野県考古学全委員 輿7M雌
3, 調査期間 昭和47年 10月22~1 0月29日

4, 調査面積約60 Om2 

5. 調査方法 餅田 (I地又） グリッド法
餅（寧）卜Vンチ法

6, 調査参加者

卿Ml)訥恒、団長）輿虹雌

儡醗）黒岩忠男

調査主任）土屋昆久

頓査員）森島捻、白倉盛男、渡辺童羨

武藤金、井上行雄、畠且財毎

三召迫佳、森殿子治、森脚E
勝、草間富士夫、高村博文、

百冶、 I鴻暇男、日珀t
正

（地村盆嘩）責燭、青森教訓、池丑

登、市村伊佐男、大井領彫、

大、 ;J淋喜保、 ;J~忠
重 ・

7, 調査委託者 長野県剌言濃会員

8. 調査受託者 佐幻聘頃委員会

9, 遺跡調紺麟

第I塩区餅田）、遺檸梅廿まみられ祖）をた。昭國

寧醸されたガニ樋か寧嗅さ批聰天ある。遺

物ま底直片少量、土競器片数片。

第頂認瞭田堰句）検西坦唐 (SD---1、SD---2、S
D-3) SDv~ 猷迫骸表わす。

SD-1; B、D、E卜Vゾチに確認される．南防向で、

瀧 2m8颯深さ2額翫履埠記混
り黒色粘呻。溝苗ま砂裸僭で凹凸散しく、

頂ほど、撓彩糊Kである。出土週勿、後期弥生
式士器片多且、須製器片少蘊、土器岸まローリン

グ儲滅）を受ナている。

SD-2; 0 トレンチ、北東→蔀尻方面、幅2m50、深

さ40;..,_55Cm.上層一黒四品む最、下員一茶

褪。出む勁、弥担氾母拐多量、上

部ほど大邑ヽものが見られ、下部えど比較的少な

く、 I」餅柑で、層協文レンスが状堆積をなす侑i然

蜘

SD-3 ;A、G、H、Q、I、Rトレンチ、東西方司、湾
曲を描き、東躊まRトレンチ内で終る。幅2~3
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餅田遺跡調蒼団

m、深さ 20~0⑫几覆丑諄野追り、漆黒色

饂士層。出土遺物、後期敗知文fflJ十多呈、一
括邸、数晟）4湮菩控丑函入土識品伍領
式、杯部）、石器使石、数屋）、寛お避宝

(1)、自然細、木材片多量、骨片、種子（くるみ、

もも）

そ喚； 細臨の西 (S地区）て社かなり燐ダ底式這

片力濃色土配り発見され、遺構巧究捉考えら

れ。

10調査グ総括

① 裔漣構料ナる時期炭冽諾棠ついてd諜点を提起し
たことは重要である。

② 多呈パ紺防祖式ヰ器片の出土¥rCより、付近匝粧ヒ後期1)

大集落11):{R知湘定できる。

③ 弥生式迪物の中に古式辻師器缶領式）の存在が見られ、

多くの貴重な資料が得られた或胞も大組ヽ。

④ 時ヨ晶淵瞳勺と人員不足の中において、地元乃人たちの協力

により、調査がスムースK行われたことを感謡する。

1/  1 
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2. 古墳祭祀の1例

佐久市小田井下前田原古墳群

1. 

舷鳶瘍l躙旅蹄為丸l.ffeiの噸「暉り紺閲か
らなり、この地域よりば後期却細華話昏しじ分布とt.cっている。
隣接ずる上野国枡面、ふるいま古道僚且道）より連なる諏訪

方面とも文但裔沿勅多いとされ、種々問題点茄あげられでヽ

る。

昭和47年8月20日~9月30日まで佐久市下前田

原古墳等が識査を実施し、このうち2基の古墳に墓前祭祀碍葱

められたので紹介したい。

畝四嘩哨!1迦:紐1)には古饂73基砂そえ、
こ疇古墳の調恕ま、佐久市が国廿漉~Iii'/駆虹委託し

奇った咬月古墳（報阻彗に未刊、ただし古墳ま1/6ovcし

て蓼斗工場Ve復元）、;HJ荀旬完陀古墳健2)等が知られ九ヽ
るにすきたく、佐久勁鰈vc.踏琵泊墳の幕箇奴哩葬翫
幽雑球する澱餃謬知譴蘇しでヽる。

餃月古墳は昭和44年 3月調査され、古墳は直径約22m、

高さ約4mの円墳芍隅爬璽をめぐらし、中哭疋大知な石砂且

唸わぜて石の部屋紺乍り墳氏乃中腹に 50~7 Oc7@漏硲

註河原石を石垣の様囮獄だ、夕樽防拓をなし、石室の中には

およそ 3人物砂厩溶陪づこもので、石室れまたはだしく破壊さ

れていたが精査窃拮果、金鋸製の金環、ガラス小玉、土器類が

郷された。痴呵の俎瞑左右には多数窃醍器、丑臨況共

物を盛ダ土訳おかれ、その中囮直刀サ辰が発見された。この

攀は国切vc.は、 7世紀末から 8世紀、また9世紀にわたっ
て追葬がなされたと考えられ、この古墳での俎~胚虹我胡国

では細jが極めて少なく、類似した古墳ヵ群馬県でみられるも

O)(J)、韓国南部地方にみられるから当時の帰化人系の墳墓か一

つではあるま＼かと推定されている。

さて、ここに古墳獅浪考える上で、墓輯知 1例と考えら

れ下前田原古墳群烈Wt-したい。

＆ 
佐久平vc.おける祭祀週珈りあり方は、峠洛乃入且点、瓜生坂、
商、白樺湖畔が従来知られ、遺跡乃立地からは信濃粉Cお

ける山租副販油詐陣斎の出砕よく示している。ことに如

疇却四如譴瓢から、輝細藍年も這

に伴出し、瓜生坂での終末期まで祈りがこめられた。「古逍山

道層噂四隊辻押渾諏まあるものでなく、大疇

懃縣蒻袈肱由来する特殊な薔未も含まれるが、こ勾且国の

各所沈集落が営まれ、農椋て従づヰ武の村人たちのおりおり

の祈りの跡もあづご。佐久平てば、片則II流蒻功ぜ打、飯尺、
麟」洋校庭、大沢等の湿地帯の諸遺跡偉4)、また近蒋周

査杞夷施した。．中道這珈勺かちも瓦艮（口経1'0,lC吼高さ 11,

3C~ の祭椒洗細をみている。さらvcこれ等古む嗜嘩 i、
衡靭嗚いも祈りをこめた。 駐 5)、前述した餃月古墳の

競 r:fT)あり方から古縣翫も、古墳痴蒻卸環前雛加、あ

土 屋長 久

るいま叩韓下し氏族吋醇鞘餘Lの「おまつり」と理解できる。
下師丑原古ば群征fi)は佐久市大穿ク」ヽ 田井仙鹿状已村Ve;所属）

vc所在すろ。信遵緬饂駅切醜3Km揺遣する．濁揃田

原（めいたばら）と言い、 7.l<H3地楷叫噸、信鴎恥北側研蔀砂

噸声立地している。追恥、土周遠構、信仰象9基、甘貨 5

基伶後匁椒 3基）からなり、餃月古墳等と合わせ古墳群の1支

群として、下前団酌揉麒羊として仮祢して扱った。こ⑰歯ま、信越

線北岸標高 75 0 mel)且柄囮所在する。

澗叫暉殿吋左久平北釦、火比窃枷堆積し、田切り堀拗噺

崖をなし、後原古墳1~2号墳及訊狡月古墳はこの田切り台地上ire

位置し、後匁呆1~3号墳まや斗島平地となっているが、この田

切りF贔湘蜘の,t(fW努酎耳くから水田と開砂けたようである。こ

と¥rC西屋散付述文、佐久平古墳群の瑯賜朽滸吐trっており、いわ

ば、古豪族吋認でいた東のほじといえる。他に租代田町芍ては、

浅関且鼠疇口に 5、年 3、西醗では間火付」「砂涼」

の「とや祝1,JrJJJJ I陀いの 1本木の険塚Jの3つ力宅錬知られて

いた。またこの前田原の南方VCは曾根城址、東方に小田井城址、小

田井V環叫道長釦訳衷枷粒置し、古粛丘膨金ヒでもあり、上代か

環＜眠れ、長蔚欠、墟税珈却かれ、犬罹瓜中世に下って前

田原知可判甘ょど佐久平北部では早くヵ↓況けた囮或といえる。付

近叶誼檄ま、イ欲C古屋敷、前田屋敷（ぜんたやし彦）、西塾放と称

され、たぬきと苔姿可疇が言い伝えられていた。また古墳群の

北殿古瑯ま、下前団廊ゞ坪原へ通過じた古道である紅 7)

詞2基、土殿譴患儒嗚択それぞれA•BT ・を刃磯構

検出を行づゴ哉船次の第1図、第1表のとおりである。

第1号典ま田切りREより南端祈崖をなす、南端疋立地しややわず

かな傾斜地の自然微咽移である。墳出誼屯~1 fi,2m、東西径

1 3,5mの円貴て現高ま1,75 rriを計り、略完存戊印tといえるが、
南.¥,.盗掘を受けた跡がみちれる。洵頁には天井石2コが露出し

ていた。発掴恒鞄埠回、南北に主体部附近を中心VcA、B卜Vン

チを認包培辿し℃ヽィた。横芍式石室しま、傾f淵恢地山を利用に
石を消平し楠築されている。

呟ま、掏翠石室で南RE開口し、片袖式 (A.a且右側'C

袖がおる）となり、天井石が玄室及び癌薗芍vcぉもこみ露出した。
卿号ま、晦睛で入口両側m、長さ 2,8m虎拓を左右に構築し
ていた。玄華員1.3m~l.2m、東壁l,fim、西fim、最丸幅1,

fi 5m、奥墜福1.3m~l.2m、東壁1_,fim、西壁1,2m、痴直o.
98m味より）繹謬J粧四2段の阿厨ークJ凶汐妬で土ど
めし廿細され、ぎおもで浅い周溝幅5m)力強出された。前庭

部分かちほ、墓前に祈られ、用いられたであろう土器・須頓播ヤが

董 C発見された外、石記からほ遺物辻紬されt幼芝此。
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第 1表 下前田原古墳群検出遺構と退品

時代 遺構名

古 1号墳侶墳）

高塚式、片抽式

石室プラン

墳丘上及び前庭部

附近の軽石vcよる

同上
.. 積囀...石.. 下...よ.. 四り..墳.... ） 

高塚式、両袖志三

疇暉りプラ1/

型式 1主要遺物
終 丑靡甚形、高択

須恵器、かめ、壺

いづれも破片⑮歯瑯

.1: 11) 疇

迂叫降?IJiめ骨

終
........................... 
須壺也
士師器高、他

人骨9体分以内、直刀、

疇、切子玉、臼玉、．

3, 

調退2基均嘩手時期であh、しかも 1号墳

て社羨門部ま、咬月古墳の構造妬似で俎衝妬ほ墳丘

を外周ぜず羨菖と垂直に幅fi.8m、2段の石積をなL.

それより 0.8叫胆1た前庭VC0.48X 0.4 2mの範囲

噂四緻があh、その周囲囮迂卦臨、須縣恥啜

砕さ和郵Eされていた。これre対し 2号墳でも前庭部
分のあり方は、羨迎罪入口部が話濶兵~、前庭にゅ幅

1.1 m、長さ 5.9叩項訪形因c、こぶし大m怪石及
岱可原石紗胚献となし、祭壇となしていたつ遺拗ま

鐘噂攣履疇1喋寧恥噂置さ

れた扱翫発見され、破出玲纏の西則、羨哩附近、

嗜、態lと3グルl衣密孵勺t砂怖を示し、東及
ガラス玉 び西倶肱破片は前庭上5~陀吼Lの黒渇色廿目中囮埋

開口した石室を利 墳丘上より士鍋片、寛 置されて検出されでいる。

用し石室芍臼翫 中胆繕 I永通宝 図示した遺物は2号墳出土のもので、その→祁で、

軽石の積石2カ所

あh

1遺形土器謡歯沖螂、 2~fi叫形高訊文前庭

部東側からひとかたまりとたぷ椀辰れ、 7心須意

鎌倉以降 土居状遺構 中胆澤 I土居虎陶よh.:::f:錨様 器は前庭罪瞭朕ちの出土品で、 1が前庭致廷噂

這、前譴訊出土 2~1は5~的真、闊詭輝口疇さ述辻し

中世以降及び 塚
1 3範）•国麟．．．．．．．．．．．．い た。器枷形況は第2表店したが、丑醗玖翼期

近世祝頭

第2殿訳、第1号勅も西3疇助、朦されたも介で

疇疇芍囲し撼臨れている。沼こ墳出玖の新し訊峙

代の溝痴卸文を受ヤこであろうか、墳出i方形伏をなしでおり、

北側居ま、西方re存在する土居伏堤と接しているのが観察され
る。洵頁の西側reは、近世末の屋敷神を祭祀した石祠消掬缶し、
さらire頂且ま平ire消平されている。墳印ま東西12m、南北1

2。5m、墳臣即匂1.2mを計る。内部椰告i、横穴式石室で、

南に開口し、両袖式玄室で、両側壁がヨ柑痴囲長りをとるもの

であらうが、天井召‘よ全くたく、すでにとりのぞかれた後、再

び遺構としてうめられて利用されたものであろう。玄門は内部

高さ 0.9m、幅0.73m、まぐさ石、かまち石ヵ預;b.痴錮〖

も笠石がくずれおらた他、塞芽石カザ曳っていて、土師器、須恵

器片力寄在する。玄室入口幡1.75m、長さ 3,05m、最対屑

2.0m、奥欝昌1.3m、奥御厨さ l,1~1.4m芍計る。墳臼ま

特別た 1号墳vcみられる円列召またく、わずか裾築分記」礫（
軽石の）がみられる。尚墳丘上の東側Veは径55 X 5 7CT11T). 柱

穴もしくは袋伏ピットが発見された、そこからは、中世該彫午

ヵ苓されでいる。石室埠股註咲•らく開口していて、叫歯頁

この石室を利用したが、上部に軽日Cよ租蔚］が2カ所みられ

なヽろ。石室芍からは礫末上1O~ 2 OC叩酒iより人骨9体分
ヵ蜘され式ヽる。礫和謡評叡石及び河康石を敷き、この上

ょh切子玉、ガラス小玉等が発見されてい弘前庭部謂恥以

1.8m喝疇妬がみられ、墓前祭がと h行われたであろ

ろう迫物が多く散在していた。

に.2~fiの西 播黒色塗hの4並埠は、平完峙中期
～末期囮盗下し、 7の須恵器も同じであるう。

1号墳てば、 ABTのほか、全面墳丘を清掃したが、

虹御阪び廊翫ほ焚K跡応膿物屯細さ紺以、
葺石からも同様であづこ。古墳での地層ほ大芸く 3層に、つまり、

証農應以前、構瑯社、構齋麦回瀕でぎるように見え、攀

後にあっては中世声に及び、両古墳共、墳田以前層は2号潰

下てiま全く検出されなかったが、墓前(-(J)祭りに用いられた選物

疇され埋置燭ま5~ 1 ocmrcわたり、構築直後さらにはそ
の以盗までひきつづき墓前祭がとり行わ加d簑である。 紅 8)
1。2鴫 恥疇はほとんと同暇索攀れたと思い、墳丘

の接す碑部分も墳丘橙慰拙知約 10.4叫駈、 1号墳に雨翻

構築されたの(re,対し、2究船咬謀細されず、距聯勺にも駆夏

は認められず同→志阻の構築とすべきであろう。

従って両墳の被葬都対すろ祭出ま、墓前が崇阻噂といえる

iT)ではあるまいか。そしてそ砂群勺ま師生し心粗勿でもふれたが、

平中期まで行われたのて註あるまいか。

譴競瀬麻像となされることはすでに先学諸兄疇沈くとこ

ろであるが、しかしその実態れ必ずしも把握されておらず、種々

噂鯰よぷ顔駆あり、虹吋ぺてを祭祀場とし廿攀

し、埋葬穴場をこれ妬接して構築しているの洞周査をみているが

紅 9) 餃月古墳、下師丑原1。2号墳叶伽令、前底部を祭祀

の場となしJ細さ紺這麟ら、祭i濠了後砂涼器を起艇し
た場所といえ、構築及び構策3).,(j前ひ共つづいイ祭祀炉なされたケ

ースといえよう。

今夏の下前田原古墳ぺ彫栢]i.、こ炸顎直々の親頃朗玲惣浬

し、改めて参力暉惰員諸氏と討議し、第2次補充調査をなし、正

式報文に望みたいと考え六ヽる。佐久乎でま古痺囲密肋沙なく、
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さらV'C古彰痴匝E例であるので、先雰都知ご教示娃易りた＜

紹介したい。尚下前田原古墳群ま佐久市で史跡’園として保存さ

れるとのことである。

第 2表

番号 出土位置 口径 器高 底径 胎土 成 形 焼成•色調 備 考

1 が預顛稲笙中央 1 0.3 5.9 白砂を 外面瓶割り上なで、底部 外、橙蝠

部 合む 静止翔削り

2 2号墳前庭鄭則 6.4 5.9 5J 良質 上部ヨコヘラ ミガキ 外、茶褐堅 半欠

下部クテミガキ

3 II 5.9 ” 疇ョコヘラミガキ 外、同上 ” 
4 ” 5.2 II ” ” 破片
5 ” fi.3 下部ヨコヘラミガキ 黒 II 

底 消0り

fi ” 5,5 良質 ” ” 半欠
7 2号填即廷四側 6.1 1 O.fi 細石粒 内外なせ士上 濃灰色 I/ 

多含

第
二
図

後
原
二
号
墳
前
庭
部
出
土
士
器
実
測
図

べ5

？ 

6 

0 5cm 
忙→.,,、,..,~
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註1 土屋長久傭州佐久平の後期古墳群Veついて」 『信濃

』22の 5

註 2 与良清•土屋長久向館市与良荒尺古墳副葬品吋視目

」『長野県考井芦誌』第14号。

註3 同柑潰には筆者も参加したが、佐久宦文化財調査貿竹

内恒氏吋網妨素よる。

註4 藤沢乎治・土屋長久佑改盆地vcおサる祭祀褪物につ
いて」「長蜀展考古巽舘志』第13号。

註5 椙且湘迷「祭と葬の分化――石製圏距鞄勿を中心とし

て一」『日本文化研究飛窃g』第29輯。宮地頷B

『神籠い赳要論』神社勾手神社部照土

註 6 佐久市教育委員会「佐久市大字小田井下前田原古墳詳

等発拐調査現展」昭和47年。

註7 ―志茂封憎訳田村の古史芍架る」須せ団謡甜頴委員

会昭和2梃1:-o-

註 8 永峯光ー・桐原健「内砥且岳」補道考古挙溝剪尉2巻折

収

紐耀・望月硲台「望月氏乃歴史と誇り」印畑版貿

易棘）、瑚□44年。与良清先生の御炭斥vcょ料ま乎
知甜呻期にな柑ま會、佐久平に栄えた古氏族、滋野氏系

族の定着は当然考慮してもよいといわれる。

註9 茂芍醗厚酎D83甘細罪1汲麟規報l鴎店・
第 2号、昭和44年。

吉島「古墳賦立庁る特殊円丘鯛『石川県考

古疇』第14号。

3. 佐久市高畑遺跡緊急発掘調査概報

1. 調査委暉 東信土地改良事務5凩左久出掘所

2. 調査受暉 佐久市教育委員会

3, 調査場所 佐久市本帯岡高畑

4, 調査日程 昭和44年11月27日~12月9日

5. 調査参力渚 団長 岩崎卓也
副頸竹内恒

調麟 畠山・蜘・廠尺・麟•井廿・

花岡

及補助員草間•他 8名

6, 調査方法 2四tのトレン升去と 5rnX5mを劇立と
すろグリット平面朋詔甜併用。

トレンチ 東より 20叶睛郡南北妬 30 n:iT>ものを

A• B. N…H列まで設定したが検廿退
膨詰果、途中からグリ o/}法k変え、西

より 5mX5mを哨立とするグリット設定

南北reィ、 ロ・・・・・・ヘ列
東西に 1、z.. ●● ● ..  n列

7, 調査面積 9 2 5m2 

8・調

(1)検出遺構

A 約4oc叫］の濡紗茫褪遺構がH字形忙東西長輯勺

20m、短鮨8m力強出、碑魂餞取り除くと、暗

きょ排叔蜘主和如きも咽咽醐の木力績倒頃めら

れでいた．

B 墳塞址?15?

中世及びそれ以年乃墳器かと見られ、ほとんどが召且

で、副撰宙ょどは全く検出されたかった。

川呪州吋如き所かと見える所もあなが、一茄墳墓址と

見ておくことにした．

(2)主沿剣遥勘

① 縄文士器片 1片

② 弥往式士器片 3片

③ 土師器、糸切Jll1h 3 0片

黒色土器片et C 若干

⑭ 須饂、杯、高祁給、蓋片etC 数百片

R 陶磁器片 数片

R そ噂、繹、少温

9. 総括

(1) この地域謬嘩爵釈社、須恵器も青梅皮のある龍期忙入

る土器片から土師器片まで、しばらく探ilifたちまち両手C

叩 Cなるほど拾えるためreこの睾斤を発掘したのだが、住
麟は発見でき柚琴。

この点VCついて考えると、後代民濃耕のため、退構の層

が既に破壊されてしまったのて力まないだろうか。

(2)検出土器類からは、平安封t中期ごろからのものがかなり
あるが、遺構硯細されないので、こ雌彩堤蒻とt訪様宍

きない。

(3) 召拓馳讚埠詩中作づこ暗きょ排水のエ倍去応岳、、も咋ュ

？年木の種類と炭素測定VCよる時代を噸門家距委託し研究

中。）

(4) 出土外鵠殺膨洞代半掟委託研究中。

(5)用いた礫ま千曲II系のもの力洞いられている。

(n)填産址？と息われろ点応ついでま、川の唸州の如く礫砂が

集まっているが、発掘した上から謁べると、ほとんどが北則

妬頭大の石があり、掘h込んで砂利と礫媒里められでぶると

見られる点から人工の遺構と考えられる。

(7) 平安中期後、千曲II、片則II力蔀度も-JJB監をして埋没し

たと思われる。

(R)地字名re白拍子などある点から、平安4粕含→戦国ごろヤC
関｛系のあるものが居たのではなかろうか。

(9) その他
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ィ年末で寒さは強か→たが、刃殿頃ばれてかなh能率の

良＼頷埴がでぎた。

ロ 土壊が硬く発掘C労力を要した。

，，、 プルドーザーによる表面削平が効果をあげることがで

きた。

ニ誤楢f協力困勘迂＜謡薩を円滑に行なうことがでぎ
た。

4. 北佐久郡御代田町下原古墳の調査について

町り逍悼~迷附叫謡匂こ事に伴ない、馬瀬口、下瓶地籍

ぼ司拉寸策整備基盤工事の一環としガ行なわれることとなダ云

下原咽廊は昭和 5年VCID職い幡一郎；当甲渭吠講師）

をみた古墳群五基があり、国道18号線の新設により、 3基が

演威し、今日 2基のみが現存していろ。 陣遺跡台脹70 1~ 

7 0 2)、J¥J)I番点院生VCよって、石ヵ多く墳丘にあり、一時

ほ帰化人の墓と称される積已甜極祁注謀民はあるまいかと称

され、畝地方、福、1祉臥の古代史臣切な古墳とされて

いた。

旧苺幻市、馬瀕口の下の原の畑中囮ま嘘炉頑墓を現存し、

内2基『の原第5号貨、第2号責）頃薔虞入って器屈尽

され、伽ヤ石箋翌残鈴止める匝過ぎないが、他の硼エ

墳存する。後者は、台地縁囮配沢略東西に一直線記並

び、蒻訊叫 h一段繋麻東西詢口並ぶ。後者雌駈

I~ 縮紬に存する批土砂ヵ藷逸し、それ囮昆永礫石ヵ逮
っているのみである。 3基の内東側のもの飼4号墳）心歴去

に於環掘せられ、中央もの伺3号墳）園蔀1碑者々の

手で発堀し、西倶めもの徊2矧約し芍嘩掘であろ。下原第

3号墳ま斜前するには至らt岱ィこが、奥墜C迅喉墜から、

蘊啄掘り進だところ、室肛礫石む財ち廿勅琉満

していた。こ加文恐らく封土が荏智汐湿の間痴も流入した

であらう。これを徐々 囮除く内に馬、犬か骨及び、魁和産豆、

碑細た。これ等は室の底面から遥力液上位の土砂中

vc存したものであるから、此の填墓と直囲厖和、あるものて辻
なく、後梱o、ったものと解される。
従-:,--r{後世の或峙期に石室の→臨覗l口しでいたと見なされ

る。

5. 牧史料にみる施設と性格

上代日本での馬甘讃の風習ま、先史時せi墳皿哨薗品

麒、纏）、•輝箋初珊K予枷らも、五、六幽3

賽飼う風習があ4たも介であろう。朝群栞ふ新餡節らの

貢馬、献馬からも、軍馬としイの用途としてもその需喫刃大き

かった。大化収斑卵寺ある＼迂諸国ごとに顧殿文び各官道ごと

の駅炭呼均して訳家5~7疋）等からも、その馬硝疱楼ぬ

大きな数となり、上代に於て馬牛ヵ手器として、あるしは荘園

の鑓用馬など、当時での馬牛飼船、農業re次ぐ岱舌史があ

ったものであろう。

戦され4頸閉評出遺跡なとの住居翫馬牛犬勁も

られ、尋等な亨ぅか叫われる。

土屋 長久

さ露、掘り百可顕肱達す翠、コ本の人骨を発見した。

共¥'C頭祁を奥嬰G丘く置き、 一は室の中央に、他はその右隠て並

渾中平いた。人骨濃饂だしく、副巽即顎も認も拉t

なか---,ナ.:.。

僅か如中央の人骨の頭麻団C鉄片を認めた。

祉償蜘も後世→男笙翫遭ダこものと認めて、癌細翫

及ぶことなく、発掘を中止したのであろが、中柚淑這邸砒位妬

示し、朝疇口杯蘊蝉断しt.::o

八幡一郎「原史晦咄諏」『氾杞ば汐注姑学的研究』

1 7 2~1 7 3P 距術］碑

本占填群と近いものとしてめが料尿、あ亙は旧御代呵寸／」荘l

井の打即瑯古暉駆みられ、そのうち、下臆暉古墳詳

のうち、後原・ 1• 2号澳咬月原雌際繹ヵ潤査され、とくに

疇 1、2号勘咬涵声睾のうち2号蕊ら、岬阻虚

t.clっtJ;¥ヽ 人骨四個体以均強出され、下原3号墳とや刈似た状

況砺しでヽた。 1禅如姿拭彫滑槌辿さ加溺洪に、後世

うめもどされ、何等かに使用せられた出面面が見られ注目される。

土屋長久

律令によな枚力嗽けられ、国ごとであろう諸国戻等、延喜式兵

麟たみえ、郡軒づ屯詣牧の立蜘伴な凶嬬迄翌敗

分布がみえてくる。

数名のみで、じづれも牧の実体、放牧場の旅設空知ろことはむ

金しい註饂4カ国疇、鵡、且野、甲斐）は御枚として、

牧、別饂、牧丁刹壬じ、八世紀に力対て経営vc:%iたらしめた。
国恥梃、稗幽と照c毎年9月10日を期日として牧で、弱C

獅鞄なし、届展を作戎して、とも紀認する。｛璃訊とばら御

馬のことreある。従ぷ、古墳寺頃淡初痴戎及び、荘園、
華士で草原地や原野砺囲し徽枚されるの填なり、駒の4歳

祉で用いら紺こものを選、これを1カ号螂L<滋逮翻
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知螂脚溺舎で飼蓑してよく調良す。その普通にいう

疇は、その騨臨鼻碑8は細誨で、異っでた。

いづれvcしても八世紀中葉から荘園制め発展された時期に
東として、対「ニゾ」的に、開発力進められて

ぃ--t..:.様である。ことに信浪望月松ま、貢馬の下限として、
鑑』ま燭靭行沿っれた牧場であることは著明である。

牛馬飼枚したことは弘計王が藩割萄狩魂隣視屯倉首忍祁

遥翫つかえた事、安閑天皇二年大画C詔して聡皮心埒凡

霙輯訳牛を放つなど、文芍邊醗三月諸国にして機

碇咲馬を放つなど、画舟vc全国囮設置されたものと思
う。

錨打あが犀麟履今ヵも」とみえ、や凜俊汲献てiま

年 r'-,耐印こと芍各といっており、まナユ認めぐらす以術C、

牧湯司囲妬 臨（ほり）道をもう田こことが見える。格戯のこ

とであるから、枝を打ち立でて造づゴ助騎さし、陸はおそらく

格囀に掘りめぐらした溝りょうを腕末するものであろう。そ

して格応は牧即漣出経祉する醗妬、籾駿外部り碑

から保護する認浦Cある。

貞観十八年闘ま信濃垂濫に下したもので、同書中、御馬ニ

千百七廿四陪噸羹し、当暉言晨冗勅旨牧が十六枚であイこので、

平均しで一牧二百疋丘くが放枚されていたようである。拐梱蝦巨

の i全く不明であるが、信濃て社格疇沸紐崎姓屁あろう
が、甲斐国てiま図眸藩息漸ク多ク、繋飼オゴトニマサレリ」、

繋飼が主体であダこらしく、上野でi文庫馬数、揺飼廿疋．繋飼

廿疋、など三と二の比率で通飼と繋飼b行介われ...._,'たことを知

る。

厩ま「厚さ三分、長さ六尺巾五寸の板を以ってなす。」当寺の

馬諏蜘卸っれていた事芍的。

鼠虎噂印、ムマキと呼び、罹翫意で、薔諏C

飼う獣すなわち家畜噂斐であり、園とは藩をめぐらした苑で

ある。従って牧とは一定の土地芍区切り、藩を構えた場所で

あるといべてよい。そして藩すなわち馬を入れておく居匪め

カキのことを当峙ウマセと呼び、馬憬刃む店梯心字をあて

た。それは普通のいう埓のことである。万葉集妬巻四「赤駒

四越わる馬樽叫又結し妹がここるは疑もたし」。巻十二に

扉越しに素まむ駒ののらゆれどなほし恋ふらくしぬひか

ねつも」。日本書紀巻二五孝窓天皇「桔著けあが飼ふ駒胡I

6. 土居状遺構より検出されたる土器忙閲して

本資料i...8月27日士居状遺溝A卜Vンチ 8上り出土した

土朝和召。這片は口鵬から靡応細9胆零恥

約 4"-. 1 の復原力守想される。器形i—佗特殊な甕形伏起呈し

で、ヽると思われるが、しかしなが叶也に誼列に乏しく、より深

い考究力秘要である事甜拝吋る次第である。

① 形態

亭泊吐ぽ水平に直行し、口網臨咽祓く外反し、同

内壁には長さ記而窮突忠肉控巨貼り付けられており把

手周辺翫指頭による押奈が見られる。罪榔から胴部P半
訟翫函砂翌嘩がある。疇遷痴輝

をとh高杯魂給の如く末益烈改しており左右に各々ー→

的がっである。

② 文様

疇妬箆冠Cよる刻目をほぷ部闘駆施文してあり、

口縁部か雌涯服Cうつる綾上に三角棒を施文具とした刺突

文が→列されている。以下記郎まで全くの無文である。

R 整形方法
器塾芍棋ロクロ痕茄残ってあり、明らかにロクロ製去

による輪積左式を鴫っている。夕渇岱ま器形全面くまなく

箆 Cよるヨコナテを施して整形をととのえでいる。

④ 器厚

亭約10皿口緑部約7霞頸部約14 

霞 胴部約1471ml 底部約7~饂煎

R 後記
上翫如き土器杉足しで何江鴨したら良いであろう如

紺芍瀑睛ならi訥耳丑籾汲形うんぬんで処理されてし

青 木幸 雄

まうであろうが、本蜀嘩迂月らか四勺耳土器材擢睾稔とほ、

相異するものであろう。大正司関、故紺謡蒻珈カラフト落

釣叫の口顆醐和ニぺ耳を付しf弱鵡芍耳上器も又

瞑馘なげカサているであろう。栂R内耳土珈溺捻詞晒

を見出さず妬は捻れないのである。と同時Ve内耳土器囮関す

這凶眠さえ却翠でな心遷な灰蘇。ここで今

までの発財舛紗耳窃肱区分するならば、まず最初四遁灼＃

鋤嗚餌より弼誌れ暉切丑恥躙、 B分期環続

する土器のー形熊を成しで、ヽると思われる。い女改しても

その麟を梧叙汲)(J)l:l井泄以降である訳だが、近年までマメ

を煮る所謂『ホウロク』としてその胴馘ととめていたので

ある。

こ噂疇韓としてあ這疇程の如癖麒旅切燐退

鴎）として睾してきたのである。そ哨尋滋訳謁I忙

あり、疇、犀臨伎中軸Veして鴎醗C分布しでも。そし

て又、印認嗚の改翫位置するゴ柑譴vc於いても、続縄文文化
醐 C雌見しでも。と同廓湘影鳩を中、凶噂臨駅分布す
る外耳這及匹膀攪は約る銀懃隅禍との機納、顔病比

較研究ヵ秘要であろう。もちろんこれ等の且懃研究の為忙は、そ

⑰甜籟勺、空聡勺尺度紗記環考慮に厄サ炊洒まならない識ま

云うまでも如ヽ 。なお蛇足てすまあるが、 臼噌路展」 V虚他ヽ ℃木

曾義仲が使用したと伝えられでも外耳雖が2点展示されている

のを見出したが、明らかV噂治町出士内耳土器とを可斑撚~---t'C

しているのであるしこ⑰額拘湘遜は内耳土器及び外耳士器d既

如；あまりにも祠醐な故に生じた必然の誤りに起対するであろ
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今後叶Jl題褪邑・-... -.. 

① 内耳、外耳土器咋魏酌、形息瞑問題

7. 信濃国塩野牧遺跡

塩ま延喜式記勘吋氾＜三牧のひとつであろ。

牧VCは当時の古文献でみろと駒哺姓姓減、繁飼地域、駒を

棠た麟囀、さら噂廷より譴され琺祠醗毒があっ

た。その地蒻迂月らかで沼)'-iTこが、牧留、古枚、柵口（今日

の馬瀬口）、朴醇の地名が残り、また塩野部落としてみえ石峠

口罪石、）噸翫祝易の馬幻舘瓢としづ酬須社がちり、そ

の範那屯場であったことがわかる。そし召眩翫最初(1C貢馬

をなした勾近門奎間 (10世紀）記鋼升効芯えてくる。信

轟諏填暉妖とされ、ことK望月邸痴潮雌獣まで

饂斗馬とし慣馬殿咤行事力嘲廷碑桁事としで弐比れ

たことはおまりvcも有名であ-,t二。梃恥国司四次く殺応佐
久地方乱妥世の殺野一族があり、それぞれ一族辻辟；を姓とし

で名乗り、塩罪拠辻墨予氏がみえて忍て今曰徊代田付近に人々

が居住すろl:うになったのもこの頃からで、平安苛℃伎より鎌

8. 『文様』と題して

今日、私達の周那aま衣鉗主雑財っず、無浪大の文様茄致ろ
ところに多種多様に富んだ様相を呈しでる。こ加註面⑳佐

のみてiまなく、人類発達史凶て於いで一貫沖噂誤遁捉序院で

ある。

時の流れと共に対兼も又、形を変知活を変えて変遷しながら

舞に至った灰認。隷盆誓直」疇文された

文様より考察していきたい。常8頃存可思議でならなしのは何

故 C文様を施文しなけ四tならなしのであろうか？
和必要性及びその必然性ぬ根菌内基盤を成していろものは果

して何なのであろうか？確か応原初四がヽでの土器な対蒻ま

器噂認を防備する為、或対士器面祖堅くする為に施文さ

れたのでらろう。この事砂酌t噂甑っでヽなのが縄苅訊
専咄豆底頃であろう。躙顧蔚翡眠翔痒様;r.trc於ナ

る可搬性としてのボシタリキャリ甘阻諄包上に立脚したもの

であィこのだろう。しかしな力屯縄郊封窃閲胆屈年、縄苅娯月

を通して、 錬四鼈文中期祖面から中葉vc訊ナて中部山岳囮苔
にその盛姿を極めた勝坂文化ーその文様かモチーフは、多種

多様薮帯びていろ。）、しまた又晩咽鞄む吐器文化に浸透し

始めた弥七式土器文化前期祖語か吋甜阻嘩まで一環としで土

器噂麟筵勘澄場してくろ位嘩廷訪うか？しかも地

羞拇謝肝沈於ける特殊性と卦面宰々浦々的な現象と並行しな

がら、或し対混成しながらをヴヒ命線を祖涜させるのである。

② 内耳土器と伴出する連吻から吋咄屋

R 内耳土器呟瑶原と消畏吋詞月

④ 7}'.d系上り注視する内耳、外耳土器の分布図

士 屋 長久

倉時代までの朝廷岱翻釘凍国の牧場の馬が多く用いられ、そ

の主要娼ま信濃であづこ。親中の軍馬ま佐久の雌旺一族忙求め

た事まいうまでもかい。そしてその帰化人、牧人が残した墓が

疇▽古ふんを残したいナで、八播、西屋敷、馬瀕口に多

く分布してつくられた。塩野枚の東西ま、蛇掴II、濁IIの自然
喧齢食した。厨翌疇羹亨疇噂尋ゎ

れ幻認であろうし、瞬頼口ほ濁（うませ）つまり牧喜ハさく

で柵口のことでここより駒を出入さ紺ヰ西口であろう。今の

帯叩近を柵村迎齊もされ、こ叶寸近Veも柵口があ→匹珈

不漉たあるが、駒奇せ口も存したと思われス。

青木幸男

頑、パ翫ある力激にも名頓矯酌感覚そのものがコンス

タントな文蝉訟な長期腔翠釘ろこと力窃可能であったなの

だろうか？当時の文イ燐担っで沈人々バ閉{]~埠鉢的なワァ

ッジョンとして又螂試なのだろうか、コ

いずれにしても、計り知咬い瑚瞑］、営眠舟度の中哄

同勺化現象、消滅甜認隧戸丈~のたろう。しかしながら土器

の形態、文様等、土器型ェ項留翌罪湘雅謹駄瑶翌諒く、紐防

と大別力造必程度集枯戊されている。

磯、国糾噂醐C施された丈翫拠ヽて、翌砂文化

のまで深く掘り下げわ心央して解蒻まされ得ないだろう。

当時の人々の精固嘩師から判翌膨）芽不可決であろと思われ

る。
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這
5

原豆乎Qし

原 田 道夫

下飾丑原古墳群発掘現場を平原へ通る道は、周辺判歴史を

探る上に重要である。この池点に、鏃倉杭期のものではない

かと推定される士居週構ヵ確認されたこと｛埠胴深い。舗彩

新田ば名の通り部落の形茄ま、新しく、江同寺tに入ってか
ら⑪開田であるから、苛ま平原から前田原べまこ◎猷濁佳一

疇であダこことは禦象できる。このあたりの言改知多少

残ってしも戦国奴興こ至っても、平原と前田原の関煕託足<、

ーの頃代四寸の古史芍梁る」をみても、諏訪神

叡：書のな糾こそ正蝙環える。こ這む直じてか褐域

と小朗拶認関釈肛蝉笛勤嘩知嘩郊剛I噂ったと

'I 0. 佐久市岩村田北酉久保古墳について

いう、天正16年におけ石」、田井城功凜はどうだづ四）だろう、

など。ま芯邸揮侵攻以前はこ⑪栂腐謝上氏の勢力圏であづt

のだ力も小諸、上田を経ておそらく葛暇成ヽ樟茜迂tる道でもあ

ったのだろう雌認粍湧く。

だからこの土居がたとえ、最初ま牧場琺餞斐として溝築された

ものであづととしても、鎌倉期から戦国酎訂こカサて、戦瑚祝c

意図をもって利用されが時期もあったのでばないかと、疑問ほ果

てない。

紅）平原より前田原吋多った田勘ミあった。

似醒北西匁屈←甜詰墳の西方的ll(mlこして湯川の

i憐に位置している。党も土師、須恵の土器ま一本柳と同
様泊拗知を示し、時たま縄文式且各片も採集される。

訓囲水をへだてて、西口技々井壌区に接している。近く

口駅、我鬼塚、剰原等などの古墳が、瀧II北幽こ位置して

いる。又こ唸易JI!の南、根々井字山下地卿こも古墳ガ観察さ

れる。附近の古墳は、戦後開田の際、破壊したが、中より直

刀、勾玉等妍廿土した。

器拙積iで1ま—誌姑墳との井呈l項卸乱責絡荊与）、

砂田近くでは喜平治h古墳僅か塚のみ残る）、洩関中学校
前に国蔵譴範）、その西に、古墳として発表されて

いる坊主且た今春祀畏され炒：、こ加ま古墳でなく、塚原

泥流の簗伍廿であった。こ⑪梱襖尉泉として,t...塚原和郷羊

地域にかなり観察される。

1 I. 信濃の牧場

貞観畔に入ると刃言濃の貢馬の事が見えてくる。弘仁十

酵 }¥JI羹「武徳聡こ幸い信濃忌鴻隅を見もなわす。

」親王じ扇疇山字塁易ふ」とあるから、鑓以前

から甲斐、信御諏も隠手醐」碇日があって毎毎環

にMtな屈こなぷいたらしい。貞観臼叶二月「信澱乱l

就吏C沿野馬、元頂廿九日にこれを貢す。今十五日に定む

」云々とあるが、耕吏の閲粁とは、官甜俎｝と云う程の御未

に眠れる。又佐久の望月の馬はその十五日から各が生れたと

虞もある。信澳功彫忌ま、望月何疋とされたあたりから見

井上行雄

譴疇幽在したカヽ痴は1基祝近陵Lの南庫饒に

あり、現在桑煽也⑬蜘きに、羨門石2ヶ露出し主体部と思

われる附迫こゆ」もが積められており、桑咬力直にも気付かなか

った。寧、譴中に金環2、勾玉、鉄裂品人骨等が椋曲しむ

1~21ま金環、銅地金張り製、 3は、メノウ、燈々色の勾玉、等

ス

森 泉好治

ると望月の枚のみがそ⑰崩吏の枚場でないにしても、こ⑪頁口玲

いて重き針貼ぅ、れたことだ団文事実である。七杖後はそ⑬明の

日を朝貢碇日とし噂服され碍も諸都こ見える処である。し

かも天島濯蓼諏騎鵬されるのが昔列であ全。貞観十三

年符iこば比の貢上等i喝す窃疇ヵ祖ている。即ち「信濠上

限鵬這環く頌を用暉訪噂なり。螂隻

噂し。望らくi迎珈程llこ准じ可lJtり仁科懲せらむことなど、朝

恩に押れて牧人等〇留和行なわれた。矢張り人盛になれば自か

ら騎れる事迂兌切迅ヽ。牧場⑪姿盛と共に暇免人等汎祓足した自
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勘勢祠耶述べ注l証の貞観十三年箇守を見如何這旺受

邸瓢の勢をかり国司翌祠を侮っ妙吃知ると同時に又、

時如河に桝易の盛大であったかを推察し得る。此咲母華俎鯰

有様や枚畜数睾ま貞観十八年一月の笥守坊いて知る事ができ

る。 「信濃の国昇を得て検するlq'斜欠の格、或し咋火のため焼

け損じ、或l,,'{ま盗表す。ここに於いて造樅涜叙噌て国枚の益

なし。今在球翡盾牧飲錮仁千二百七i四凪裕柑こ放牧し
て濠に留まらず、唯民巣を害するのちならず兼て又亡失を数

す。国司須らく格によりて検校し損失せいらざるべら」と云

っている。

1 2. 古屋敷伝承

発掘を見に来ていた、西屋敷縮皆のポ芍今縣班奴話である。

このあたりは昔ば司炭咋賄であって、第2号墳の上の石祠

i這敷亨であった。そしてある時期にここへ分家碑たので

ぁ来ヵ＼攣環に悩まされ訪疇喝嗚んだ。醒敷

で→番下;:tずれの杓楕暉歪沈家でもとの血絣廷朗治俎勘こ

絶えてしまって金沢氏より入って嗣を継いだと云うが、後原附

近を古屋敷と俗四呼ぶのほ、かってこの屋敷があったからだと

か・・¢。

土構から古墳罪こがナての間に杵肝—族の墓地がある

が、そか一角に、 「宝正院権僧部3粗立文畷四年」 「権大僧

貞観十八銅證卸）官因ゴ烏が二千二百七十四頭居た事約訳）こ

とができる。又呵燐；月の日を以って貢馬せしめられた事からが

ー得るのであるが、光孝刃膨准泄の貢馬の日に1ま「馬

囀に御して信露躙蒻鼈し幻没召して詩を賦せし緑駐

席に預るもの三十三人とある。信燥環術まここに致って勅定の詩

題になる名物となづセのである。

古今 造反の関清7関こ影見えて

けふや引らむ卓月の駒 償之）

麟暉曙釦止甜ょ疇芍に亘←帯の塩厨頼

口ぱ本牧の上柵にして下樽ま今の御代田帝平cりと伝う。

原 田道 夫

都宝薗快全釦咽立安即墜司等の石塔ヵ滉られるのは 困印

様」が古屋敷に住んでいたと、いまも伝える人のある事に符合し

ようか。そしてこ加ま又、ここの古墳群力汀戸期こ入ってからの

信祉研尋tどろうと眈綻とも羞するの総・・・。

古井戸が残っているのもここに屋敷があったからであって、井

戸の中べ材石祠領などかなIJ放りこまれたものだとか。

さて、それにしてもこの古屋敷巳暇切咳らて宅脚錮支され

るということか氏古墳や、土墳ヵ確認された訳だが、歴史とは

こんなも⑪だろうか。

13. 南佐久郡臼田町入沢古墳について

椅姑塊恥臼鵡り攻尺 0日齢配凡町にあり、そ唸数は
3 1基と云われている。そのほとんど力滓測こ面した』見或

しは山麓に位置している。そして心尺より上口ま、古墳⑬数が

稀少である。この様な事から、ぺ尺古墳群は佐久の古墳群中、

瓢端に位置しており、所謂佐久(qj釘る古墳の南浪と云って

も決して過言で心ないであろう。のち古墳文化が俄昴より千曲

川7饂を媒州こ遡来とす加妥、父閲棋麒恥、一番新しし様

相を呈している古墳群であるだろう。しかしながらそのほとん

ど力破壊されてしまっており、原型該尉与させている古墳t-.t-

基足りとも存しないのである。

青沼噂こあ結墳環皐表を鯰ば・・・ (31絋内）

① 長散玄室の磁る 7基

＠ ヨ味線胴形玄室のみ残る 1基

③ 片オ蔽芦のみ残る 1基

＠ 疇わずがこ残る 2 1基〔内部主体構涵因

となっている。畑遠物として（た直几鉄嵐勾玉等と

記されている。そして民間五代として、こんt虚舌もある。父尺
の日向家の東側こ位置する古墳で昔から石杞肋うすとたたりが

あると云¥t'f云えられていた。 「ある時、若い人逹が、こ四家の
石を欅こしようと連び出したとこな柑団の者がケガをしたり

鼻血を出したりしたのである。若い人達ぱたたりを恐れて又元
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一石延雄

の｛並に戻したと云う。右冴愛、この塚0)fiiこ手を角批しる蒜廿吾

たくなったと云う。」

鯛原の古墳に関す利云承に似ていると思い書いてみたのであ

る。

［西の窪第6号墳〕

ー



2
 

〔図ー 1〕

第 6号玄室様造図

〔図ー 2〕

奥壁及び側壁上面図

14. ｀ 
羨門

畢

信濃の牧場について

（追記）

"羨門の石と羨道、玄室の石と墳丘円周部のみわず

かに残存する”

... , 
・・, ..... 

............ 

佐 藤

b
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ー＿
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-．、

猪

鹿

牧

．．．． ． ．．、 '• ·,............. •···· ··· ·· ・..・’

¥ 

降!;:jli聘敦明の仏教を中心としてい沿志勺た兵醇等ほ忘れられ

：・信涵奈良 たけれとも、や汽時勢も変り光仁天塾頃咤 (77 o~ 1 BO) 
ゞ朝を中心とし あたI)になると、東国⑪類勤唄Kとしてくるのである。さすが
たその諏後ば歩 l~ 鎖駆：きわめた仏教文化も平安初賂に近づくに従って傾きをほ

・り、全国均疇 じめてきた。

_.--の中、じ剖匹あづこ 同峙に召1と逆行しで紐O)l-.t._一時休弼大態であった兵具め

． とは、すでに文献土ヵ~ 道である。そ料送膨勁瀞岡辺までも逆襲して彩とことにも胴因l
：攣がえる。そして平 がある。

.... ・ 翠瞬虹信配疇の 卸文認疇8年 (78 9)は翌嘩疇である。しかも馬

_, •.. ・・ 国であったこと瓜ますま 政馬枚に関する鰤麟こ⑬砂から見えばじめているの！琺叡

ぷゞ す判明してくるのである。 べきことであろう。此⑬邸取准咄から百年変に制定され氾迫喜

---='- 応神0仁徳の両朝前後から、大化以 式から見れば、信澱ヰ古代万官認梃易の中心点であったことヵ明
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らかであるだけに、信涵に関U餌翌即濯の今日伝えられてい

るものも、殆ん己比む況易図関するものばかりであるカヽその

最も古し吃壮延暦16年 (79 7) 6月7日の大攻彫守「信濃

疇訟窟田纏う齊」三うのであ芥、つま IJ鑓の

長官が初めて年俸団彬遷典に浴したのである。その檄士、田

が六町、但し親壬⑪南注肝奇出彩ないと云うことで嘩I歩こ

つき櫛詰二十束儘米 6石）暉姶 (6町で36石）て給与す

ると云うのである。ゆれども土着都材壬じた場合諒針致渓艮り

にあらずというのであづヒ。

此⑪四象によれt右塊杉迂文監枚役人などはまだ無合であ
づとこともわかる。今ょ IJ側117 5)の官符文書である。

信幽欠監に暇箪限駆ことがあってか攻）1 5'$目⑪錘脱尺

麟 3年 (R1 2)符暉疇頌は晦噂二辱を徴

すべきこと」大宝令定規たる母甑乱こつき60宛の駒杓蘭壬

産出することi唱肌、実行て含ないところから罰則を認re、
結局駒一疋こついて稲200束すなわち10石0)(-t償を取

ることに決定を見たのである。そして、こねま信濃国枚主祉廿

那大領金刺舎人八麿たる者⑪距畢こ基づいで芍ビを見たと苅式

は示している。

信瀾国の牧手当とは、信濃全邸の炭巽年であるか、又は信濃

の或枚場び杖手当であるの力分別ないが、と1功ヽく伊那郡なk
領金剌氏がこれに兼掌していたのである。

15. 下前田原古墳群と塩野牧

醗制定亨式氣漱噂濃16牧、佐久に関系

するの力塑月、長倉⑪鰍と共哨爵牧である。御枚の羅酌

位置にあった望月は歌切こもなづセのでもちろん駒迎えの駒そ

のものを代表したであろうか以

望月⑪詢よりおそく出でつ図がたどるたどる石止まこえつる

索 iji

華環の清記影見えれヽま和くら栢餌噂

紀貫之

君洲炉あう坂山の関水も影しづ力寸よる望月鴎拘

疇疇

望月の厨引く袖も打ちしめりさまよぶこけり相坂の関

藤原疇

などび也にもかなり歌われで有名であり、 「北佐久剖翫Jに
隧釦誌楚が、「麒如拷」噂文耀宅ておられら

長倉の枚についても、同じ延喜式に選進された、式芍社の長會

社との関幽生に於いて、多少類察、研究もされてきたようであ

るが、塩野靱こついて,tJ台んど灯朕らしいものほたかった。
国迂こ賑環巳後白河法鄭領朝薗款訥i堺ナ

る年貢末済の庄々をあげて催促しているが、その中以言濃二十

八牧Id讐~の名も見える。こ欧頁こなると牧そのもの⑰稼艮

も変化していたろうら私牧化してい如うヽまだ枚とはなって

も冽紐虻1_4年目⑰顎ほ連の天長3年 (82 6)までの間

麟確名力蔽監と改たまダこことは 2月11日の箭閉こ「諸国

貢等の数を定むるこ叫仕洛人員）のうち「須らく

信濃上野両国に咎収監1人、甲斐・武商華固召各主当 1人、馬

疇 1刈扇填岬こは信濃這如珈）牧配置かれ

たことも判る。

冠から翌盛翠4罪零より甲喪こも、信嚢準じ玲

監ヵ置かれる郭こなった。文癒応懇2年 (R5 0)には信澳こ2

人⑪杖監紺晋くことになづと。天閲以前こ2人であづセ成しぽ

らくの間1人にしたのも氏又2人に復活されたのである。

鵠 iこ釦碑釦池置力歌馬剋棟常に日本q翌罹茄遣iこ
あづピことは史実上の通IJである。

'がども信奏り官牧ヵ喫郡凜臨期に達しfdJ)は貞観暉友備

和帝）より延喜式の御代睛菱頁だと考えられる。

⑯喜式） 佐匁挺系

新＝小県 称歪牧→紗く 塩野→邸（ 長倉→左久

猪＝上野西牧催込柵の内） 望月→を久

債）柱諷信濫?)2 6牧~會の東）＝長倉

牧→報熙欠→鯖兇{=菱罪枚→哲i牧:4li?苦欠

原田道夫

いるが、すでi芸対喋認牲格をどの程度残してしたかも顛瞑も

紐ないが、一応は塩野牧が存在していた事になろう。しかし文

献に詳しく探り1恥い以上、この地勺と推定される古墳や薗駆
発3灼嘘野牧を究男する唯ぺな方法であろう。こ~未
哨令いで廻の出埠力吐狐須恵から鎌倉初期のものでないか

と思われるものまでの広範囲にわたが拍ま注目しなけ加Xならな
v'c, 

さてこな丘在I~財百る古墳であるカミ冥艇寺丘くの滝灼左墳

から、細環、めが噂、可原墳の点碑ん嘩銭且U封立
置Iご下前田原古墳諾ぅ屯在すな駒尽そしてこれが更IQl刃1古墳
にまで及ぶと見られな輯こどう封可力倍味がありそうに思われ

る。こ咬甜訪狼且塩野牧の端こ近いところを通っおDでまない

か。そんた仮説まできないだろうか。下餌H原古墳詳ば砦爪こ土

疇孵濯認され妙＼めがね塚のある所i康 IJ場」なぷ字

名がある。隕さ］場」は、地名として残る土居肉旦構ではないか

と想像する以訊サないだろうか。

そして士南殻騨勧汀戻I)場」的出砕もつものであるとした

たら、こ〇菌勤屯鎌倉初期と覚しき士器が出土した郭ま、 「東

鑑」 i咄ている塩野牧がまだ枚として⑬院股備えていたのでほ
ないかと想謝こもなろう成どうだろう。 しかもこの線上四確

認された上でのもっとも端こなる絞月古墳に関係あるのでばない

かと思臼1る「白山権覗韻りの、乃サ拘にまつわる｛丑勤芍見つ

ている事なども中間に位置するこの古墳畔なやはり塩野枚と結

びつけて考えたいの活~'".、 ··•·o

-15-



16. 葬制に関する一考察

青 木 幸 男

周知咳nく、枡四国男は「狽租仰沿革こついて」によっt
両墓郎浣在徊達制とは、時間生としての霊祈及び空躍生と

しての華所のことである。）を初めて指摘したそして椀丑国

男が氏自身自負したように、土豪や支配蓉び埋葬されている古

墳ばか I)掘りかえしていでま到腺溌見でき得ない印忙封咎籾）

勝利を象徴するものと考えられてい如氏ほ塞咆こ心郵わた墓

と詣で墓と力遠所的l::i撰す砂慰餃あし）、死者む欝草した墓
地と、死者を祭った墓を二大別して日本咲辮証形翌）口火をき

土のである。しかし、埋め墓と詣て墓とヵ湯所的こ別々であ

ろうと、→距斤であろうともDJ:うt邁m様々氾駆さ性や方偲
生活の必要性に於い豆肪Iでもその都度変わりうる翻ま云うま

でもない。た也即上げて詑面でぎうることは、農耕民を主と

する村落均魂本の共畝沢罫とって、固転輯念は空酌こ

と時雌宝と二重化せられざる沼恩なかったと云う事である。

所諷尉賑にとって放却渇加た飽くまても土也人の執首

繕財てほ存在M取ば凡女のだろう。そしてこのような波ヒ
の住みつく土地を求めるとす切ご、村落の周辺へしか拉寸落

咽の土地に求め石也たかったのである。そね枚、埋め聡ま空

晦勺な他界の象徴であり、詣で墓ぱ時間的な他界の象徴である

と云うにすぎなしのである。

又、国分直ーは「巳位文びわ茄南島に却謬葬剌上鐸詞題」

の中て湘旺lの画期的な発見？を拉猥しで多葬制とも云うべぎもの

の鰤を疇している。

と云うのは第弓雉酬以後に色十年あるし迂数召瑶訟後）

死渚の骨は取り出され、籾砕されて土諏ユかまかれると云うの

である。

疇の骨ヵ吐瑯喝轍し遷、現他人々にとってひと勾池

界力硝滅したかに見える。し力丸真に消威したのではたく、実ぱ

骨を粉砕してばられ吠封落窃嘩誌の自巳幻患の内部に他界が

再生したのにすぎたいのである。

本小文は、何故古墳時代後期燐卑遡涜として追葬或いは墓前祭

妍予£われたのかと云う素朴た疑問より発せられたものに起対ず

る。と同峙に民俗学の共炭と称せられる柳田国芳足の両塞側の存

在i唱月して、他界馘念の変遷よし］も、むし左拉蒻餌沈変高等

制⑰踪影刈額酌基翻本であるので心ょいかと想起せざるを得な

い故記してみた。

17. 立科町芦田古町下屋敷遺跡調査概報

1.'まじめに
立科町教育委員会は大笞珀字井町下屋敷578所在の下屋

敷憂48年 3月23日~4月3日まて学燻麟咋こ

とになった。

疇這疇い）北荒する／」祠II芦訓lによっで開皮心筵

ん沼剋取成強舞鉛洪積地lq漣卿ま位置する。本遺跡の西則
ほ嗚直に叫祈され、隣接ずる水田面との比高ま僅少と思われる

又この上地ま以前より耕乍地として利用されて居り、かなりの

攪がなされている。近年乾諺攻研究者力踏査し、八播点瓜

信濃史料—巻、郡志等など⑰酎申D記載があり、県新産都市分

尋などで函翻あり、古くから著名な遺跡でもあった。

諏員戴国譴りである。

〇調査担当者 」田染谷ケ丘烏校教諭 I」材事男

鴫鴫鯨辱琴麒暇腟叡疇

鴫鋤諸＇ 丑畏久、缶恒、黒岩忠見瑯應饂

与良清、白倉盛見岩佐今阻人、青木幸見

臼田証、瞬翡紋、椒颯上村唇一、

／」林悦雄

臨譴譴跡這蔀薗叫均、 8月に紺された。

2. 下屋敷、古堂下両遺跡の概銀

小林幹男・鶴丸俊明。青木幸男

(1)下屋敷遺跡

疇 I情都嘩疇誓這疇麟氏宅噂地と、そ

の思辺の熾地である。採集されている選吻は、縄文前期有

賦•南遥哀叡中期の直利試·叡魏虚

斌縄翅濁堺翫・試など吐虞片である。卦器

の出土量はかなIJ多く、そg也石諷石餓石冠、独姑五
石皿、磨五定角式霞叶浣ミ耽胴湿餌四条分銅稼I

製伍斧、右茎無茎などの召嵌争灰喉息耳捨、弥生後期

嘩詔式這職扇詔試土器訥黒炉顛器などの

破片である。

(2)古堂下週祢

塩尺せぎの菊幸匹合った台地で、県譴糾噸白樺湖線の東

側に位置する。花畑や剥諏立た利用されている。台地上

図な遺物ヵ噛碗に分布している。採集された選物は、縄

文有し南大詰文縄文後期の加鰤旧試土器な

どの破片と弥埠瑚雌篇試丑禰槻目知屯内黒

細底虚形土品紺疇土批暉器の士鵬などで

ある。

3. 遺跡び調査炭兄

調査現場ば、地主さんの畑tr...南北ば園Zm、長さ 42m
嘘几 (2mXZm)のグリッドを認ナ、数ケ所のためし
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掘I)で、畑の土壌の厚さ、迫構、選吻をあらかじ滋瑯忍してか入

作めました。

螂迂JI防氾卸原の沖脚也に位置し、地主尼四犯灘氏に
はなみなみな以嘩瑠助をいただきました。農柿斤出土した大き

な石程等ま同宅地の屋敷神にそなえられています。石郡認網の

集落では、ちょうど今日が町長さん))J:うtM々の首長にあたる
様な}J:;ヽ 権威Dジンポルとして、おまつりをなしたといわれ
又、その石棒へ割酎印入退跡からよく遠望される浅蜀ね且0)11員

火と関画Sあったといわれおそらくいかり噴kする浅間上へ、
山の神々が、しづまる様に抑碩をこめら紺：：ことでしょう。

この畑の土塙た耕土30cm. その下図鹿交りの黒渇色廿風

黒色腐殖土層等が、約 7Oc磁椴責し、その下から芦田川の河原石

を主体に、配石旦構が発見され始めました。ぞD配石の上からは、

多の土器片、耳飾、石棒、石鏃岩偶等が発見され始めました3

耳飾I)は、今日のイヤリングですカミ男性も女性も判寺i謡籾

ました。当時の比豆、ば、幼少の頃から耳にあなをあけ、大人に

なると、やと大形双酎蚤3~5C11TJ)もので耳をかざったようで、

おそらく、大きい美しい耳飾をづナ、求愛の対象とした男性もい

た事でしよう。

疇 i、吏h岩質のもので、男性の函器をかたどっています成
これが、ぎいらて大きく、こ~月芍ま特有で、直径20~3 0 

cm. 高さ 2o~ 4 oc叩沿ろものです。ところが、こ⑪峙期咲也
退石むいったん完全品に作成され0必らず朗餓

的囮斤られている⑬もえ、本遺跡の聴凸品唸nく、完全品に近
いも奴這らしいケースといえましょう。当埒⑰萄矧活は、母 '

認な櫛如、男歯噂狩にせいをだし、砂荘縮遁後の日祠

話にもみ烈様に日本⑪探匁ま女神でもありました。きっと等寺

の女曲氏生殖行為に伴なう、ひとつ烈言仰として、いのりをこ

めて作戎されたものら郵犀されますo

さて、本日までに発見された一番めずらしし湿は、砂岩質の岩

偶でありまして、人間の顔姿をかたどった、高さ記冽如沖研知

ものです。これ氏県下では最切材舛Cす。石のかわりに土（ベ

と）で作ったもの1叫推如あります。いづれも人間お修づくり、

中には＂いれずみの様に、おけしょうをしたものもあります。ひ

な人形の様なもので、大きし吐ゴ酋では、松本市女鳥羽1遺跡から

競されこれは最大クラスiび、IJ、今回の器馬と共記陰品1こ

入るものです。

さて、これ等土偶、岩偶にしましても、そ奴湘各やら、意味に

ついでたこ⑪遁苅殖眩煩では、全く判明していませんたゆ

まなく、学問的に努力を重ねるにいたしかたありません。

ただ、松本市女鳥羽Ii出土の土偶を、よく錮察しますと、オッ
パイもあり、丸生砂寸こどっていることは確かで、その対包注：

殖器も、きちんと、さちょう面に作られていたことかへ女出

生殖器架諏としてとなえな臣昔もいます成わからぬ事が多い

の力窃古学である様です。

とく最近までテレビドラマの「にじの人生」の主ん公のあh方

にも、おそらく作者は大閑困つた事であったものでしょう。

下屋敷発見の器周ば、顔勿ィメージは南方の土人の様な感じ

桔広献癖環島に残るアトランティ吠叡化環蛯石

造文化財に似ているといえましよう。今日の路傍1このこる道卸申

の顔姿は、なんとはなしにほ.¥.えましい男女のイメージからして

もうかがうことがで含ましよう。

後の稲作ですら、南方の島国の国々から伝わったのですから、

当時の日本人が今日残る未開発地のアフリカやニユーギニア高地

人のほ旧司羨杞廿舌であっf戎Kです。さいわいにしス日本列島
に住み"?I.,fこ土人と祖ぼしき日本人の砥先は、その函進化し、大

陸破明をとり入れで今日の名誉ある日本列島研征文した。

調査頃後半に入ります。これから遺跡の全容力舞胞鯰れるわけ

吋が、縄苅躾腿跡は県下でも、飯畑泥翌 1J諸市永訳
田町宮平等、調査されお誤亦は少なく、且刃w止、岩偶等の発
見に俸ヽ、学閉的にもきわめて貴重な遺跡となりそうです。

佐久考古学会規約

第一条本会は尼玄考古学会」と称す。

第二条本会は会員の佐久地方における考古学的な凋聟研究を相

互因朗虚功進展し年ヽ更にその親室を目的とする。

第三条本会隣員は、本会り目的に賛司する考古学研究者によ

つて組織する。

会員は会費年額50 0円を納入するものとする。

第四条本会の目的を達支するため囮欠の事業ぜ子う。

① 総会（春季）

＠醗卿として第一土曜日）

③ 調醐究 但し: = }鱈とよりイタ鰤兼ねること総る
⑥ 会報「佐久考古」の発行

第丑灸本会店厘営は、会費と特別扱入をもつてあてる

第六条本会t欧 (f)/韓をぉ心

① 会長 ］名

⑦ 副拾長 2 名

＠幹事若モ名

内総際縛U名 企取祠i2名

編 2名 会計幹事1名

その池若干名

④ 会計監査2名

第ヒ粂本会び交員の｛丑目は2年とする。但し郵壬はさまたげな

し'o

第尺条本会に｛埠閉』をおくことができる。

第九条本会の事務局は ;J滸罪坂の上水学i四3く。
附則本規約は、昭和46年5月29日より発効する。

以 上
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佐久考古学会会員名簿

氏名 1疇年 1電話 1 住 所 II氏名 1 頸謬号
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II 

II 

” 

” 
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s1 I 11 御所平 小宮山敦I " 
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” 
与良清 I II 

電 話
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0619 

II 2-1069 

11 2--2681 
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4014 
土屋忠芳J3辟ー／珀海ノ口33921南佐久郡南牧村 士屋長久 II 

野辺山
小川宇ー 3ざヽ
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東馬流
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小林秀人 3辟ー岱 ,, 下越

花岡郁夫 3忍ー011佐久 佐久市平賀
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竹内恒 I II 

蛍訊奮七た I II 

藤沢平治 I ,1 

畠山富雄 I ,1 

新村薫 I 11 

井上行雄 13ぷ

佐藤敏 I II 

” 
佐久3424I佐久市中込佐太 野沢南校郷土研究会員

夫町

佐久市野沢原町
佐々木とよ子 臼田町人越8

佐久6- 佐久市跡部
真山由紀子 望月町御桐谷

6761 中沢次子 佐久市安原
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地
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南牧村
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森泉好治 I II 111 28281佐久市岩村田荒 石川和子

宿
” 

青木真由美

上原報— I // I I佐久市常田
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佐久考古学会会報No.2 197 4・11・1長野県佐久考古学会

上信越高原国立公園＜天然記念の保護運動＞

浅間山麓 保護協力を望む蝶について

あさまもんきちょう、みやましろちょう、べにひかげの 3種ぱ、浅関山系に生息する高山

蝶である。浅間山系周辺地域（小諸市、御代田町、軽井沢町、長野原町、嬬恋村）全体が協

力して保護しなければ、この種の蝶ぱ浅閥山系から姿を消すであろうと思われる。

これ等の蝶を含む、 8種についてぱ、すでに昭和3年の「長野県史蹟名勝天然記念物調査

報告書第9輯」に保護すべき高山蝶として記録されていろ。しかしまだそれが実現されてい

ない。

上記3種の蝶について略記すれば

1, あさまもんきちょう（地万型） 原型は（みやまもんきちょう）

本州中部高山帯の特産種、氷河期からの遺跡昆虫

英人プライヤー氏により 18 7 7年（明 10年）浅闊山系から採集されたのが世界最初

この時国内産、 1 0数種の新種が記録されている。

・形態；（成虫）翅を開いた時、約5,0 cm、モンキチョウににて、ンベリアでは平地に生息

し、他国では化石となって、これ等遺跡昆虫と称されている。

• 生態；食草、クロマメノキ（アサマブドウ） 幼虫速冬

幼虫期間8月～翌年6月まで、群馬県黒豆河原では本種は、明治末を限りとして

姿をけした。

2, みやましろちょう（地方型） 略名 タテノヘテフ シナノシロテフ

太州中邪高山帯の特産種で、標高1,O O O,...., 2, 0 0 0の地に生息し、幼虫期に集団生活

し、これが業者に幼虫ごと、採られてしまう。 19 1 9年（大8年）に名命、シベリア、



中国北部に分布するものと比較され、変種とされている。

・形態；（成虫）翅開長6.5 cm、スジグロチョウの仲閻、

• 生態；食草、ぬぎ、ひろはのへびのぼらず、 産卵塊は50-160粒、幼虫期蘭8月～

翌年6月（幼虫集団越冬）

3, べにひかげ

高山喋中、分布範囲が最も広く、高山帯に多く生息するが、最近量は少なくなっている。

・形態；（幼虫）翅哨長4.0 cm内外、ジャノメチ ョウ科

• 生態；食草 ひめかんすげ、みやまかんすげ、めひしば、

越冬は幼虫 3令で越冬する。

〇 その他保護すべき昆虫

1, アサマ 、ンジミ （蝶） 浅問山麓 （御代田町指定天然記念物）

2, ハヤシミドリシジミ（蝶） // 

3, ムカ 、ントソボ（トソボ） 碓氷峠

長野県小諸市八唐松14 5 7小淵武ー（信州昆虫学会員）

文責 // 軽井沢町長倉3,033土屋長久 (I/ 「信濃の蝶」編集

委員）

佐久考古学会規約

第 1条 本会は「佐久考古学会」と称す。 第5条 本会の運営は、会費と特別収入をも

第2条 本会は会員の佐久地方における考古 ってあてる()本会会計年度ぱ4月1

学的な調査研究を相互に援助協力進 日 ~3 月 3 1日までとする I)

展し合い更にその親睦を目的とする。 第6条 本会は次の役貞をおく。

第5条本会の会員は、本会の目的に贄同す ①会長 ②副会長 ③幹事（事務

る考古学研究者によって組織する。 局、企画、会計） ④委員 ⑤会

高校生及び高校の研究団体は準会員 計藍査

とし、会費は徴集しない。 第7条本会の役員の任期は 2年とする。但

第4条 本会の目的を達成するために次の事 し重任はさまたげないI)

業を行なう。 第8条 本会の会則変更は総会の議決をへる

①総会 ②例会 ③調査研究 ④ ものとする。

見学会 ⑤講習会 ⑥会報「佐久 附則本規約は、昭和46年5月29日よ

考古」の発行 り発効する。
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1. 原始時代石器の石質について

白倉盛男

人類が文化的進化をしつゞけてきた根原は池の動物と異な って道具を使用したことにはじまると

定説されている。その最初の原始的道具は手ごろな自然石が用いられ、それが用途に応じて順次加

工されたり、石質が選定されて打製石器となり、磨製石器となったものである。したがって人頃文

化の進化は石の文化の進展であるとも言いかえられる。まことに石器時代の出士石器類には石質の

差異、加工技術の妙に驚かされるものが多い。近項は考古学と地質岩石学との提携による石器石質

出土層位による時代対比の研究も進歩してきたが、これは極めて最近のことである。

しかしこれからの考古学的研究には岩石地質学的冊究が伴なわなければその真相を把握すること

ができないことが明らかとなってきた。

筆者は極めて僅かな見分であるが郷土佐久地方出土石器項の石質について、その概要を述べて参

考に供したい。

佐久地方には旧石器時代、縄文時代、歴史時代の遺跡、遺物包含地は極めて多く、漂高で65 0 

m,._, 1, 3 0 0 m位まで、山地平地台地谷等到る処から出士し、石器の種煩としては石槍、石刃頚、

石棒、石剣、石皿、石錘、凹石、多孔石、石斧、石匙、石錐、石鏃、勾玉、管玉、丸玉等各種のも

のを見ることができる。

これらの各種石器碩と石質の組合わせ分類表を作裂すれば次の通りになる。

1, 火成岩

閃禄岩一磨製石斧

蛇紋岩ー ” 祭司用模造品
斑栃岩ー ” 
玄武岩ー打製石器、 石匙、石鏃

流紋岩ー ” 石皿、石棒
安山岩一 ” 石皿、石晦、多孔石
黒曜石一石鏃、石槍、石匙、細石刃

浮石一凹石、多孔石、石錘

2, 堆積岩

チャート 石斧、石鏃、石匙、石錐

珪岩一 ” ” ” ” 
粘板岩一 I/ 

” ” 

3 



砂 岩ー石斧、石鏃

輝緑凝灰岩ー It II 

3, 変成岩

緑泥片岩一石苺、板碑

その他片岩ー // // 

4, 鉱物

硬玉一勾玉、管玉、丸玉、小玉、平玉、切子玉、耳飾

II ”

I

I

”

 

I
I
I
I
I
l
 

”

I

l

f

l

 

I

I

I

l

”

 

I
I
f
l
I
I
 

”

”

I

I

 

＿
―
―
 

玉

晶

一

ノ

碧

水

メ

玉髄ー// I/ II // II // 

ガラス ” 
II II 

” 
火成岩

岩石鉱物のすべての種領のもとはマグマ（岩漿）が冷却固結したもので火成岩であるゥこれが浸

飾風化堆漬して再生したものが堆漬岩であり、これらの火成岩、堆積岩が熱、圧、等の変成作用を

受けて鉱物咀成が究化したり、組織溝造が変なったものが変成岩である。従って火成岩の組織構造

を見ることは岩石研究の甚本とな っている。

火成岩を構成している造岩鉱物は硬度、へき開、膨張率等の差異が著しいものが多いので、小型

鋭利な適具を作るのには適していない。閃緑岩、斑栃岩、蛇紋岩は半磨裂・磨製の美しい石斧に用

いられており、閃緑岩は南佐久東部の佐久山塊に露出地があり、千曲川河床礫からの入手が可能で

ある。斑栃岩は原石を他地方から求めたものらしく、その石斧も極めて少ない。蛇紋岩は硬度が低

< h~ エが安易で、でき上りは極めて美しいためか石斧、勾玉の磨裂嬰品や祭司弔模造品が多く見ら

れる。

玄武岩は佐久地方には摸式的なもの｝まなく僅かに荒船山、管平方面に部分的露出が見られ、打製

石斧、石匙、石鏃の原石となっているものが極めて少数見受けられる。これは関西近畿方面では打

製石器の大きな部面を占めるサヌカイトであるが（言‘卜1・11)地域的特色である。

流紋岩は佐久山塊、小県山地に岩脈として所々に小現漠の露出があり硬いため石斧の材料となっ

ているがこれも少数である。

八ヶ岳立袢、荒給、浅蘭等佐久にぱ火山が多いため、いたる所に各種の安IU岩が分布しており、

その中で緻密で比較的破璃員のものは打製石器、石皿、凹石の原石とな っているものが多い。石棒

も安山岩のものが多く特に県下最大の長さ 2mに余る佐久町高野町の石棒も安山岩である。
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安山岩質のものでは、浅間山陸の浮石が加工が容易なためか各種の石器になっているのもこの地

域 T)特色である。

黒喝石はもともと安山岩質のマグマが急冷固結してガラス質にな ったも (T)であるが断口、り鋭利さ

と原始時代の技術の巧妙さで成形が萎にできたためであろうか、旧石器時代から各種多面的に活用

されている。黒耀石の産地としては相田峠湘近と立朴山双子池西の冷山、八千穂村大石峠が知られ

ているが石器原石として利用できる良質のものは和田峠附近産のものだけである。

黒曜石投石鏃で今迄採集されたものを統計処理すると和田峠を中心として中部地方全体に同心円

的に中心部に濃度が濃くなる分布を示すことから石器時代和田峠の黒曜石は長野県のみでなく中部

池方全体の石器資原の中心池であ ったもとを物語っている。

（小諸博物館長）

2. ふるさと小諸市の先史をたずねて

土屋実

当小諸市内に分布する古代遺跡・遺物散布地の数は東信地方においても、他地区との比較におい

て見る時、有数な部に属するものといえます。従ってその埋蔵文化財包蔵地としての考古学的価値

は貴重なものであります。しかしながらこの包蔵咆もそれに相応しい行政内配慮と処置を受けてい

るわけではありません。こ J)ことぱ誠に残念なことではありますが、現行の国内各地の現況に照ら

して、極めて悪い状態であるということで!まありませんが、非常に進んだ包蔵地保護の行なわれて

いる地域を標準にするとそこに浴差がいちじるしいということであります。

また一般に民蘭のこれら埋蔵文化財包蔵池に対する関心も厚いとはいえず、一面からすれば、社

会開発の進展のお荷物視する考え方も一邪には見られるところであります。

包蔵地の保護よりも、なしくずし的に遺跡地を跡形もなく破壊して直接的な有益確保の犠牲とし

て意に介しない所有者もないわけでfまありません。公的な配慮のとゞかないところ、民閻の認識の

ずれなどの悪い条件の中で、遺跡地は蜆光行楽地として小諸市を訪れる人々の噌加にともなって、

一時的な典味と関心の対象とされ、案内図などをたよりに遺跡地、散布地にふみ入り、遺品・遺物

等を持ち去られるケースが見られます。古代プームの影響から当市に来遊の学生• 生徒などが指導

者の引卒なしに、興に乗じて、春夏秋冬の季節もなく、田畑に侵入して生産者に多大の迷惑を及ぼ

している現況は寒心に堪えないところであります。

これら！：研究内資料蒐集の場合ぱ少なく、いたずらに出土遺物の散逸を生みだすため郷土遺物の

欣遺を生みだすため郷土的な立場からすればいかにも惜しいことであります。
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こうした環境の中で、われわれの「考古学会」は全員渇謁して、郷土の考古的研究を継続して行

ない、郷土の埋蔵文化財の保護地の発見、先史社会の禅明に意を注いで今日に至ったわけでありま

すが、知られることの浅かった当市地域の先史時代の動向をいささか深め厚くすることができた次

弟であろうと存じておりますC)

このことは、直接には当市誌の編纂にあたって執筆される、 「通論」中の社会科学の「小諸のあ

けぼの」の第一章を輝やかしく飾ることとなるはずであります()

会員の・冊究凋査活動の一端にふれてみますと、当市内の遺跡地・散布地に臨場して視察調査を永

年にわたって続け、必要によっては時に表面採集により遺品遺物の涸片までも観察研究を行ない、

研究討議もくり返して資料を検討してきたわけであります。

こうした資料は研究後は分類幣理されて、地方資料として完壁な保存と保護を目指して市外への

散逸を防いでおりますし、市立博吻誼の展示資料ともなってこの層の厚さをのぞかせているわけで

あります。

会員A氏の永年の資科偶在活動の祁分として、遺物散布地、 B地を中心に石器・土器の細片中か

ら、硬玉半褪品の発見があります。これらは数年間にわたり、個々に発見した石片でありますが、

これを整理して比較・研究を進めましたところ、当時の硬玉加工の技術と技法加工技術者の存否、

原材料の搬入等いずれも縄文時代のB地における生活の実態に迫るA級資料であることが確認され

市指定の文化財に推鷹される価値あるものとされています。

考古学による先史時代の研究は世界的に未開発の部分が多く、国内の一地方の資料・研究のみを

もってしてはいかんともしがたい困難さもありますが、ー地方のあけぼの時代を現代そこに住むわ

れわれの手によって「明らかにする」お手伝いをしていこうという熱意と友情によって、同志相扶

けて活動を続けていきたいと願っております。

（小諸市教育委員会総務課長）

3. 小沼付近の古代史についてー塩野牧を中心として一

与良清

塩野山遺跡；住居跡（祭祀跡） 1ヶ所、土居状遺構2ヶ所、遺構の存在する浅間山麓は標高

1, 2 0 0 mの国有林である。土手の高さ 1.5 m、甚部巾6mの規模で1辺が 5Om位のぽゞ梯形の

囲い状に構第されている。遺溝より呵へ 1km農林省草地造成で段状に消平された先端から土師器

を伴う石囲いが検出され、祭祀跡とも推定される。地番は塩野字塩野山3,40 6番地、沢の呼称は

舟ヶ沢、有ヶ沢といわれる。昭和41年 1月、農林省草地試験場山地支場が建設され、石囲い及び
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土師器が発見されてから注目され、当時、小沼小学校小林俊美、故内堀義国氏等と 凋査にあたって

いる。

士堤の跡を平面図にすると何か牧場の跡 と思われ、土堤に囲まれた中央には祭祀的な遺構もみえ

有ヶ沢には「水のみ場」という地名がある。この土居状遺構より南方、字南ケ原地籍に高塚様のま

むし塚、 2 基が存し、径 2 □ ~3 D mを計る大型のものである。

浅間山麓には、長倉牧、塩野牧、新張牧が位戦したが、牧の境は、おそらく沢をさかいとして行

なわれた。舟ヶ沢以東が、長倉牧、舟ヶ沢～蛇堀の沢が塩奇牧、蛇堀以西が菱野牧と思われ、小諸

市乗瀬（旧御代田町）の駒形呻社をどう考えるか。

牧湯の土堤と、訟本市中山、上伊那郡宮田村等にある「猪土手」（近世）の異いは、傾皇が内側か

外側かで区別されるものであり、塩野牧の存在が、前田原までゆくかどうかが問題となる。前田原古墳群等今夏

調査を行なったが、後原の土居状遺溝が牧場的な要素とすれば、むしろ官牧ではなく、私牧的なもので

はあるまいか。背後の氏族については今後真重に扱いたい。

御代田の古代史の上で、古墳の存在がいかなるものであろうか、築造した人々の性格がやり帰化

的要素がうかゞえるのも、佐久への開拓者（移民）でもある。また御代田町内真楽寺、沼の伝承、

源頼朝の浅間巻狩の伝承があり、鎌倉時代の当時は、浅間山がすっぽ り信濃国であり、現在の北上

州地域は御代田町の文化範囲であり、信濃国三原荘とはその事であるが、天明三年の大噴火で鬼押

出し、六里ヶ原が形成され、遺跡はみられない。源義仲の旗上で佐久の滋野氏系族はその後離散は

したものの北上州の其1箇村には信州的な氏姓族分布をみるのもそのなごりであろうか。

（小諸市文化財審成委員長・佐久考古学副会長 ）

4. 上の城発掘

武藤金

はじめに

考古学というと、発掘にたずさわったり、土器をいじったり、石器を集めて、形式論や文化編年

のようなことをやっておれば、それが考古学のいきかただと考えている人がないでもない。これで

は学問ではなく、学にたずさわる人のひとりよがりになってしまい、学問の生命とする真理の探究

とは縁の遠いものになってしまう。

考古学が人の遺したものを対象としている学問であるかぎり、研究から人間が脱落してしまった

のでは、学としての意味をもたないことになってしまう ()あ<までも考古学本来の絣究の進めかた

は、人閏つ生活をしっかりつかまえることだといえよう。

その文化を生んだ人間生活にまでくいいって研究の手をのばさなければ、まったく中途半端なも
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のにな って、考古学本来の形態をなさないことにな ってしまうのではあるま いか。 ともかくも僕は、

古代人がどんな環境で、どのようなくらしかたをしていたかを考えてみたいと思ってこの稿を草し

た。

実はも っと順序だてて、筆を起したかったが、まだ生れたばかりで弱さも あって、せっかくの希

望をみたすことができなかったことを謝して、その先は諸賢の考をまつ。

古代人と自然の周期

昔の人間は、地球が自転しつつ、太陽の周囲を公転しているということを知らなかった。しかし

人間は知らなくも自然界は現実にそのようにうご く。

その結果おこるさまざまな自然現象に、人間はいやおうなく、自分たちの生活をあわせてゆかな

ければならなかった。その昔の人間の骰大の問題は、食糧の生産であ った。食糧をふやして、人口

を増殖させるのが、初胡の人類に共通した目漂である。その手段として農耕がある。その生産をた

かめるには、自然界の季節の周期にあわせて、作物の種頬を選び、作業をいとなまなければならな

い。生活に直結した璽大事として、自然現象の周期につき認識せざるを得なかった。

家畜はそれ自体に、自然の周期に適応して生きる自発的な能力が、ある程度備わっている。家畜

とは、それぞれの地域ごとに季節の変化に耐えて、年間をとおして生きられる動物が家畜だった。

家畜の種類によっては、たとえば発情、繁殖期が特定の期間に限定され、 家畜自身これに応じた生

活をみずからいとなむ、さら に家畜自身に移動能力があるから、場所を移すという適応も可能であ

った。

ところが農作物にとって、季節の制約はずっときびしい多くの作物は、一年のうちのある季節で

のみ生育する。その季節に生育をあわせてやるのが人間の責任である。しかも移動能力がないから

生育の場所を途中でうごかすわけにはいかない。故に農耕民族は、牧畜民族よりも自然の周期につ

いて敏惑ならざるを得ない。

そういう初期の農耕民にとり、大空の月以外の周期的にほゞ一ヶ月ごとに徴候の女性の月のもの

は一つの貴重な目印の役割りをはたしたにちがいない。定咽的にくりかえされるのが原則である。

季節の推移を告げる唯力が女性にのみ先天的にそなわっているわけで、かれらの社会での女性の(illi

値を高めるのに役だったと考えられる。女性すべてが同じ日に月 のものがあるのではなく、個人に

よる差がある。当然その中には農作業に関する目盛りとして適した月径周期をもつ女性と、そうで

ない女性との区別が生じたであろう 。

「折口信夫博士」は昔の日本人がこのツキの神秘をどう考えていたかを考察 して、神が女性を「

召されるしるし」と見なしていた。そして月のはじめは高級王女のツキモ ノの見えた日をもってし
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た。月のたつ日で、同時にこれがツイタチである。神の来る日が元旦であり、縮っては、朔日であ

ると考えた」という説を出している。たいへん突飛な説のように見えるが、もちろん根拠があって

のことであろう 。

「古事記」に出ているヤマトタケルノミコトの話の中で、 ミコトが東征の途中、尾張の国に立寄

ってミヤズ姫と契ろうとされたが、その時は会わずに、約束だけ交わして行かれた。帰りにふたた

び尾張の国にもどって、 ミヤズ姫のもてなしを受けられたが、その時出てこられたミヤズ姫の着て

いるものの裾に月経がついていたのである。そこでヤマトタケルが歌をよんだ（歌略）ミヤズ姫も

それに答えて歌を詠んだ（歌略）ミヤズ姫も衣服のすそに、月立たなむよと、みとめ二人が結婚し

たというのである。

ミヤズ姫は尾張の国の最高の王女であ ったのだから、ヤマトタケルノミコトは神として王女を「

神の嫁」にしたのだとみれば折口先生の説のようになるわけである。

同じ「古事記」の雄略天皇のところにも、采女（うねめ）の捧げて来た盃に槻の葉が落ちてきた

のを怒って殺そうとした話が出ている。葉っぱが盃におちていたからといって殺そうとしたという

のは、ずいぶん乱暴な話だが、槻の木の下に女性が忌みこもる習わしがあ ってのことらしい。今で

はほとんど見られなくな ったが、女性が月のものを見た時、その期間だけ家族とは別の建物にこも

って、別人の生活を送る習わしは各地にあった。

伊豆の島々ではこの小屋をヨゴレ唾と呼んでいるように、その期間は女性はけがれているからだ

というのが埋由であった。

愛知県北設楽郡などではヒゴヤとかタヤといい同渥美部なんかではカリヤといったが、それをツ

キュヤという所もあった。月のものの間こも っているからそう呼んだと思われているが、あるいは

槻小屋の意味だったのかも知れない。それは「万葉集」巻十ーに（歌略）という歌があるように、

槻の木の下で女性がこもる習わしがあったと思われるからである。

さて、殺されようとした三重の采女は、新嘗の祭りのためにこもっている建物の傍にも、槻の木

が生えていたのだ。そういって弁解したので、やっと許されたと「古事記」は書いている。

新嘗の夜、男を遠ざけて女性ばかりが忌みごもりしたことは「万葉集」巻十四にある。歌だとか

「常陸風土記」の富士と筑波の活をみてもわかるが、その新嘗の祭りにこもる建物の傍に槻の木が

あったのである。

結局、月のものの期間女性がけがれているから家をはなれて忌み小屋の生活を送ったのでなく、

その期間は神に召されたとして、神をまつるために、神聖な晴物に忌みこもったのがもとの意味で

はないかと考えて、いわばその期閻だけ「神の嫁」となるのである。

，
 



考古学的に

わが国において、巫が存在した確実な証左は、卑弥呼より古い時代については、文献の上からで

は一つ もない。母系氏族や、母権社会の存在を立証する記録もない。そこで考古学的資料によ って

縄文時代の女神土偶の存在を似ってそれを巫、巫をわが国における発生の時点と考える見方がある。

中略

蠅文文化も中期になると、始原的な素朴な農耕としてのま辱耕が開始され、耕剥t社会が母系的、

母権的社会の出現の可弁ゼ性を示すものであり、したがってそこに巫女の存在を考定することは充分

認め得る条件をもつ。女神土偶ぱたしかにそうした社会構造を示唆している。

その土偶が、呪的信仰を母胎として、発生した呪的宗教的な遺物であることに疑わないが、例え

ば多くの土！馬にみられる豊満な乳房や、肥栄な腹部、巨大な女陰の露出誇張的な表現は、巫ではな

く、妊婦を表象したり、または女性の生殖力を表象することによって、安産の護符とか収穫の豊穣

を折念する呪物として、それを身につけ、それを祭具とすることによ って、目的を達することがで

きたと信じた。

接触呪法や模倣呪法の信仰に発する対象物と解すればよい。そういう土偶が喝文時代を通じてそ

の終末まで存在するのにつゞ＜弥生時代になるとまったく姿を消すのは、そうした始原的呪術信仰

がすたれて、弥生時代にな ってから信仰形態に大きな変革がおこったことを示していると考えられ

る。

とにかく巫が祭杷を専ら司どり、あるいは神がかりすることによ って、一般的に（言用を博してい

たことは、弥生時代において存在した事実である。

こうした古代日本の神がかりの巫の活動はわが古代社会に相当大きな主動力を発揮していたとい

う事実を認めなければならない。
（佐久市平賀

5. 佐久平の庚申信仰について

佐藤敏

1, 庚申縁起

抑も大日本国、我が朝人皇可十二代文武天皇の御字、大宝元年の庚申の年、正月七日庚申の

日四天王寺行法尊記上人の庵室へ、年の頃十六、七ばかりの童子が浄衣を着し、忽然と来たり

給うて、僧都に告げて言うに、我はこれ帝釈天から天下って来た、当寺は仏法最初の霊地であ

る。それ故に庚申の法をあまねくひろめよとの勅旨である。天竺、震且にも、も っぱらこれを

修行し崇めるのである。其れ三界の衆生は迷い多く覚りは少ない、これによ って現世にも災難
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を受け、後生には悪道に沈む、此の儀を燐みて給うて庚申を待ち尊むものは現当二世の諸願を成

就するという。（中略）

干時延宝八庚申歳仲冬初 一

施主泉陽之内比田村 埋左ヱ門尉

2, 庚申塔の種類

板碑塁・光背型・板状駒型・駒型・山状角柱型・角柱平頭型・角柱各種頭型・笠付型・丸（円）

柱型・笠付丸（円）柱型・立体丸彫り型・自然石型・翁庚申

3, 異型の庚申塔

五輪塔型・宝筵印塔・層塔・灯籠・狛犬• 石祠。閣魔大王

4, 文字だけの庚申塔

A 単に庚申塔だということを表示したもの

庚申・庚申塚・甲神当・庚申溝・庚申碑・甲申塔・庚申塔・庚申燈

、B 庚申の主尊の称之方を示すもの

庚申神・表面金剛王・道祖神・庚申尊・青面金剛神・本朝道祖神猿田彦大神・庚申大神・青

面金剛明王・庚申山王大権現・庚申天子・庚申三層押・塞神・青面金隅・帝釈天王挨・孝心

講 ・青面金剛尊・申田彦大神

C 供養のためと記すもの

申待供養・奉庚申待供養。奉修念庚申供養・庚申供養・奉礼拝供養庚申塔・奉納庚申供養候

・庚申待供養・奉造立庚申待為也・奉修庚申洪養処也・庚申供養仏 。奉修練庚申供養候 ・奉

待庚申供養ー結成就所 ・奉待戻申供筵・奉疹練庚申供養・奉修練庚申供養一基所・庚申構満

座所

D 祈願および所願成就を表現したもの

奉待庚申供養 ・諸願成就所・奉造立青面金剛心願成就祈所・奉造立庚申供養諸頴或就処・奉

建庚申ロロ家内安全祈所・終日 天下和順 日月清明 風雨以時安 后不起国家民安兵

才無用 今日結衆等庚申二座成就為現 当二世所願 円滴也。奉造立庚申供養の宝塔各頴

成就修

E 二世安楽と表現するもの

奉造立庚申供養二世安楽所

奉待庚申供養石塔二世安楽

F =層説を示すもの

絶三彩仇現伏三層禍速得二転楽除弐層之罪三層罪
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l昭和48年度佐久平発掘調壺要覧（その 1)
6. 佐久市岩村田上の城遺跡緊急発掘調歪概報

l. 調査概略

1, 調査に至るまでの径過

佐久市岩村田上／城地籍は岩吋田地区南方に位置し、佐久平を流れる湯）IIの北に臨んだ田切台

地の縁部で、同一台地上には、上／城遺跡、一本柳遺跡、東一本柳古墳等の遺跡が存在する。

上ノ城遺跡は長野県教育委員会埋蔵文化財包蔵地調査カードに登録され、弥生後期から士師、

須恵など乎安時代にわたる遺物が検出されている。またこの遣跡の既出資料としては、昭和45 

年に佐久教育会館建設工事に際して士師式士器完形品が数個体出土している。

今回、この地域が国道 14 1号線改良工露により遺弥の破壊が予想されるため、佐久市教育委

員会は事前関査を行なうべく、 7月11日市教委、建設事務所立ち合いのもとに、県教委指導主

事、桐原健氏と佐久考古学会員、井上行唯氏、佐藤敏氏らによ る分布屑査を行ない、緊急発掘調

査実施を決定した。昭和48年7月28日、佐久市役所においえて凋査団告式及び打ち合わせ会を

行ない、調査担当者に野沢北高教論（県考古学会員）藤沢平治氏をもち、 7月29日より発掘凋

壺実施にふみ切った。

2, 澗査構成

• 発掘憫査参加者

藤沢乎治（調査担当者）

士屋長久小林幹男 /II上元 白倉盛男武藤金三石延誰新村薫佐藤敏井上行雄

森泉定勝森泉好治青木幸男臼田武正高村博文林幸彦太田敬吾小柳義男福

島邦男広瀬忠好田中達朗鵜飼行雄森山公一矢島 百瀬新治林和夫上原

幸安川島雅人前原豊鴨下幸恵 藤井裕紀枝清野利明小林秀人小池哲芳前田

順子西沢やよい増沢利定小原ひさ江多田井幸視誉田実 渡信武 林文典松本

文一

浅間郷土史研究会員 上田染谷丘高校OB

野沢南高校郷士史班 上田高校郷土史班

佐久高校生 岩村田高校生

野沢北高校生 浅間中学校生

（地元協力者）

野沢南高校OB

上田染谷丘高校郷土史班

北佐久農業高校生

河原田まつ子掛川つや子清水しず子遠藤静代堤しげ子並木琴美 井沢しま
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関かめよ 小林ふさ 小林みよ

（事務局）

細萱教育長 小山教育次長 高畑課長 小須田係長 木内捷

（見学者）

森嶋稔 米山ー政 小栗擦治 輿水利雄 宮脇野沢北高校長 土屋功役

佐久考古学会員 佐久市教育委員 佐久建設事務所 東中学佼生徒 岩村田小学佼生

徒 三井小学校生徒

・ 調査の場所

佐久市大字岩村田字上ノ城2595,....,3111の1番地

。 調査の目的

国道14 1号線改良工事により、本遺跡の破壊が予想されるため、工事前に緊急調査をし記録

保存する。

・ 調杏の慨要

調査対象地域、上ノ城地藉約8857nt(249G)をグリッ ト(3X3m)による平面発掘

調査を行ない凋査報告書を作成する。

所要日数 1 0 7日

・ 調査日程

延べ人員 1, 8 5 2人

1 9 7 3年7月28 日 ~1 1月18日

・ 調壺委託者

佐久建設事務所

・ 調査受託者

佐久市教育委員会

2. 遺構及び遺物

1, 検出遺溝及び遺物

〇 検出遺構

時代 型式

喜
鬼 H-0 1, 

古向 2 2, 

胃
期 高床式倉庫

遺構ナ ソバ ー

1 0, 1 4, 1 5, 1 6, 1 8, 

2 8, 3 0, 3 2, 3 7, 3 8, 

13 
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2 0, 2 1, 住居址 1 5 

5 2, 特殊遺溝 1 



時代 型式 遺跡ナ ン／ ノ‘`  

土
H-0 3, 0 4, 0 5, 0 7, 0 8, 0 9, 

国
師

1 3, 1 7, 1 9, 2 4, 2 5, 2 6, 

分 3 1, 3 3, 3 4, 3 5, 3 7, 3 9, 
時

期 4 3, 4 4, 4 5, 4 6, 4 7, 4 8, 
代

5 1, 5 3, 

土
I地区一土拡状遺溝86 

師 溝状遺構2

時 II地区一土拡状遺構20 
？ 

代 溝状遺構1
以

III地区一土拡状遺構25 
降

溝状遺構4

0 出土遣物

・縄文時代

加曾利E式（中期 ）土器片2, 石鏃数点

・弥生時代

岩村田式（後期）土器片数点

・ 士師時代

A 口 計

1 1, 1 2, 

2 7, 2 9, 住居址 3 4 

4 0, 4 2, 

4 9, 5 0, 

土拡状遺構 1 3 1 

溝状遺構 7 

土師器ー鹿椀盈甑杯蓋把手付椀型土器台付小型把手付椀型

• 土師時代以降

・ 自然遺物

土器鉢外耳等多羅

須恵器ー大形甕壺杯台付杯等々多量

陶器一灰和

土製品一紡錘車土錘

石器一凹石石錘砥石磨石軽石製品ロウ石製品

鉄器ー鉄 刀子鉄斧その他不明な鉄嘘品等多量

その他一墨書士器暗文土器 神功開宝（古銭）

宋銭元銭等種々の古銭多量

常滑片内耳片砥石
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骨片骨粉種々の炭化物

2, 各遺構について

〇 住居址

本遺跡で検出された住居址について次の 4つに関して簡単にまとめてみる。

I 平面規模及び乎面形態について

本遺跡での住居址の現模は、 1辺最低1m80(H-25号住）から最高の 9m50(H

-1 0 号住）という大きな振幅をもつが、全体にはほゞ 3~4m付近の規模のものが最も

多い。又5加以上の規模をもつ住居址はほとんど鬼高期の時期とみてもよいことがわかる

（本遺跡において）。平面形態については、方形、隅丸方形、隅丸台形、不定形等種々の

形態があることを観察できる。

II 周毒杜穴、壁高について

本遺跡においては、周構及び柱穴をともなう住居址は少なく、周溝をともなう住居址はわ

ずかH-3号、 32号、 37号、 52号住の 4軒だけである。又柱穴においては住居址内

外に 1つもともなわない住居址（国分胡のものが多い）が多くあり、どのように家を構築

したのだろうという問題を提示している。さらに壁高においても、鬼高期の住居址である

がH-37号住のように 80 cmもあり、私たちが実際に昇降してみたのであるがちょっと

やそっとで昇り降りはできないのである。そこで当時の入口施設に特殊な溝造があったの

ではないだろうかと推測するわけだが、残念ながらそれに対する積極的な所見は得られな

かった。

皿 カマドについて

カマドの研究において本遺跡での資料は非常に貴竜なものを我々に与えてくれた。特にH

-08号住のようにほとんど当時のまま完全に残っていたカマドをもつ住居址にも遭遇し

た。今まで整理した段階で本遣跡でのカマドを簡単に分類してみると次の 4つに分類でき

る。

A形態 ほゞ直方体に加工された砂岩質疑灰岩を両袖の芯に使用し、そのまわりを粘土で

固くかためて作られており、北壁のほゞ中央部に溝築されている形態をいう。

（鬼高胡の住居址に伴なうものと思われる）

B形態 カマドのほとんどを（煙道祁まで）角礫凝灰岩を加工した割り石で作られてお

り、北壁のほゞ中央部に溝築されている形磐をいう。（国分期の住居址に伴なう

ものと思われる）

C形態 作りはB形惑によく似て石を主体としているが、 B形態にほとんど使用されてい
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た割り石は祁•分内に使われているのみで、自然面を残す石も使われている。さら

にB形態と殺もちがう点ぱ、溝婆されている位謹が東壁のや入南より存在すると

いうことである。 （-国分期に伴なうものと思われる）

D形態 上のA,B,C形態に喝さないもの

以上、簡単にまとめてみたが、今後の整哩にさらに精密な分析をおこない改ためてヒノ城

遺跡のカマドについて報告をしたい。

N 覆土内における礫祥の存在

本遺跡において、覆土内に多量の礫（河床礫）が存在する住居址が約10軒ほど確惚されて

いる。この礫群（礫の婁まりを仮に礫群と呼ぶことにする）は、ほゞにぎりこぶし大の礫が

ほとんどをしめ、その中に頭大もしくはそれ以上の礫が少々混入する状態に存在し、覆土内

における状態から人為的なものであることは明らかである。またこの礫群は住居址の床面よ

り少し浮いており、このことから廃絶後そんなにたたないうちに何かに再利用されたのでは

ないかと思われる。

礫祥内より出士する遺物と しては、 ロウ石裂品、手捏土器、丸底の須恵器のツボ（焼成後

に底都に人為的に穴があけられている。 ）等が出土している。何か特殊な遺物が多く、祭祀

的なにおいもするわけであるが今後の険討にまちたい。

このように住居址覆士内における礫群の存在は、住居址の廃絶そして利用という点に関し

て大きな閑題点を提示している。

以上、概略してみたが各住居址の種々のデータ ーについては次の表を参考にされたい。

※表についての説明

主軸方向 カマドの長軸方向をさす。なお方向は次の記号にしたがう 。

N 北 s 南 E 東 W 西

平面プラソ 方形 H 隅丸方形 SH 隅丸台形 SD 

不定形 Fとする

カマド 上の記咆皿にしたがう
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住居址

~ 区 ＇ 

主 力 胃 プ ラソ 規 模 壁 柱 周 I 

軸
グ リット マ プ 調査期間

方 ラ NSxEW  
番号 向 ド ン／ 高 穴 溝

H-0 1 I カ・キ・クー1.2.3. NW A SD 3m50X4m 61 8.2 4~ 9. 2 X X 

H-0 2 
！ 

H-03 I オ・カー2.3 E C H 3mX2m90 20 9. 8~ 9.3 0 X X 

H~04 I キ・クー8.9. N ？ SH 4m70X4m20 38 8 7~ 8.1 4 X X 

H-05 I キ・クー89. ？ ？ ？ 4れ X ? 34 8 7~ 8.1 4 

゜
X 

H-0 6 

H-07 I ケ.3.4 ？ ？ ？ ?X2m70 20 s.2 s ~ 8.31 X X 

H-08 皿 D•E-34 N B H 2m80X3m40 32 1 0.1 0~1 0.2 7 X X 

H-09 皿 N ？ H 3m60X3m50 50 101 0~1 0.2 7 X X 

n-10 I オ・カ・キー8.9.10.11. N A SH 9m50X9m10 48 9.1 5~1 0. 4 

゜
X 

H-11 Il ナ・ニー22.2 3.2 4. N B SH 3m80X3m 20 9.1 3~ 9.1 6 X X 

H-1 2 II ナ・ニー14 1 5. E C SH 3m30X3m80 1 3 8.1 7~ 8.2 4 X X 

H-1 3 ]I ド・ナ・8.9. ？ ？ ? I ?X3加50 2 1 8.1 9~8.2 5 

゜゚ー ・

H-1 4 JI ナ・ ニー12.1 3. N A SD 3m10X3rn50 48 824~ 9. 9 X X 

H-1 5 JI ニ・ヌー10.11.1 2. IN A SD 3m50X3m80 I 150 8.2 4,-..._ 8.3 0 X jX 

H-16 ]I ヌ・ネー11.12.13 NNE A SH 4m70X4m50 53 8.2 2,._, 8 3 0 

゜
X 

H-1 7 Il 二● ヌー121 3 ？ ？ ？ 3m40X? 28 8.2 2~ 8.3 0 X X 

H-18 I ゥ・エー3.4 N A SH 3m20X3m70 60 s.2 s ~9.11 X X 

H-19 Il ヌ・ネー12.1 3 ？ ？ ？ ? X ? ？ 8.2 2,.._, 8.2 9 X X 

H-20 Il トー12. ？ ？ ？ ?X2m20 47 831---9. 7 X X 

H-21 JI ネーノー13.1 4. ？ ？ ？ ?X4m30 53 9. 6~ 9.1 0 X X 

H-22 JI ヌ。ネ・ ノー22.2 3.2 4. N A SD 5m70X5m70 60 9.11~ 9.1 9 X X 

H-23 

H-24 I オーカー1D 1 1. NNE B SH 4m40X3m30 1 0 9. s ~ 9. 9 X X 

H-25 I エ・オー11. ？ ？ ？ 1msox? 23 9.1 o~ 9. 1 2 X X 

H-26 I ェ・オー11 ？ C ？ 2m40X? 1 6 9.1 o~ 9.1 2 X X 

H-27 11ウ 9工・オー89.1 0. N B SH 6m30X6m40 48 9.1 4~ 9.27 X X 
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I 疇址地 ,I ,・・-!・-.. ； ! _カ I.—: 丁Iブラ ノ`視―吠.j,-,~ :,1 調在期尚 柱 周
グリット 方 マフG .~. 

番 号 区 向 ト、ラソ NSXEW  月日～月日穴 溝

I H-2 8 TI トげ。ニー22.2324. ? ? SH 5m70X5m10132 9.1 6~ 9.18 X X 

H-29 II ナ・ニー2324 ？ ？ SH 3mX5双 3 3 i I 9.1 7~9.1 9 X X 

H-30 ]I ト・ナ。ニー22.2 3.2 4 N A SH 5m7 OX5m1 0 35 9.1 s ~ 9.2 2 X X 

， H-3 1 I[ ネ・ノー18.1 9.2 0 ESE C F 3mX3叩10 20 9.21・~ 9.25 X X 

H-3 2 JI ニ・ヌ oネー19. 2 0.2 1 N A SH 6m70X乃n 7 1 1 0. 7~1 0.1 6 

゜゚
●● 

H-3 3 I ツ・タ・チー12.1314 N B H 4m20X4m70 30 9.2 o~9.2 6 X X 

H-3 4 I キ• クー10 1 1 N ？ SH 3m80X4m30 23 9.2 o~9.3 o X X 

H-35 I ツー15 ？ ？ ？ ? X ? 58 9.2 4~9.3 0 

゜
X 

H-36 I キー10.1 1 E ？ SH 2m70X3m20 23 9.1 o,.._, 9.25 X X 

H-37 I 
ス・セ・ソー10.1 1.1 2 

NNW A SD 7mX7m60 80 1 0. 2~1 0.1 6 OiO 
ター10.1 1 

H-38 I コ・サ・シー10.1 1.1 2 N A SD 7m30X7m70 50 1 0. 5~102 7 X X 

H-3 9 I ヶ• コー10.1 1 N B H 4m3DX4m20 25 1 0. 5~1 0 9 X X 

H-40 JI ニー20 2 1. ヌー20 ESE C SH 2m8DX2m90 30 1 0. 8~101 0 X X 

H-41 

H-4 2 I サー1415 ？ ？ ？ ? X ? 60 9.24~ 9.3 0 X X 

H-4 3 I ク・ケ• コー111 2 ？ ？ F 3印60X2m20 45 1 o s~1 o 1 3 X X 

H-44 Il[ E• F-5.6 N ？ H 5叩20X3加40 39 1 0 11~1 0.1 8 X X 

H-45 I ヶ。コ・サー111213 NNE B SH 4m80X6m 40 1 0. 5~1 0.24 X X 

H-46 I ク，ケ・コー11.1 2 N ？ SH 4m50X4m50 45 1 0. 5~10.25 X X 

H-47 皿 C。D-7.8 N D H 3m50X3m50 32 102 9~11 3 X X 

H-4 8 皿 D-2.3 NNE? H 3m10X2m90 40 1 1. 1~1 1 3 X X 

H-4 9 l[ B-1 NE  ? ？ 3m70X? 25 1 1 s~1 1 9 X X 

H-5 O 皿 D • E-3 NNE ? ？ 3m20X3m50 1 9 1 1. 2~1 1 4 X X 

H-51 ][ A•B-4 ESE ? SH ?X2m50 23 1 1. 5~1 11 3 X X 

H-52 11 テ・ト・ナー17. 1 8.1 9 NW  D SH 5m70X6m 53 1 1. 8~1 1 1 2 。
゜H-5 3 ]I ツ。テ・トー16.1 7 NW  B ？ 3m60X? 1 3 1 1. 8~11. 9 X X 
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次に｛重々の事情により検出できなかった住居址に且咆区にH-'55号（ナ・ニー 19)、H-

5 6号（ヌ。ネー 19) I地区でH-54号 (7-12)の5軒を確忍し、 又I地区においてブ

ルト ーザで破壊されるさいH-57・58。59号の存在だけ確認することができた。

3, 発掘の成果と閑題点

本遺跡は、七月下旬から 11月中旬までという 長：!Jl間にわたる大規模な発掘調査を実苑した者果

住居址49軒、高床式倉庫 1軒、土拡状遺溝13 1カ所、溝状遠構7甚等の選渦を疫出し栞下でも

骰大級の遺跡の 1つであることが踊認された。

叉遺物の面においても住居址内より良好なセ ットと してとらえられる土器群の出土、 後漢時代に

作られ全国的にも珍らしいといわれる五鉄銭の出土、我国で、和同浦珠、万年通宝についで三番目

に古い呻功開宝の出土にさらに神事に使ったと思われるような把手付椀型土器出土等・・・・・・の貴直な

資科が得られた。

倹出された庄居址においては、豊富な資料をもとに平面規模、平面形態、壁高、主軸方向、カマ

ドの形態等の涸々のデータと住居址内より出土した遺物との関連を倹討することにより庄舌址形喉

（大きな意味での形態）時期的特徴を把握することが可咀のように思える。

さらに今回発掘 した上ノ城遺跡では弥生時代の遺構が碓忍されず、同一台地上、函方内500m

はなれた一本柳遣跡では弥生時代、土師時代（鬼高期）の両渠落の存在が確認されている。一本柳

遺跡と考え合わせて同一台地上に詞ける集落の移動、発展などの閑題にもふれることができよう。

加えて、佐久平におけ る土誦時代の解明においても、本遺跡の資科と西近津、中道、北近津とを

合わせて考える時、士師時代の絹年的資料がほゞそろったといえよう。

最後に、 7 月 ~1 1月までの 5カ月間にわたる間、調査遂行にあたられた佐久市教育委員会並び

に参加者各位には深く感謝する次第である。

（藤沢平治 高村淳文）

7. 佐久市岩村田西一里塚遺跡発掘調査概報

弥生後期環濠集落

1, 調 査 地 佐久市岩村田西一里塚地籍1620,...,1621番地

2, 調査 目 的 長野県営佐久市北部地区圃場整備事業及び小規模河川改良事業により、こ

の遺跡が破壊されるので、事前に緊急晶査をし、記録保存をする。

3, 調査方法 2X2mのグリットによる平面発掘調査
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4, 調査面積 2 4 0グリンド 9 6 0 m' 

5, 凋査 日程 1 0月29日,,.._,1 1月30日

6, 凋査委託者 東信土地改良事務所

7, 

I 

佐久連設事務所

調査受託者 佐久市教育委員会

凋査の動磯と調査に至る径過

市教委では、濁川の小規模河川改良事業に関係して、昭和48年7月11日、県教委文化課指

導主事の桐原健氏と共に、凋査員佐藤敏氏、井上行雄氏、それに市教委木内捷氏の 4名にて分布

調査を行なった。その結果、西一里塚地藉においてぱ遺跡の破壊は避けがたく、事前卦査をし遺

跡の記録保存を行なうことを決定した。

その後、凋査計画の具体化をみたものの、 7月下旬に哨始された上の城の緊急発掘調査が長期

間にわたったため、上の城の凋査期間中、 1 0月8日と 12日に調査担当者藤沢平治氏の立会い

の下で、プルドーザーによる表土削乎、また 15日には、遺跡が湿地であるため、仮排水者を設

置するなどして、 1 7日に、藤（尺平治氏、高村博文氏に調査対象地に、 グリ ッド設定のための基

準抗の打ち込みを行なった。

上の城遺跡の関係もあり、一段落したところでようや く、 10月29日の本遺跡の凋査実施に

至ったわけである。

く発掘調査参加者＞

藤沢平治（調査担当者 野沢北高教諭）

土屋長久 武巷金 三石延雄 井上行雄 森泉定勝 ・新村薫 木内捷 佐藤敏

渡辺重義 黒岩忠男 新津海三 白倉盛男 小林秀人 高村博文 臼田武正

鴨下幸恵

塚地区庄民

（調査協力）

藤井裕紀枝

J::田高校生

百願新治

林幸彦 ） II島雅人 大橋広行 古川喜一 岩村田及び平

岩村田高咬生 野沢北高校生

小原ひさ江 矢口忠良 山岡栄子

且 咀一里塚滑跡の位置の環境

西一里塚遣跡は、餅田遺跡北側の畑作地一帯に位鼈し、東方 10 0 mには通称餓鬼塚が存在す

る。

本遺跡の位置と環境については、 「餅田遺跡渦査唖報」(S4 8. 3)の餅田の位置と環境を参考

にされたい。
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尚、西一里塚遺跡の標高は68 4. 7 mである。

皿遺構及び遺物

＜検出遺構＞

弥生時代後期堅穴住居址 (Y-1~11) 11軒

//土拡 (D-1,__, 7) 7基

// 堅穴状遺構 (T-1) 1基

溝状遺溝 (K-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7) 6甚

環 濠 (K-5) 1基

＜検出遺物＞

（土器煩）

後期弥生式土器片多量（岩村田式）リンゴ箱 30ケ

壺甕高杯杯甑蓋など

（原形に復元可能なもの 20数個体）

土褪品 土匙 2

上製円盤 2 

（石器類）

凹石

磨製石斧（蛤刃）

磨石

敵石

軽石製日玉

5
 

4

2

 

（自然遺吻）

骨片・骨粉

炭化材

炭化米

（本遺跡で特に興味深いことは、環濠内住居址に切り合いが認められ、さらに、濠内からはレソ

ズ状異色土層中より、遺物が出土している。岩村田 1本柳遺跡では全く切り合いがなかったが

ここで、該期禰生式土器の分類により、千曲i11上流地域の、後期文化が把握される。さらに岩

村田式の細分も 可品になった。 ）
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くく西一里塚遺跡検出遺描一覧表＞＞

遺楷No. 平面形 長軸方向
I 

規模（長x短X壁） 炉址 複合関係 備 考

Y-1 隅丸方形 北北西 480X440X1 Qcm 方形台状 D-ら1,K-2, 3,4 周溝あり
焼土のみ に切れている

Y-2 
” 北 ?X590X1 5 pi tあり

Y-3,4を切って
貯蔵穴

いる。

Y-3 // (推定） 西（推定） ?X?X16 
Y-2に切られて
いる。

Y-4 // (推定） 北北西（ 唯） ?x?x12 ” 
Y-5 ” 北北東 600X430X10 

土器 Y-7に,切6を切り
埋設炉 K-1 汲ている。

Y-6 
” 北 680X490X17 ” 

Y-5,7 K-1に切
貯蔵穴

られている。

Y-7 ” 北東 585X490X8 ” 
Y-6を切りY-5
D-2に切因tていな

Y-8 ” 西 470X425X16 ” 
Y-11を切り Y-
9, 1 0に切られていな

Y-9 // (推定） 北西 ?X390X5 ” 
Y切-っ8て,1 0,11 を切
切 いる。

Y-10 // (推定） 北東 ?X490X7 不 明 Y9に-8切,1ら1れをて切しりY-るヽ。

Y-11 
” 北西 595X500X21 土器 てY-い8る,9。, 1 O,fこ切られ

埋設炉

T-1 楕円形 北東 250X225X15 焼 土

D-1 隅丸長方形 西 160X120X36 Y-1を切っていな 炭化物

D-2 円形 19DX180X31 Y-7詞っていな
炭化物
骨片

D-3 円形 60X60X7 

D-4 隅丸長方形 西北西 270X220X25 

D-5 楕円形 北 80X70X30 

D-6 半円形 北北西 265X125X50 

D-7 楕円形 西 200X165X45 炭化物

巾深さ 長さ

K-1 北 90X27cmX2以0上叩 Y-5,6を切って
いる。

K-2 北 30X30 10m Y-1を切っている。 ） 途一致中で
K-3 北 2 0 X 3 0 ） 以上

” 
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遺溝No. 乎面決 長軸方向 規模（長〉く短x壁） 炉址 複合関係 備 考

K-4 北
35X35cmX6m 

Y-1を切っている。
以上

K-5 350~3 90X90X 
以上

K-6 北北東
1 5 OX4 OcmX6.5 K-5に一致m 

K-7 北北東 105X35X? ” 

IV 発掘調査の成果と問題点

西一里塚遺跡は、その南に隣接する餅田遺跡を昨年 10月に調壺した時点において、弥生時代

後期大集落址の存在が推定されていたが、今回の調在で、それが環豪集落として把握されたこと

は、意義深いことである。環濠の内測に住居址群、さらには墳墓としての性格を持つであろう土

拡群の検出をみたことは、弥生時代後期の堤落溝造を解明する上で、多童の良好な出土遺物と併

せて、質量ともに高く貴重な資料を得ることができたといえる。

検出された堅穴住居址をみると、 1軒を除きそのほとんどが切り合い関係を示しており、環濠

内をi司ー空闇としてとらえた場合、同一集落内における住居の変遷を把渥することも可能である。

また一単位の住居址から出士する士器にも型式的差異が唸められ、したがって、本遺跡出土の

遺物は、その細密な分析をすることにより、他の単独資料を型式的に比較検討することができる

対象とも成り得るであろう。

佐久地万における後期弥生式土器は、藤森栄一氏が喝和 11年岩村田式という型式を設定した

後、資料的に恵まれず、まぼろしの士器と成りつつ、現在にまで至っているが、近年佐久におい

ても発掘調査が盛んとなり、好資料の増加をみる折、西一里塚遺跡における成果は今後、地方の

弥生式文化研究を発展させていく上で、その原動力となろう。

今後、遺物等の整理が進められるにつれて、新たな閑題点も出てくるであろうし、また、より

一層明確にもなるであろう。発掘調査において成果が上がるということは、それだけ多くの問題

点を遺跡から見出し、解明することにあると思われる。

最後に、 1ヶ月もの間、厳しい寒風の中を開査遂行に与えられた参加者各位には、深く感謝す

る次第である。

（臼田武正）
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V 環濠について

今回、西一里塚遺跡で喚出された蒋は、 ijJ園3.7 0米、深さ 0.9米を計り、溝の断面はV字状よ

りも、溝底が凹み、樋状となり、 溝底近くで多くの弥生式土器が発見されている。

この溝は集落の北部及び北東部の確聡にとどまったが、昨年10月渦査をみた餅田遺跡地藉

（註 1)が南隣りとな っていて、やはり、溝状遺構の険出をみており、ここでは幅 2.7 5~ 3. 9 

5m、深さ 0.2 4~ 0.4 m、図上想定をすると、検出されている溝のカ ーブからして、楕円形も

しくは、 馬蹄形が考えられる。

環濠は福岡市の比恵遺跡が顕著であり、かなりの遺跡で発見さ れている。関東地方では、横浜

市戸塚区上粕尾遺跡で（註2)、集落址と共に検出をみており、ここでは、環濠は南北 95m、

東西65mの南北に長いほゞ長方形を呈し、断面はV字状で、溝底に凹みが認められる部分が多

い。満中出土の弥生式土器の器形は、壺、台付甕、高杯、坦など多くの出土をみている。そして

環濠内の集落址の北方に方形周溝墓、 3基が位置している。

西一里塚、餅田両遺跡の環濠は、検出が全面に及ばず、また集落址も一部分ではあったが、環

濠と集落址の間に土拡墳墓5基がみられ注目される。県下の領例としては、飯田市座光寺原遺跡

（註 3)が最初の発見であり、座光寺原遺跡は弥生後期の集落址で、溝と共に 20数戸を単位と

した遺跡で、環溝ば幅0.6米、深さ 0.45 米を計り 、断面はV字溝を呈している· ◊

今後の弥生後期渠落址を追求する上で甚礎的な 良い資料となろう。

註 1, 佐久市教育委員会「岩村田餅田」品土の文化財5

註2, 鈴木敏弘編「そとごう遺跡調査慨報」 昭和47年

註3, 1 9 6 2年6月26日 信浪毎日新聞

（土屋長久）

8. 南佐久郡臼田町三分井上遺跡調査概報

I 凋査の動磯と凋査に至る経過

昭和48年度臼田町圃湯整備工事が哨始され、工事中の 5月1日、臼田町在住の小林秀人（小

諸商業高校生）に より住居址の断面露出が発見され、佐久考古学員竹内恒、三石延雄、町文化財

調査員清水忠二、教育委員高橋武氏等が 5 月 1 日 ~3 日にかけ精査したところ、住居址一軒、伴

う和泉式士師器3ヶ他士師器片が発見され、付近一帯に埋蔵文化財包蔵地が存在する事が判明さ

れた。そこで臼田町教育委員会は、すぐに遺跡発見届を国へ提出するとともに、文化財保護を善

拠すべき記録保存の計画が立てられた。
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その後、 1 1月21日付教育委員会及び工事関係者は、佐久考古学会へ遺跡調査の記録保存を

依頼してきた。そこで急きょ 12月1日（土）に役員会を佐久市野沢公民賠で開き、本遺跡調査

を受理すると共に調壺団の編成を準備し、 2週間で実施する事に決定した。凋査団は 18名の調

査員で行ない、遺構検出作業を年度内に終了し、遺物整理、図面整理、報文作成等は昭和49年

度予算で行なうこととなった。

1, 事業の場所；南佐久郡日田町大字三分字井上19 3番地

2, 事業の目的；圃場整備が行なわれ遺跡が破壊されるので工事前に学術凋査をし記録保存を

する。

3, 事業の概要；調査対象区、井上 19 3番地藉約 1,4 0 4而 (3X3mグリッド 15 6) 

を発掘し調査報告書を作成し、記録保存する。たゞし、遺物整理、図面作業

は、昭和49年度予算で行なう。

4, 調査日程；昭和48年 12月 7日 調査団結団式及び打合せ会（臼田町公民館）

1 2月 8 日 ~1 7日 発堀作業

1 2月 18 日 ~20 日 遺溝実測作業

昭和49年 4月 1 日 ~1 0日 遺物整理、図面整理作業（予定）

4月11 日 ~3 0日 調査員報告書原琉作成（予定）

5, 主催者；南佐久郡臼田町教育委員会事務責任者井出節人（日田町公民館）

6, 調 査 団；団長、由井茂也（会長）、副団長、輿水利雄（副会長）、主任、土屋長久

謁査員、由井明、新津開三、井出正義、三石延雄、黒岩忠雄、小林秀人

武藤金、竹内恒、藤沢平治、新村蒸、佐藤敏、日田武正（信州大学

生）、高村噂文（信大生）、林幸彦（国学院大学生）、川島雅人（

国大生）、青木幸男（明治大学生）

7, 調査協力；臼田町文化財審議員、臼田町郷土史研究会、野沢南校郷土研究会

II 井上遺跡の位置と環境

井上遺跡は大字三分字井上 19 3番地に所在し、小海線臼田駅の南東soomに位置する。千

曲川右岸の河岸段丘に遺跡は立地し、標高780mを計る。付近には古墳が存在し、特に入沢古

墳群など、佐久平古墳分布の南限を示し、井上遺跡付近には昔、ここに池があり姫の入水伝説を

伝えている。

臼l:b.]「の遺跡の発掘凋査は、芦田洞穴、英田池畑古墳、月夜平等の調査が行なわれていて種々

興味深い報告がなされている。
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皿遺溝及び遺物

1, グ リ ッ ドの設定；調査地に 3m四方のグリ ッ ドを南北に A,_,L、東西に一 1~1 1とし、

1 5 6グリッドを説定し、平面発掘渦査を行なう 。

2, 検出諸遺構

時 代 型式 遺構名 規 模 主要 遺物

古墳時代（前） （ 和泉式） H-1号址
プラソ 1辺4.2m オ(2)、盈、甕形土器

鬼高式 H-2号址 4.65X5.1 5m 甑、盈、盛、滑石製品

” H-3号址 4 02X4.0 2m 高杯、杯、盈、甕

” H-4号址 535X525m 曾瓦、盈、璽小形壺

” 壻状遺構1
弥生式土器片、土師器片

” ” 2 軋冨 0.95~1 .05m .-1 66叩 ” 
” 土拡 1 0.6 5 X 0.7 5 m . -0.0 5 m 

土師器片、縄文土器片
（早期）

” ” 2 1.4 X1.1 in. -0.6 Sm ” 
” ” 3 1.4X1.0 5m. -0.2 4m ” 
” ” 4 2.1X0.95m. -0.4 2m ” 
” ” 5 ” 

N 発掘調査の成果 と問題点

古墳時代前期の和泉式土師住居址4軒からなる集落址の一部を把握した事は、佐久平では今回

が始めてである。佐久市泉小学校校庭造成に伴い、和良式の土師器を多く検出したものの遺構が

発見されていなく、今回良好なセ・ノ トの土師器と共に該期の生活様相、竪穴の嘴造及びカマドの

あり方等種々貴重な資料が噂られた。

佐久平の土師哩の様相は、今回の井上遺跡の資料が加わる事で、和泉、鬼島、真間、国分各期

にわたり、佐久市上ノ城遺跡、同中道遺跡、同一本柳遺跡、 同儒田遺跡等の資料から、 佐久乎で

の土師器の蝙年が、その概要が整ったわけである。

又餅田遺跡では五領の遺物も発見されている。包含I曾から縄文早期土器片が出された。

井上遺跡の竪穴及び生活文化に付随しているであろう、土拡、溝状遺溝も興味があり、ことに

溝状遺構2は弧状を描いており、 円形に検出される と思われたが、 一部分の検出になったものの

その性格等は今後の類例をまつことにし、数少ない古墳時代、和泉期、鬼高期の住居址群を検出

し得た市は大きな成果といえようへ

（由井茂也 土屋長久）
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9. 北佐久郡軽井沢町発地

江戸坂下遺跡緊急発掘調査概報

I 調査の劫機と謁査に至る経過

沼和48年度埋蔵文化財分布凋査として遺跡台帳の整備をしていた、軽井沢町教育委員会に、

1 2月1D日、経井沢町大字発地、上発地在住の佐藤ーニ三氏が畑を耕作中多数の縄文式士器が

発見されたと町教委に届出があった。その報は 12月14日、土屋に伝えられた。遺物は全て縄

文中期初頭の土器片であり、該期遺跡の単純遺跡であり、良好な包蔵地と推定された。

この遺跡を重視した町教育委員会は分布凋査の一環として住居址が存在するかの確認の為、緊

急発掘凋在をする事に決定、 1 2月17 日 ~25 日までの 1 0日間、調査期間をおき、緊急潟壺

の手続きを早急に国へ申請した。調査は土屋長久を調査担当者とし、 12月17日（月）軽井沢

町教育委員会職員、次長山口良造、高橋勝、佐藤和人、佐藤好雄氏等5名で凋査し、包蔵地の包

含層の確認を行な った。さらに 12月19日（水）、晴、藤沢平治、土屋長久は、現地を清査し

竪穴の存在する付近を選地し、つゞく 12月25日（火）、晴、武藤金、佐藤敏、井上行雄、三

石延雄、森泉定勝、高村淳文、臼田武正、佐藤和人、土屋長久等9名で調査を行なった。

1, 調査場所；北佐久郡軽井沢町大字発地字江戸坂下21 4 1番地

2, 調査目的； 農耕により遺跡が破壊されるので、春さきの農耕以前に学術調査をなし、記

録保存する。

3, 調壺の覗要；畑地21 4 1番地地藉約54 0面の、散布地に幅2mx長さ 4mのトレンチ

を5ケ所入れ、遣構検出を行ない、縄文中期初頭の遺溝が発見された場合、

昭和49年度計画で再度調査を行なう。

4, 調査日程；昭和48年12月17日,..._,25日

5, 主 催者；北佐久郡軽井沢町教育委員会

6, 地 主；北佐久郡軽井沢町大字発地 佐藤一ー：：：：：と・

7, 凋査参加者；藤沢平治 県考古学会員 野沢北高校教論 佐久市跡部

土屋長久 日本考古学協会員 御代田町教育委員会 軽井沢町中軽

武藤 金 県考古学会員 佐久市平賀

井上行雄 ” 佐久市岩村田砂田

佐藤 敏 ” 佐久市岩村田相生町

三石延雄 ” 南佐久郡臼田町入沢

森泉定勝 ” 佐久市岩村田荒宿
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舟村博文 県考古学会員 信州大学生 望月町望月

臼83 武正 // // 佐久市下桜井

Il 江戸坂下遺跡の位置と歴史的環境

江戸坂下遺跡は、信越線中軽井沢駅南方4.5 kがの発地盆地に位置している。

この盆地は浅間高原の平担南端、独立峰、 風越山 (1,0 1 5 m)丘陵と八風山 (1,3 1 6 m) 

山系とによ って、緩傾斜の漏斗状地形を形成している。三角形盆咆で漂高800,._,900mの高

原池にあたる。周辺からは湧水地点が豊富で、それ等は集まり、湿原となり盆地中央を北西に流

れ、発地川となり、北端陽）11に合流し、 浅間山中腹に源泉をなす湯川はさらに西流し、佐久平ヘ

流下する。

遺跡は三角形盆地の北側八風山丘陵の江戸坂山の南頑斜に立池している。付近の遺跡には（註

1)杉瓜遺弥、中屋敷遺跡、木中、高町遺跡、上視似爵跡があり、ことに中屋敷では 2電の高さ6

m、巾 Smの土居とその裾より、鉄斧、鉄鏃、刀子、石臼（平安中期）が発見され、又木中から

高町には、段状忠蒋、土累、 L字状土堤があり、膳棚 （ぜんだな）と呼称され、この地を林道改

修の折には、五輪塔、古哉、人骨が発見されてい る。

上祁では、池下 1mから壺に入って支那銭1貫50 0匁、 宋、明、元のもの 47種が発見され

ている。

以上が周辺遺跡の漑略であるが、茂沢南石堂遺跡は、発地盆地の西端屋根の裏側に位置し、江

戸坂下i費跡から西方4.5 kmに位謹 している。付近の考古学的謁査は土屋が行な っているので、そ

れにたよりたい') (註2)

この発地地方に人々が集尊を営んだのは、雁史時代に至り、明らかとなり、平安末～室町時代

にかけてのことである。木中、高町の殺状遺構、又その山頂を高城（たかじろ）と称し、山城を

残し、当時栄えた事があったでちろう、今日「発池千軒」と伝承し、7寺8堂があったと伝えら

れている。

しかし、付近に文献史料がな く、わずか岩吋田大井法華堂文書中に、菅元硯音の事が文明2年

(1,470)にみえるのみで、中世、山城及び諸遺溝が牧場的な要素が多分に強いが、背景の氏

族については全く不明とな った。

最近の平林富三氏「千曲の浅頻」によれば（ 註3)依田姓相木氏の消長を考察している。相木

氏が長倉を領していた甚は、昭和5年、栗岩英次により （註4)オ旨滴されているものの、しから

ば、軽井沢、佛代田、横根付近まで及んだ、長倉郷及び長倉牧の内、どの地域に、相木氏が居住

及び所領したかは、今日まで不明とな ってきている。 長倉の中心地である室町期の豊昇付近につ
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いては、師代田町文化財審議委員大井豊氏が、 「隠□土史考」にくわしく述べており（註5)梨沢

の長倉城及び長倉氏もその存在が明らかであり、梨沢城の大井氏、その南側が長倉領主兼長倉牧

奉行の居城である長倉城等、付近に、依田氏が所領したという古文書がみえる。

長倉牧についてふ几れば、嘉暦4年の大宮造営目録には玉垣三間後としての長倉孜が出ている。

そしてそれが天正6年の大宮前宮造営帳には、瑞離三閻、長倉之内、横根、元地、沓掛の三ヶ所

となっている。

また諏訪神社御符礼古書には

。 寛正 5年 (1462)壬午宮頭 長倉河江木入道常栄

。 文明 8年 (1476)加 頭 長倉舗符礼三貫 阿江木祈左工門尉光康

。 文明 14年 (1492)長倉郷 呵江木源朝康

・ 文明 18年 (1496)長倉 河江木源遠経

など出ており、この阿江木氏は、平林によれば、南佐久部北相木村の坂の上に本城を、明応 9

平 (15 0 0)に葉城したもので、山の渓谷や、相木111の流れを巧みに利用した平城であり、依

田姓であって、芦田氏、平尾氏、平原氏と共に登場し、その氏族の消長は、永享 12年 (14 4 

0)から出現し、すでに室町中期以前に依田氏から芦田、相木氏が分派したといわれる。

文安2年 (1446)阿江木入道道永が、桜井氏と共に布施吋を支国し、阿江木氏居硝址は正

方形の土居と堀が今日残っている。その後相木氏は、天文 10年前後に武田氏に降つり、武田氏

滅亡の直後、小田原の北条氏に戌し、郷里を亡命し、主として上州方面に蟄居した様である。以

上が相木氏の消長である。

望月牧の朝廷への貢馬は、後醍醐天皇、建武年間 (13 3 1年頃）まで行なわれ、その後信の

牧は地方豪族により馬が飼育され、軍馬として大きな径済力を持ち、武士階級の発生にも伴った

が、柑木氏の所領した地域は、布施、長倉共に、牧場の存在したところで、発地中屋敷、高城等

長倉にあっては、発地地方が、考古資料とよく合致し、発地～茂沢付近の室町期の文化は、相木

氏にかかわる諸遺構及び文化として扱ってもさしたる事はなかろうかと推定される。

江戸坂下遺跡と直接に関係はなかったが、発地付近の歴史的環境として、相木氏の長倉所領の

位置について今回扱ってみた。

皿遺構及び遺物

1, 2 X 4 m のトレンチを主に、遺物散布地である江戸坂下地籍にA~E トレ‘ノチを設定し、遺

構検出にあたった。

2, 遺構は、今回の範囲からみられず、出土した遺吻は次のとおりである。
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時 代 型 式 遺物内容

縄文時代前期 諸磯式併行 深鉢形土器片 少量

” 中期初頭 梨久保式併行 土器。深鉢形土器片 多量

石器。打覗石斧 3 

凹石その他 少量：

N 発掘調査の成果と問題点

縄文中期初頭の遺跡での住居址の検出例は、東北信にあってはあまり多くない。

北信濃、飯山市蓮、深沢遺跡（註6)、戸倉町羽尾、蝶葉遺跡（註7)等が顕著となっており、

とくに後者の蝶葉遺跡では全般的に新潟県地方における縄文式土器と頷似する要素が強いとされ

ている。

今回行なった江戸坂下遺跡は、遺物散布範囲を調査したが、選物の包含層の把握に留ったが、

これも、蝋文中期初頭遣跡の立地及び生活文化を知る上でよい径検となった。

来春さらに付近を精在して、調査を計画だてたい。縄文土器片は、いづれも小片で、わずか器

形を知 り得るが、破片には全く 、 まめつは観察されない。遺跡の北側がすでに、江戸坂山に接し

遺吻の流下は考えられない。

本調査に伴い、発地付近の歴史的環境、特に長倉郷阿江木氏の居住地について考古学的にふれ

た。発地付近の中世史解明の 1資料となれば幸堪である。

註 1, 長野県教育委員会 「入山峠及び怪井沢地区」 『国鉄線復線化等開発地域埋蔵文化財緊急

分布調査報告書」 35,.._.,42p 昭43 

土屋長久『軽井沢町の遺跡」軽井沢町教育委員会 昭43 

註2, 土屋長久「信混長倉牧址にある上氏牧場遺構 一 発地中屋敷遺跡 一 」『長野県考

古学会誌」第9号 昭45 

柱3, 平林富芝「信州依田姓相木氏考」 『千曲の浅瀕』も 2,.._.,7 9 p 昭48 

註4, 栗岩英治『信濃庄隅の研究』 昭5

註 5 大井豊「郷土史考」 (-),.._., (六）御代田町時報 昭47~4 8 

註6 長野県飯山北高佼地歴部『深沢遺跡研究概報」 昭41 

註 7, 関 孝一 「長野県埴科郡戸倉町蝶葉遺跡の凋査」 『信濃』皿、 18の4

（藤沢平治・士屋長久）

30 



10. 佐久市大字三塚字東野沢田三塚遺跡発掘調査概報

I 調壺の勁機と調査に至る経過

沼相 48年度県営佐久平 (2)地区ほ湯整備事業が開始され、工事中の 11月県教委文化課よ

り、市教委へ三塚遺跡が破壊されているとの通報があったので調査するよう連絡を受けた。急き

ょ佐久考古学会員藤沢平治、土屋長久、臼田武正の三氏と市教委木内捷の 4名で精査したところ、

住居址の 1軒、それに伴なう鬼高式土器片多菫を発見した。

その結果、 三塚地籍においては、遺跡の破壊は避けがた＜工事前に調査をし、記録保存を行な

うよう県教委へ要望した。

その結果、 12月5日県教委桐原建指導主事の来市をみ、遺跡現場にて、東信土地改良麻務所

北沢氏、土地改良区常任理事野村氏、佐久考古学会員藤沢乎治、土屋長久両氏、請負者小林建設

（株）小林氏、市教委より高畑社会教育課長、木内捷の 8名で協議の結果記録保存する事を決定

し現場での発掘作業を 1月末日を以って終了させる事、また今回の凋査は発掘作業のみとし遺物

整理、報告書の作裂については 49年度に第二次調登として改めて契約する事を条件に東信土地

改良事務所と佐久市教育委員会は 12月19日付を以って発掘調査委託契約を締結した。

調査団の構成について市教委は佐久考古学会長由井茂也氏に依頼し、 1月5日佐久考古学会は

発掘担当者に藤沢平治氏調壺主任に土屋長久氏を決め 1月13日（日）より調査実施することに

なった。

1, 調査個所 佐久市大字三塚字東野沢田 47 7 -1番地

2, 調査目的 県営ほ場整備工事が行なわれ、遺跡が破壊されるので工事前に学術調査をし

記録保存する。

3, 調査概要 調査対象区東野沢田 47 7 -1番地約20 0面 (3X3グリソト）を発掘

調査をして学術報告書を作裂し記録保存とする。但し遺物整理、図面作業、

報告書作裂については、 49平度に第2次調査として改めて契約する。

4, 調査日程 昭和49年1月8日 ブル トーザーによる表士削乎

” 1月13日 調査団結式及び打合せ

” 1月13日 発掘作業
,..__,2 4日

” 1月25日 遺溝実測作業
~26 日
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5, 調査委託者

6, 調査受託者

7, 調査事務局

8, 調査団

]I 遺跡の位置と環境

東信土池改良各務所

佐久市教育委員会

佐久市教育委員会

顧 門 由井茂也（佐久考古学会長、日本考古学協会員）

団 長 蓑沢平治( // 総務幹事、県考古学会員）

調査主任

調査員

土屋長久( // 企画幹事、日本考古学協会員）

白倉盛男井出正義由井明臼田武正高村博文

武藤金三石延雄井上行雄森泉好治森泉定勝

畠山富雄 草間富土夫

調査協力 野沢北高校山岳部野沢南高校郷土研究会

本選跡は佐久市大字三塚部落の南に接する三塚字東野沢田 47 7 -1番咆に所在する。本遺跡

西方約 750mに片貝川が南より北に流れ、東方約 1,5 0 0 mに千曲川が流れ、この両川の間に

徴高地が形成され、臼田方面より好沢中学校をとおり、さらに本遺跡から北に涜いており、その

最高部に本遺跡は位置し、漂高 669.7mを計る。

本遺跡の所在する三塚咆籍は、西方に泉小学校遺跡、鶴田遺跡、北に三千束遺跡、市道遺跡、

南西部に中道遺跡が登録されており、更に野沢地域、桜井、岸野、前山、跡部の各地域、特に片

貝JII流域は弥生時代から古墳時代にわたる遺跡が多数存在している()

本遺跡を含む三塚咆域は、土師の古い時代（少なくとも和泉期）より終末期（国分期）に至る

集落遺弥が存在することは三塚及び上記遺跡より発見されている既出翡吻によ っても明らかであ

り、今回の凋査も一地点である。

III遺構及び遺吻

3mX3m グリットを南北にA~J 東西に 1~1 6とする 16 0グリノトを設定、平面発掘

調査を実施し、住居址5軒、土拡2、の遺溝を険出したり

＜庄居址1号＞

南北72 0 cmx東西 725cmを計る比較的大形の住居址であり、破壊された石組のカマドを

検出。

出土遺物
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土師器 カメ、ツボ、コ、ンキ、ワソ、マリ、ツキ

須恵器 カメ、ツキ、ツボ

滑石製臼玉 (1)、木器、骨片、骨粉、歯、土投丸玉

＜庄居址2号＞

南北3,9 0 cm X 東函39 0 cmを計る

北測より成壊されたカマドが検出された。この住居址は 3号住居址の中に、すっ！妥りと入っ

た状態で究廿された。

土師遺物

士暉器 カメ、ッキ

須憲器カメ

滑石褪臼玉 (3)、凹石、刀子、骨片

く住居址3号＞

東西62 O cmx者北66 0 cmを計る

南祁北側に、 2号住居址が営なまれ、北側壁にカマドが検出され、特に土器片が多量に出土

している。

南壁は道路にかかるため検出できなかった。

出土遺吻

土師器 カメ、小形手捏

須恵器ハソウ片

凹石、砥石 (2)

＜土拡 1号＞

南北 1.6 mx東西3.2 1応深さ 50 cmで1号住居址の東壁を切って存在し、 1号庄居址の廃

絶後、営なまれたこと！ま明確である。次に記す出土遺物から考えて墳墓としての性洛のもので

あろう。

出土遺物

上師器片少量、古浅（明適元宝）、鉄製直刀、刀子、骨扮

＜土拡2号＞

南北21 O cmx東咀 14 7 cm、深さ 23 cm、 つぎに示すように、土拡 1号とやや異なり不

整形で、 3号住居址の東北祁に位謹している。覆士の状態ぱ、一時的に人工的なものであり土

拡 1号と同壌である。

＜遺溝外出土遺物＞
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離文径利七倍片少社、弥生後期土器片少竜、土哺、須裸器片、 かわ らけ、古，．曳（ 洋符祖宝、

至,f;p通宝）、 骨石泌坊錘有、近石、鉄鏃

lV 発掘謁査の成果と問遺点

本遺；亦の月然環・意から考えて、西方の：U麓咆帯から流出する水は、片貝111をはさむ低池をうる

ぢし、 農耕地として治水技術，1)発達しない時代から充分にflj用され、佐久1也―月に らける致少ない

水旧咆帯として •町見された所であろう。

位謹の ところで咆べたよ うに、本遺琳ま三塚咆域に広がる集落遺薄1)一祁であると考える。今

司（7)凋査において（ 遺・かが登理、凋・忙をまたねばな らないが）鬼葛甘より司分期の住居址と 考えら

れるり

泉小学咬直 ＇亦等と、共に考えると少な くとも和泉期より L目分胡に至る時胡(f)堤落が営なまれて

いたと考えられるの．叉この土哺器の集落遺溝が現在1)三塚那落の南にも存在したことぱ月らかで

あり 、すでに工事り呼なわれた南測にも存在 したも のと淮測さ札る。

遺溝凋物奈のi生洛についてぱ、今後の 堂吻整理凋査にまたなければならないが、 1号住居址の

廿士遺吻から時当の生活弔具のセットを知ることもできよう 3 しかし住居址と土涼とのi刈i系はこ

の凋組で考えることは困誰であるが、士：広や臼玉等の、廿土遺；勿から宵呻内な面にまでふれる調査

資料を得 5ことができたことは大きな或果といえよう 。

文献資．科のないといってよいこれら遺弥の時期における人々の歴史を知るためには、彼らの活

勘した池域の凋奄を全面的に吋なうことによって、より明確になると思われるが、更に清呻的性

洛を知るうえに重要な遺跡であると推測できる。

例年になく酷寒での凋歪とな ったにもかかわらず侵後まで凋査に努力していたゞ いた発湿凋査

参加者屹びに凋査員諸氏に厚く牧意を表する次第です。 （藤沢平治 ・木内 捷）

編集後記＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

佐久考古第2号は、2篇を小諸考古学会誌第1号に貴重

なレポートがあり収禄しまし心ここに明記します。その

池、 武藤、佐籐両会員；、T)所見及び資料を載せました。佐久

平は各地域で、 今年も、行政発堀という記禄保存が毎月の

様に行なわれています。諸先生、会員及び新鋭考古学生の

たえまなき労力により学術凋査として行なわれ、今後佐久

平の原史・先史時代究明の資料となると思い、その要覧と

しまとめました。

天然記念吻の保護についても扱いま した。引涜き次号の

原橘を事務局までお送り下さればさいわいです0 (N• T) 
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市 道長野県佐久市市門□跡：~門門）
ー長野県佐久市市道遺跡の発掘調査一
本書は、昭利49年7月31日より 9月20日までの52日間にわたって発堀調

査された、長野県佐久市大字三塚に所在する市道遺跡の調査報告書である。

古墳時代後期鬼高期を中心とする10軒の住居址、竪穴状遺構等の発堀か

ら、当時の人々の社会• 生活を明らかにしようと試みた。

調査は遺構と遺物の関係（遠物の出土状態）に焦点をおき、その観察、

データ化に努め、分析を進めた。

また、土師器については、詳細な る観察に基づき、編年研究、土器作技製

術等に新たな視点から示唆を与えるものである。

本書の分析に使用した基礎資料は、別図、遺物台帳と して呈示してある。

主要内容

発掘調査の経緯ー

n遺跡の概観
m層 4

予~ 

1V遺構と遺物

V 第9号住居址土の炭化米

VI市道遺跡出土の土師器について

'Ill市道遺跡の調査および記録方法について
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平根菖蒲平遺跡
↓ 

岸野榛名平遺跡↑
昭利52年7月18日、岸野村誌調査

による遺跡調査で木薬形尖頭器と

して確認された。 (1: 2) 

（畠山 ・武藤・土屋による）

佐久市後沢遺跡
↓ 

和和29年5月信濃史料調査折

郡内で最初に確認された1日石

器時代尖頭器 （永峯光一、

樋口昇ー氏による。）(1 : 2) 

昭和51年6月より52年6月まで、台地約4000m'

を対象に全面調査、方形周溝墓等が発見された。

弥生時代の文化庁、重要遺跡でもある。

台地遺跡より浅間山を望む 弥生式の焼失住居址（第 7号）
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「佐久考古」 3号の発刊にあたり

佐久考古3号を発刊する運びになった。改めて顧みると

昭和48年以来 1、2号とつゞいて発刊されたが、そのあと

切れまをつくった。それはどんな理由だったか、とにかく

3号の発刊が決ってホ ットしたのであるが、ホッ トしたら

また切れまを作るかも しれない。これからの活動のために

もあれこれ考えたい。云うまでもない 「佐久考古」 は、佐

久考古学会の活動の足跡であり、歴史の一里塚である。

「佐久考古」をみると会員の生々の足跡があり佐久の考古

学的全容が親しみ深く肌に伝えられてくる。 「佐久考古」は

その内容はすぐれて豊富で重要な研究の成果であることは

云うまでもないが何か一つ気が>りがある。それは編集を

担当者だけに一切の負担をかけているという点である。

担当者の行動半径をはずれると何もな くなる。まかせぱ

なしで安易に眺められていたためではないだろうか。

「佐久考古」は、佐久考古学会の外にあるものではない、会

◇昭和50年度 ・51年度調査概報

1家地頭 1号古墳

①遺跡所在地佐久市大字常田字家地頭337の 1.339の1

②調査委託者小諸市大字森山39の1西山永植

③調査受託者 佐久市教育委員会

④調査面積 約800rri

⑤調査原因 宅地造成工事により開発前の学術調査保存

⑥調査期間 昭和50年10月19日~10月31日

⑦調査担当者 土屋長久

⑧調査参加者 (50音順）

土屋長久（団長）、井上行雄、今井正晴、臼田武正、大橋

◇昭和50年度 ・51年度発掘届件数

発掘期間 遺跡名 遺跡所在地 時期

10・16-10・31 家地頭1号古墳 佐久市常田家地頭 古墳

（佐久考古学会長 由井茂也）

員の中には調査や研究に便宜な環境にある もの、正反対の

立場にあるものがあるのは当然である。ま た、地域も広い

したいへんであるが、行動半径を固定させない方法を担当

者と全会員が心がけなければならないのではないか。会員

の交流を一段ときんみつにする ことも大切だろう。

佐久は理蔵文化財の宝庫であり非常に重要な地域である。

一面に於ては日毎に破壊されてゆく遺跡の数が増し、平地

も丘陵も山野も且てなかった大規模な開発で環境も地形も

過去の自然の姿を失ないつ'あるO 今日は調査研究と とも

に文化財の保護も重要な仕事となっている。 佐久考古学会

は、地域に於ける文化財関係の機関や研究者同好者の連携

を図って活動の輪を拡げなければならない。佐久考古学会

「佐久考古」の発展に大ぎな期待をかけ発刊の挨拶とする。

広行、III島稚人、木内捷、佐藤敏、白倉盛男、花岡弘、林

幸彦、藤沢平治、前原豊、三石延雄、武籐金、村山好文、

森泉定勝、協力（浅間中学校生徒）

⑨調査概要 円墳、片袖式の横穴式石室、石室はN-13'._ 

E. 塚原岩屑流残丘上に横築、既に盛土もなく、 主体部は

露出。出土品は、円筒埴輪片(5)、形象埴輪片(:4)、切子王(2)

滑石製(3)、ガラス小玉⑫0)、馬具（雲珠）(1)、鏃(20)、須恵器片

土師器片、骨片、寛永通宝(20)

発掘の原因 主体者 担 当 者 備 考

個人宅地造成 佐久市教委 土屋長久 報告書近刊

11・20-51・1・31 跡部町田 佐久市跡部町田 古墳～平安 圃場整備 ，，， 藤沢平治

11・12~12・31 細 田 佐久市鳴瀬細田 古墳 lj ❖ ，， 

5・2-5・18 県 北佐久郡軽井沢町長倉 弥生 国道土手造成 浅間古代（研） 森島稔 信濃No.考35古

7・19~52・3・31 後 沢 佐久市小宮山字後沢320 縄文 宅地造 成 佐久市教委 藤沢平治

11・8-11・30 下 吹 上 北佐久郡望月町協和 縄文 学術調 査 望月町教委 福森島島邦稔男 信浪No考.42 古

ー (1)一



2. 跡部町田遺跡

①遺跡所在 佐久市大字跡部字町田227番地

②調査委託者 東信土地改良事務所

③調査受託者 佐久市教育委員会

④調査面積 約2、200m'

⑤調査原因 県営圃場整備事業による開発前の記録保存

⑥調査期間 昭和50年12月 1日-12月31日

⑦調査担当者 藤沢平治

⑧調査参加者 (50音順）（以下同）

藤沢平治（団長） 井上行雄、今井正晴、臼田武正、大橋広

行、川島雅人、木内捷、黒岩忠男、小須田盛風、小林悦雄

佐藤敏、白倉盛男、花岡弘、林幸彦、 三石延雄、武藤金、

森泉定勝。野沢南高等郷土史班（石井恭子、臼田秀美、川村

文子、菊地由紀子） （浅間中学校生徒）

⑨調査概要 住居址 5軒、土拡2伝溝状遺構(1)。住居址はい

づれも、鬼品期に比定される。 1号址(4.3mX4.5m -26cm) 

隅丸方形、 2号址(3.3mX2.5m、-26cm)隅丸長方形。 3

号址(4.8mX4. lm、-20cm)隅丸方形。 4号址(5.2mX 

5.46m、-45cm)同。 5号址(4.6mX4.3m、-20cm)同。

1・2号址に多量の炭化材、土器は、甕、杯、等。特に 1号

址から滑石製品 2ケ、 5号址から小形手づくね土器が検出

された。

3. 細田遺跡

①遺跡所在 佐久市大字鳴瀬字細田、 3258の1・2、3259

の1、3260の1、3261の1、3262の1番地

②調査委託者 東信土地改良事務所

③ ,, 受託者 佐久市教育委員会

④調査面積約500m

⑤調査原因 県営圃場整備に伴う、開発前の発掘調査保存

⑥調査期間昭和50年11月11日-11月30日

⑦調査担当者 藤沢平治 （佐久考古学会副会長）

⑧発掘調査参加者 井出正義、井上行雄、臼田武正、木内

捷、黒岩忠男、佐藤敏、島田恵子、白倉盛男、土屋長久、

新津開三、花岡弘、三石延雄、森泉定勝、武藤金、 与良清

⑨調査概要 土拡遺構(4)、溝状遺楠1)、土拡は、 1号プ

ラン (1.56m X 1. 20m、-0.39m)楕円形。 2号(3.04mX 

1.14m、一心、8m)半ド］形。3号(2.50mXl.30m、-0.44m)

小判形。 4号(2.08m X 1. 40m、-0.65m)楕円形。 5号

(2.Sm X 、-0.7m)長方形。いづれも出上遠物なし。

溝状遺構（輻3.4m、-0.6m)ほゞ完形の甕が出士している。

4後沢遺跡（埋蔵文化財包蔵他第168号）

①遠跡所在地 佐久市大字小宮山字後沢320番地外

②調査委託者 佐久市開発公社

③調査受託者 佐久市教育委員会

④調査面積 約4,000m'

⑤調査原因 市公社宅地造成事業に伴い、事前に試掘調

査をなし、本発掘調査をし、調査記録保存

⑥調査期問 昭和51年6月24日~7月7[3 (試掘調査）

昭和51年10月3日～昭和52年6月21日

⑦調査担当者藤沢平治

⑧調査参加者 藤沢平治（団長）、林幸彦（主任）、川島雅人

佐藤信之、井出正義、小林ゆり、前原豊、井上行雄、佐藤

敏、三石延男、今井正晴、白倉盛男、武藤金、臼田武正、

島田恵子、村山好文、土屋長久、森泉定勝、木内捷、根本

かもめ、与良清、熊谷滋芙、八町利佳子、黒岩忠男、花岡

弘、小坂井孝修、福島邦男、野沢南高校郷土班、野沢北高

校生、小諸商業高校生、北佐久農業高校生、浅間中学校生

徒、福島英子（事務）

⑨調査概要 遺構は縄文前期(6軒）、中期(1軒）、弥生中

期(2軒）、弥生後期30軒、時代不明が2軒、方形周構苺3

基、土拡17ヶ。特に東信地区では始めての方形周構墓をみ

た。これは千曲川水系に13基、天竜川水系に41基、縄文前

期の住居址は関山式の良好な土器が検出され、又弥生式住

居址第7号址が焼失住居址として検出をみ、完全に近い土

器が約20点出土し、今後弥生式土器の編年の墓礎資料とな

ろう。

◇学会行事 昭和51年度・昭和51年度

●学習会（於浅間会館）

林幸彦「佐久における旧石器文化について」 3月13日

土歴長久「佐久平における古墳について」

●市道調査団（於浅間会館）

土屋長久「佐久地方の古墳と集落について」昭租51年3月

臼田武正「佐久地方の後期弥生時代」昭和51年8月

0入門講座昭和52年2月20日（於浅間会館）

藤沢平治「縄文時代入門教室」

高村博文「遺物の実測技術について」

●学習会（昭和52年3月20日）

藤沢平治「縄文士器の文様を中心として」野沢会館

高村博文「後沢遺跡の方形周溝墓について」遺跡現場

•講演会

丸山敵一郎「佐久地域分布調査の成果について」
ヽ

昭和50年9月5日（於浅間会館）

森島 稔「長野県における旧石器時代」

昭和51年6月13日総会（於広域事務所）

〇佐久市公民館〈午後 1時より〉（於浅間会館）

「佐久の誕生から現代まで」昭和52年

①白倉 盛男「佐久のあけぼの（浅間山と佐久）」 1月29日

②藤沢平治「佐久の原始時代」 2月6日

③上屋長久「佐久の古墳時代」 3月19日

④与良 消「佐久の中性から近廿まで」 4月9日

⑤与良 清「 ” （後）」 5月7日

◇環浅間高山蝶保護対策協議会発足

高山蝶の保護について、 No.2で扱ったが、昭和52年4月

19日（於軽井沢町）小諸市、東部町、呉田町、御代田町、

軽井沢町、長野原町、嬬恋村の文化財審議委員、文化財係

において、浅間山々麓の高山動・植物の保護について、パ

トロールを強化する事になった。群馬県でも昭和52年4月

より県条例により保護指定を行った。
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◇研究発表
『長野県における古式土師器の成立』

花岡弘

近年、いわゆる古式土師器の研究が隆盛をきわめている

と言える。これは、開発による資料が増加してきた事、墓

制との関連、特に方形周溝甚、発生期古瑣の問題等に起因

するものと思われる。

こうした中において、本稿は、長野県における古式土師

器（註 I)の成立について、県下出土後期弥生土器及び古墳

代前期の土師器の編年的研究によって解明しようとするも

のである。

現在、県内各地において、古式士師器の資料は増加しつ

つあるが、その成立に閾して考究された論考は少なく（註2)

まだ不明な点が多いと言え る。

資料分析には、現時点までの正式な発堀調査による土器

を中心として、 更に既出資料の補足を加え、その型式学的

分析を主に行なった。その結果、既に先学がその指摘を行

なっているけれども（註3)、後期弥生土器に後続する土器

群を構成する嬰素が次の三点に帰納されることが看取され

たわけである。

I. 県内の後期弥生土器のカテ ゴリーに含められるもの

II . 東海系（特に東海地方西部）の土器群

III. Ilの士器群よりも広い分布を有する土器群

特に、 1I、IIIの土器群は、四つに区分した地域（千曲JII 

流域、松本地方、諏訪地方、 天龍川流域）において、共通

する要素として認められる。又、 IIIの土賠群は1、]Iの土

器群に後出するもの、換言するなら、 I、IlとIIIは時間差

を有するものと して把えるこ とが可能である。

次に、編年に関しては、大参義一氏の東海地方西部にお

と考えたいと思う。

県内において、古式土師器を出土する住居址は、重複す

る例がほとんどないが、今後の調査により、重複する例あ

るいは資料の増加が予想される。それに伴い、編年が細分

される可能性も大きいと言わねばならないが、基本的には

変わらない ものと思う 。

最後に、論文指導にて御指導 ・御鞭撻項いた小林三郎先

生、有益な御教示や励ましを頂いた桐原 健・丸山敵一郎

臼田武正 ・大橋広行の諸先生・先輩、本稿発表に際し種々

便宜を図って項いた土屋長久氏、資料収集に際し、お世話

になっ た多くの方々に心か らお礼申し上げる。

I . 従来、南関東の和泉式士器以前、或いは小型丸底埒を

中心とする祭祀的性格を備えた一群を呼称していたが

吉岡康暢氏の言われる よう に、「弥生式土器の地域性と

器形を継承するグ）レープに設定するのが妥当」と考え

ている。 本稿では、 第二、三期の土器群を呼称したい

と思う 。

2. 桐原 健「信濃における古式土師器の位置」信濃第18

巻第 8号、昭和42年 この他、岩崎卓也・笹沢浩 ・

宮沢桓之の各氏が地域的編年と関連して論究されてい

る。

3. 前掲註2の桐原氏の論文の他に、湯川悦夫・加納俊介

氏により指摘されている。湯川・加納 「古式土師器の

研究(I)」

小田原考古学研究会誌第7号 昭和51年

4. 大参義一 「S字状口緑上器考」いちのみや考古No.13

昭和42年

「弥生式土器ヘ ー東海地方西部の場合一」

名古屋大学文学部研究論集（史学）XLVII 昭和43年

ける後期弥生土器から古式土師器の研究成果（註4)及び畿 5. 安達厚三 ・木下正史「飛鳥地域の古式土師器」考古学

内における諸成果（註5)を採用することにより 、分析資料

を第I期～第1I1期の三時期に区分することが可能となり、

県内における後期弥生土器から古式土師器に至る推移を把

握することができたのである。そして、第ll期をも って土

師器の成立と した。すなわち、第II期か ら古墳時代の開始

◇市道遺跡調査報告書刊行会
顧問 浅沼替（佐久市教育長）

会長 藤沢平治（調査団長）

副会長 土屋長久

委 員 青木幸男・ 今井正晴 ・臼田武正・大橋広行

Jil島稚人 ・木内捷 ・花岡弘 ・林幸彦 ・前原
豊 ・武藤金 ・村山好文

事務局員 高村博文

会計監査委員 高畑五男（社会教育課長）、桜井長夫

（社会教育係長）（昭和52年7月22日）

雑誌第60巻第2号昭和49年

置田雅昭「大和における古式土師器の実態 天理市布

留遺跡出土資料」古代文化第26券第2号 昭和49年

石野博信• 関川尚功「編向」 昭和51年

国際観光都市、軽井沢で避暑される考古学関係者

昭和初期、 日本列島に旧石鉛時代を予測した、 M・Gマ
ンロ ー氏が、旧軽井沢にマンロ ー病院を開業。宮平遺跡等

調査。晩年北海道へ渡り、アイヌ研究を行う。戦後軽井沢

外人墓地に永眠。

昭和28年軽井沢の文化人によ り文化協会創立。これによ

ると、三笠宮殿下、三上次男、坂本太郎、近年では、斉藤

忠、丸茂武重、故大場磐雄、の諸先生が過さ れた。町の依

頼で、三上氏の茂沢南石幽の調査は、学術調査であ った。

又、佐久市、出身の先生には、岩崎卓也氏、信州に近親

者がある、金井塚良一先生がおられる。本年度は、小出義

治氏が、別荘視察に来軽された。
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◇佐久市岸野村誌刊行会発足（昭和50年より53年まで調査）

昭和50年5月、旧岸野村（明治22年、根岸村と伴野村が合 を提出されたことから、あるいは、「前方後円墳」かと、多く

併）内の原始時代から現代まで各分野にわたり学術調査を の期待の中で、測量調査がなされた。判然とはしなかった

行い、村誌刊行会が発足した。 50年 5月より 53年 3月まで が、今のところ、佐久平では、両刃のある剣出土の明確な

を調査期間とし、考古、古代班に、畠山忠雄、土屋長久、 古墳で、 6世紀初頭に降下しないと考えられている。

武籐金の三氏が委噸を受けた。 (3)休石 遺跡：昭和34年4月道路改修の折、須恵器の大甕

同地区は、県台脹に遺跡として26ケ所記載されていたが の中に、須恵四耳壺が入って発見され、故原田諭氏の説明

51年8月31日~52年7月18日の調査で、約34遺跡を確認し メモが残り、火葬墓の 1種と考えられる。同遺跡からは、

10ケ所近く、遺跡が追加された。（文献では48ケ所） すでに大正期、八幡一郎氏の「南佐久郡の考古学的調査」に

岸野には、彦狭島王古墳と伝承される日向の御陵や、古 3ケ図版にみえる外、以後あわせ、大甕（口径55cm、高さ

東山道のルートでもあり、 三氏を主に、広範囲にわたり、 69.5cm) 6ケ、四耳壺l、須恵甕2ケ出士しており、この

学術研究を行うという事です。 様な火葬法をとる例は、県下は、もとより、中部地方にも

岸野の問題点のある遺跡 例がなく、県外へ調査中である。古墳文化は主として群馬

(1)榛名平遺跡：根岸の沓沢部落の河岸段丘上（標高 65 0 県と密接なつながりもあり、現在、編籐中の太田市への研

-7 0 Om)から先土器時代の木薬形尖頭器（高約 15 cm 修も計画されている。

幅4cm)が発見された。 （グラフ参照）（ケイ岩製） 尚尖頭器の実測は前原豊氏に労をわずらわした。また火

(2)滝の峰 1・2号墳：昭和45年 6月26日、県教委の丸山敬 葬募については、遮那藤麻呂氏、県教委、丸山敬一郎氏、

一郎氏を指導に、新幹線内分布調査折、高橋久保氏が剣片 桐原健氏の教示をうけた。 （土屋長久）

"~ 芝姿斧~ 編集後記、．、ツ、._";ぶ,;'』ヽ:•; ハヽ:•; ,,.".,'""; ,,.".,'""., ぶ,.,,,."., ,,."., ,.; ツ、._".. ,,."., ぶ•; ぶ,.,ぶ,.,,.; 

0学会会則第3条、 5により「佐久考古」を編集しました。 体には充分気をつけよう。依頼する原稿もあると思います

会の動向や、学習計画については、 「佐久考古通信」が、 が次号の原稿をお寄せ下さい。 （木内）

より良く、会員のきづなとなり充分役割を果し、会員60余 〇「佐久考古」No.l~No.3 まで、収録原稿や資料が、会長由井

名と共に学会は、県下でも東部上信国境に接しひとつのポ 先生の指適のとうり、佐久平でも、やや北部がりであり、

イントをなす佐久地域のサークルとして成長し、調査、研 No. 2では、小諸市地区の会員の増加と文化財保護普・及を主

究に、この佐久にも新しい活動家の会員が増加してきまし にしたoNo.4ではひとつ、川上村の「信濃大深山遺跡」の大

た。開発と保護というきわめてむずかしい時でもあり、 冊の刊行もあり、南佐久郡を上に編集したいcご協力をお願

「佐久考古」を学会誌にという声も多く、昭和46年発足以来 いしたい。

7歳（年）を迎え、ここにひとつ元服をすませ、社会教育とい 夏の軽井沢は、大学の考古学の諸先生が多く、ばったり

う大きい祝野から、学会活動を推進してゆきたいものです。 いきあったり、急に電話を受け、本当にとまどう。我々も

それが為にも会員各位の皆様に是非力添えをお頻いします。 しっかりした、調査や、本報告にたづさわりたい。

口埋蔵文化財パ トロール隊（佐久班） 佐久の諸文化の特殊性から、これ等諸先生を会へお迎え

今年は、祈遺跡のみでなく、遺跡全体の埋文白書作体製 して、学習しても良いのではあるまいか。

する年度です。埋蔵文化財保詢に全会員が協力し、佐久体 〇ひとことで『学会誌』の創刊と、いってもなかなか大変で

制を確立し よう 。パトロー）レ員に移動もありましょうが、 ある。報告書、資料紹介、その内容についても諸問題があ

ひとつ、全会員で詰し合い、より良き佐久班の編成を したい。 る。切に会員の皆様のこ協力をお靱いします。

木号では一応目的合もち編集し、研究発表、調査概祖、新 市民、一骰へ、普及の役割を果 した佐久市、小諸市 ・御

しい遺跡避物の紹介等を扱いました。今年度は、昨年度か 代田町の「郷土の文化財j は、資料見、又写真等のみやす

らの後沢氾跡（方形鳳髯墓の保存）、同逆物整理(9月より） ぃ冊子であった。

1市道報告書」の刊行。 上桜井北の調査、 2班に分かれての これ等の冊子と「佐久考古」、「市道」等が教材あるいは

調査。緊急発掘も年々規模が大きくなり、台地あるいは、 郷上史料として活用されることを願いたい。

微地形の高処一帯が澗査対象となり、文化財行政、研究訓 尚、本号の発行には、佐久印刷所のご協力に厚くお礼申

査の面からも、大ぎくその方向か、ひとつの目的に向って し上げる。 （土屋）

動きはじめた観がする。長期にわたる調査には、ケガや身
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（近刊紹介）

『平賀氏城跡』 平賀氏城跡保存会編
会長武籐金

A5 約IOOP 非売品

県史編簗委員 米山ー政『平賀城址について』

1寸 斗こ鎖刀氏已史廂|

県史跡指定（昭和46年）を受け、地元に保存会が結成され

文化財保護事業のひとつとして本書が刊行

『家地頭1号古墳』宅地造成に伴う緊急発掘調査報告書
B5約SOP非売品

団長土屋長久

発行 佐久市教育委員会

佐久市で始めて検出された埴輪出土の古墳、塚原泥流残丘にき

づかれた塚原古墳群中、最大の墳丘を持ち上野国と文化的交渉

のなぞをとく。

書 経
曰
年
素
”
活版印刷（上製 e 並製）

パンフレット IIオフセット印刷…写頁製板より一貫作業

戻｝鴫などの複製にクイツ
（少部数の印刷に最適．僅かな時間でできます）

佐久市野沢町原（株） リ
電話 (02676)2-007 4(代）
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調査状況（その 2)
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長野県北佐久郡御代田町池尻遺跡

長野県北佐久郡御代田町南畑遺跡



1 . 岸野榛名平遺跡の調査
川島雅人・佐藤信之

遺跡の位置

榛名平 (Harunahira)は、佐久市大字根岸字榛名平 3,274番地に所在する。遺跡は杏沢より東

岸の河岸段丘上に位置し、先土器時代から、弥生。古墳時代までの複合遺跡である。後沢遺跡で

も、試掘調査報告では、片貝川東岸の洪積層中にあってこの傾向にある。範囲は、段丘上、平面

（図上）約 40,000面となっている。標高 687~697m、千曲川との水面からの比高は、

約120mとなっている。

調査の経違

榛名平遺跡の調査は、昭和50年より現在まで4回の経過をたどり、今回分布調査の一環として

表面踏査が行われた。

昭和50年 8月31日 台地表採の既出物調査。

昭和52年 7月22日、 8月21日、 29日 出土地点確認。

昭和52年 9月 遺跡範囲確認。

昭和53年 3月18~19日、榛名平坪の内 'l5,o o om'を対象に表面採集による踏査を行いい分折

尚、遺跡の立地には、由井茂也・林茂樹氏の所見により、前原豊・永峰光ー・小林達雄・大橋

広行・藤沢平治・畠山忠雄氏の教示・指導をうけた。この調査は岸野村誌考古資料の調査の一環

であるので、その責任の所在を明記したい。

さ 。遺物

今回調査で確認かれた、遺構・遺物は、 1古墳時代。古墳跡 2基、 2弥生。古墳時代土器片、

3先士器時代石器類を確認した。 ニ

1、坪の内第 1. 第2号墳で、昭和46年台地最頂部に佐久平農協岸野支所により、ち蚕飼育所

が建てられ、その基礎工事中、縄文時代前期・古墳時代土器片が整理箱 2ケ分出土したが、遺物

は砂層にあり、器片はまめつが著しい。

2、弥生。古墳時代の榛名平台地No.2 ~No. 3に顕著な分布をみ 10 Q Illにつぎ約 50という、

Standing Cropを示している。古墳との関連が考えられる。

3、先土器時代、付近一帯の先土器文化は、既に地名表では、西の窪、赤名木坂が知られてい

たが、ようやく確認された。付近一帯の表採集は地主により採集にかかわり、桑畑造成であ
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る。珪岩（チャート）のフレイクの密集地点がNo.7で、木葉形尖頭器採集地点と一致する。

白倉盛男氏の地質的所見では、珪岩は付近に産地がなく、遠く、南佐久郡の千曲川上流地域と

され、珪岩は、柏垂遺跡と類似するといわれる。

層位

榛名平遺跡上、すでに岩盤（地山）が地表に露出し、明治～大正期の桑畑造成中耕作に伴い、

削平され、きわめて浅く 5~ 10cmを計り、文化層の把握は次回計画している。

第1図榛名平遺跡地形図(1: 50000) 0蠅文△弥生□土師x須恵・石器°
④チャート・フレイク°古墳跡
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第 2図榛名平遺跡(2. 3 .'6 . 7 . 9~11) 西の窪遺跡(1.4.5)(1:2)
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第 3図休石遺跡（昭和43年 5月出土品）(1 : 8) 



2。岸野休石遺跡の調査

土屋長久・武藤金

遺跡の位置

休石遺跡は、佐久市大字根岸字休石 番地に所在する。遺跡は千曲川の南岸段岸段丘上、

標高 65 0 ~ 660 mに位置している。昭和初年から完形の須恵大甕が出土した遺跡と知られて

いたものの、その性格は判明しなかった。その出土地点は、字宮川 (miyagaw)、 字大長田(

Oosada) にかけての 1,000 m"がその範囲である。

調査の経違

休石遺跡の調査は、昭和 43年 5月、県道岸野線の改修工事にかかわる。 火の雨塚古

墳付近より、埴輪、この地からは大鷹 3ケの中にそれぞれ、長頸均・甕・蔵壺器が入って発見さ

された。 （第 3 図 1・2 

その後、昭和46年 5月 県分布調査 桐原健・竹内恒・土屋長久・木内捷

昭和50年 5月 県新幹線工事内分布調査 丸山｛散一郎・臼田武正・高村博文・青木幸

男の調査員によりその範囲がつきとめられた。そこで、岸野村誌刊行会が主体となり、確認調査

が昭和53年 3月18日~21且にかけ行われた。

調査の概要

昭和43年 5月に検出されたという地点に、 A~GGl~lOG、 2 8 0面を対象に確認調査を

行い、大甕が正位で埋没していたという、外部施設、及び、副葬品等の追求にかかった。

B 3 Gにおいて、明瞭に砂層、検出地点の土層位が認められ、付近一帯を精査したところ、地

表より、 1. 4 mで、長頸柑・土師甕・壺、提瓶が一直線に並び、さらに、土師器高台付高杯が、

ふせた状況で3ケ検出された。この面は、厚さ 5mの炭化層（焼土交り）上にあって、加熱をを

受け、きわめて固い状況であった。

配石は、大鷹周囲に列状で、配石趾内は、 10~18cmとその炭化層は、厚くなっている。石の岩

質であるが、片貝川流域のものでなく、千曲川に求めたといわれ、佐久町付近の岩石であるとい

つ。 配石止、焼石上に、鉄鋤(1)、釘(1)、直刀片(1)がみられた。

まとめ

須恵器の年代から、 10~12世紀に比定され、また既出物の蔵壺器は、東国独特のものからして、

本遺跡群は、径lOm位の範囲を砂を埋った、 火葬墓群と解される。砂層の確認されるのは、
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台地全体には及んでいなく、今回の確認調査にもとづき、付近住宅造成等の諸開発か進んでお

り、緊急記録保存か急務であろう。

この調査にあたり、次の諸氏の教示・指導を受けた。記して感謝の意を表したい。

永峰光ー・桐原健•関孝ー・丸山散一郎、畠山忠雄・大井隆男、白倉盛男・由井茂也・臼田都

雄、木内捷・工藤源蔵• 藤沢平治・逍那藤麻呂、小林重義・能登健• 岡村和重・木内毀ー・上野

源司・市川貞雄

第4図 榛名平f上）・休石遺跡（下）の立地
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3。塩野下藤塚の調査

山本太郎・大沢悛雄・堀篭源

遺跡の位置

下藤塚遺跡は、御代田大字御代野字下藤塚1,061番地に所在し、遺跡は浅間山（標高2,542m) 

南麓の丘陵尾根中、標高 88 0 mに位置している。

纏文後期敷石住居址が確認されている。この地を広域農道が通過する工事内となっている。

1,000 m'が遺跡の範囲である。浅間山第 3外輪山の火口までは、図上 8 kmを計る。

調査概要

下藤塚は、その名の示す、塚があり、古墳らしい様相はみられない。昭和48年度町内分布調査

に基くのであるが、時又 68 1番地より「石がん」 1ケが表採されていたことによる。（第 5図）

確認された 五輪塔婆は、火ー 1ケ で地点に、 5QID/mの農業用水道管工事が行われたので、あ

るいは、この折出土したかもしれない。 現在、旧小沼小に 2基、又 真楽寺境内、多くの伝承

を有する、甲賀三郎の大沼の清掃が約10年前に行われ、石造五輪塔婆5基が発見された。

まとめ

この地域は、上代、塩野牧址となっている。佐久平でも早くから開拓が進み、浅間山に、真楽

寺が開基され、中央文化との交流があってのことと堆定される。字名に古牧・駒留・塩野・馬瀬

口等、うかがわれ、後世、山麓に住した牧人の塩野氏族が、

後世下り、交通路のかなめの、字上小田井に構築したのが、

「小田井城址」とみる学説もある。いづれも該期、古文書が

なく、中世有形文化財、美術工芸品等を以って調査したが、

第2次・字上寺場の真楽寺廃寺跡、法印房の沢等年次計画を

たてている。

「石がん」は県下で 2例目でありが、今回地下構造は把握

されなかった。
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第5図下藤塚遺跡出土石がん
(1 : 4) 



4. 児玉池尻遺跡の調査

桜井為吉・尾台卓ー・小林五郎・土屋長久

池尻遺跡は、御代田町大字御代田字池尻36 3 7番地に所在し、地目は芝地。台地上、及、

田地周辺台地約 1,000面に縄文中、後期の大集落址がある。標高 771面を計り、付近に源泉もあ

り、言い伝えによる 7玉の池の内”児玉の池”が付近に存したと考えられ、この台地の西方2km 

の田切り越えに、中世小田井城址が位置する。

池尻遺跡は、分布調査では、旧御代田小学校郷土資料室遺物から、縄文中、後期の散布地とし

て、昭和40年度登録したが、その後地主大井忠太郎氏より、農耕中にトラクターに、石かかかり

炉石が発見された

昭和52年11月10日 御代田 大井忠太郎氏より発見届 11月11日山本太郎・土屋今朝男

土屋長久氏確認 53年 2月28日 国へ発見届

53年 2月28日 ”緊急発掘調査の為、試堀調査の通知を行う。

53年 3月25日~31日 確認調査

53年 4月28日~30日 第1住居址内 人骨調在 指導聖アリマンナ医科大学校森本岩

太郎氏 遺構の検出に伴い、耕土か浅く、農耕破壊が早いので、今年度町は、台地50 0 m'を

借地とし台地全体の集落趾追求のために、緊急発掘調査の計画が立てられた。

1番大きな関心は、人骨出土の層位

①住居趾の生活面前に営なまれていたこと。

②焼失を受けていて、床上・柱穴址・土拡上炭化層が3~ 5 cm堆積していたこと。

③土拡 2には、焼失にかかわる柱趾が観察されたこと。

④土拡 1~ 2号趾のプランが、床面下にあって、新しい年代の堆積土層か、土掠内から、検出

されなかった。 以上のことから、人骨は”縄文人”の貴重な資料である。

⑤土拡内 黒褐色土層のレンズ状堆積が観察された。
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5. 草越南畑遺跡

大井豊・柳沢文人・林幸彦

遺跡の位置

南畑遺跡は、御代田町大字草越字南畑 49 5番地に所在し、昭和43年度、同地西畑、追分道恭

一帯 20,000面が、構造改善事業（条理制の現代版）が行われ、当時、追分道添遺跡は、地元文

化財審議委員柳沢博氏の力添もあり、史跡指定候補物件となっていた。当時から、古代人の遺物に

深い感心と理解を寄せていた、草越の荻原範仁氏により、この台地一帯 40,000m'上の出土遺物

を表採されており、打製石斧が著しい分布をみているのが興味がもたれる。標高 80 0 mを計

る田区り台地上である。（第 4図）

遺跡の調査経違

昭和51年 8月20日県教委の紹介により、教委土屋長久・文化財審議委員内山悛雄、荻原範仁

氏の案内で出土地点をつかみ、密集地点を把握するが、客土事業の為、遺

跡の破壊はなしということで、パトロールカードで 3ケ所の発見届を堤出

する。

昭和52年11月1日 国庫補助の 2年次にわたる客土改良から、天地返しによる、県補助「モ

デル地区」事業となるに及び、当然、遺跡の破壊は考えられるに至った。

昭和52年11月3日 遺跡の開発と現状にて、至急県教委埋蔵文化財係へ報じ行政指導を受け

11月6日に、指導主事派遣申請の手続をなした。

昭和52年11月6日 役場大会議室にて、今までの既出遺物を 600分の 1土地公図でチェック

し、今年度、土地改良の行われる範囲を、県教委、地教委・伍賀農協担当、

町産経担当者 文化財審議委員小林五郎・内山俊雄。荻原範仁氏で午後 1時

~6時まで協議する。内堀教育長。桜井課長欠席n

昭和52年12月10日 県教委へ桜井課長出張し、草越付近には、遺物は散布していないので、

土木事業にかかわる、遺跡保存は行わないむね打合せてくる。

昭和53年 2月2日 土屋・県史刊行会・県教委文化課へ出張し、天地返し土地改良が 2年次

にわたり行われ、 53年度では、広戸付近が該当し、事業前の記録保存につい

て指導を受ける。
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遺構・遺物

追分道添・西畑・南畑 3地籍の内、南畑へA~CT. (幅 2.0 m) を入れ、遺構・遺物の検出

にかかる。耕土下、軽石交り黒色土層につきあたり、この黒色土層が遺物包含層となっているも

のの、遺物は、広範囲に分布しており、集落趾の密集地は判然としない。宮平地籍の標高よりり

や、高いので、広戸寄り地籍に遺構の可能性はある。

又、字芝地で、近世まで、芝しか生えず、一名”芝観音塚、と呼称された地点の確認を行った

か、厚い客土中にあり、把握でぎなかった。これが、古墳であれば、大きい意義となる。

...--..... 一
第8図 草越、追分道添・南畑・西畑遺跡

既出遺物（線長さ 10cm)
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6. 闘昇宮平遺跡の調査
前原豊・内山悛雄・小林ゆり

遺跡の位置

宮平遺跡は、御代田駅（信越線）より図上東南方向 4kmに豊昇部落ある。この東側丘陵 50 m 

に位置する。標高 80 0 mを計る田切り台地上、東西 20 0 m、南北 200m、40,000m'がその

遺跡の範囲である。

遺跡の経違

宮平遺跡は出土遺物の豊豊さから古くから地方人の話題となっていた。以下略記する。

明治14年村誌にも記述。同37年同地佐々木朝次郎氏・大井宅蔵氏等の発掘と以後時々の調査

。収集活動。昭和 5年軽井沢在住のM 。G。マンロー氏の調査、翌 6年八幡一郎氏の調在。昭

和初年に入り県史跡に指定（戦後解除され、現在町指定史跡になっている。）戦後先土器時代

の研究が活発になるにつれ、本遺跡出土石器について昭和20年代「信濃史料」編集のため調査

が数回行われた。その後周辺の農地改善事業のため工事中、敷石住居趾の一部が露呈し、昭和

42年上原邦ー氏により敷石住居址 1ケが発見された。この上原氏調査は10年後でも正式報告か｀

なく、町教委の依頼により、川島・前原によって、縄文後期士器のみ整理を行った。

調査概要

土地改良に伴う、台地中央を南北に走る農道を補装工事の事業が行われるので、昭和42年、

上原邦ー氏調査地点が不充分の調査であったので、遺構の露出と、周辺調査をした。

東西・南北に、幅 1.5mのTをT字形に入れ、竪穴住居趾が2軒、発見され、 AT.北側を、

試錐のところ、敷石住居趾の検出となった。 （第 9 図）

まとめ

1 . 台地 2万mに、生活面が先土器時代～歴史時代までに及ぶ、複合大集落趾である。

2. 耕士が、きわめて浅く、農耕中の遺物は、今も台地一帯から”ザル”にひとつは簡単にひろ

える。

3 . 補装工事は、遺跡を破壊する可能がある。
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第10図宮平遺跡大正時代出土品古書 （大井篤義所蔵）



7. 家地頭第 1号古墳の研究

土屋長久。前原豊・川島雅人・林 彦

古墳の位置

浅間山火山第 2外輪山噴火泥流地域が、その古墳群の所在で、湯川をへだてた対岸に、三河田大塚

が所在する。標高 696m、 火山性自然丘が多く、往古”塚原”と呼称されてきた。小海線、中

佐都駅より南西 kmに位置するのが、本古墳である。図面上では、前方後円墳ばかりの、古墳

地帯である。

調査概要

すでに墳丘は、畑で削平され、宅地造成に伴い、赤色の地山が露出し、石室主体部も一部が、

残存していた状況であった。地山上、径約50m、高さ 8 mを計り、堆定墳、上円下方墳形式の

横穴式石室である。

調査の概要

この塚を削平し、住宅地造成で破壊されるので、事業前の記録保存である。

出土遺物

副葬品は埴輪と胴地金張りの雲珠等がひときわめだった。

①前庭部に墓前祭が認められ、大甕・横瓶がうちくだかれて検出された。一時、 ドット集成が

必要

②埴輪が伴ったが、樹立あとがみえなかった。

③墳丘敷設が確認され、上円下方墳が堆定される。

④玄室断面に、持送り技法がなく、断面長方形であること。

古氏族の佐久平開拓地

佐久平 40 0基近い古墳中、 調査のみ16基は、その分布をみると、 湯川流域及び以北に位

憧している。

佐久平の終末期古墳を言究するに、少数古墳でその堆論に危険性はあるが、従来との玄室中心

の調査法から、墳丘・墳丘外・周溝・前庭部・古墳の中間跡等、精査されてゆく中で、開口した古

墳での、や、もすれば、石室資料の資料集めのそしりもまぬがれないが、副葬品は、原位置から

検出されず、”この勾玉どうして、ここからでるの？”よくきかれる素朴な質問を追求すること

こそ、やがて、解明されるであろう。基礎的事項ではあるまいか。

- 12 -



”この地に移動し、佐久平の浅間山高原地帯に開発にあたった古氏族は、どんな性格で、政治的

意図があったのであろうか”

（仮定A)

①上,J,1、I碓氷郡八幡付近の豪族、帰化系の物部氏族と推定される。

②馬匹を伴い、物部的な軍団編成が可能であること。

③東山道沿いであること。

④上州の国府付近から、白雪の浅間山がよく遠望されること。

埋葬者の性格

①馬具の銅地金張杏葉が出土していて、佐久東一本柳古墳副葬品が、美術工芸品としても

すぐれている。

②前庭部、祭壇施設の古墳が餃月古墳、下前田原後原 1・2号墳、耳取大塚にみえること。

③玄室に胴張りが多い。

④佐久地方では、焼かれていない 埴輪か伴うこと。

⑤後世、古氏族の伝承的な”高良社”多胡社”が祭祀されていること。

⑥農業生産に適さない。火山泥流域に移住してぎたこと。

⑦望月・岸野に、彦狭島王古墳の伝承を有すること。

調査の成果と古代史上の問題点

以上の考古資料の一致は必ずしも偶然の一致ではない。今一度集成し、言究したい。

町内緊急分布調査で検出された遺構・遺物

遺跡名 地番 構 構 遺 物 備 考 調査対象(m")

塩野字

／ 
石かん 1ケ 上藤塚には、敷住居 広域農道1,000m'

下藤塚 五輪塔石 lケ 居址が確認されてい に集落址がある。

下藤塚
1061番地

る。

（未発堀）

（広域農道予定）

御代田
竪穴式住居址 縄文中期末葉深鉢 第 1号住址が焼失し 台地1,500m' 

4軒 石包丁 lケ 1ケ ている。 に集落址かある。
字池尻

土址 4ケ 合族摩製石斧各 lケ 第1住址、第 1号土
池尻 3637番地

打製石斧 2ケ 域をのぞいて未発掘

炭化木材 1箱

人骨 1体分

包含層 縄文時代 試堀トレンチA-C 台地、その範囲は 4
草越 中期未葉 いづれも包含層中よ 万面に達する。
字南畑 打製石斧 34ケ り、広範囲に遺物が

南畑 49嘩地 石鏃 16ケ 出土。

摩製石斧 2ケ

土器片 20ケ

豊昇
敷石住居址 2軒 縄文時代中～後期 第1号敷石住址 台地2,OOOm' 

竪穴式住居址 深鉢 2ケ 他は未発堀 に集落址がある。

宮平
字宮平 2軒 士偶 3ケ
1152番地 石鏃 6ケ

石化 1ケ

打製石斧 6ケ

- 13 -
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文化遺産は大切にしましょう／．

関越自動車道（上越線）遺跡分布

調査が、県教委。町教委合同で調

査がなされ、その集計がされた。

予定路線幅四kmが調査範囲であ

ったが、浅間山麓、一帯も、町遺跡

台帳（四五ヶ所）に基き調査確認が

なされた。この付近は佐久平でも

有数の縄文時代（今から五千年前）

の集落址であることが判明した。

文化財審議会では一帯の埋蔵文化

財を重視し、保護の対策が検討さ

れている。

遺跡の状況はつぎの通りである。

ー、湧玉遺跡？山麓、縄文土器

（中）。

2、ニッ石遺跡：台地、縄文土

器（中）、集落址゜

3、上藤塚遺跡：台地（別荘予

定地化）、縄文土器（中・後）打

石斧、石皿。

4、西駒込遺跡公口地、縄文土

器（中）。

5、広畑遺跡~台地、縄文土器

（中）、打石斧、土師器、須恵器。

6、狸窪遺跡：台地、縄文土器

（中）。

7、細尾根遺跡：台地、縄文土

器（中）、土師器、集落址。

8、城の腰遺跡：台地、弥生式

土器、土師器、集落址と思われる。

9、大沼遺跡~台地、土師器。

10、滝沢遺跡~台地、縄文土器

（前・中・後）、石器也、須恵器。

11、西城東遺跡公口地、縄文土

器（中・後）。

浅間山麓一帯が開発に至ると、

県条例により、開発前の発掘調

査にもとづく、保存処置がなさ

れ、調査期間、約三ヶ月、調査費

は約一五00万円以上に及ぶもの

の、町内民族遺産である、古代人

の遺跡は永遠に破壊されることに

なる。

”q6 

ニー1（空認餐旦戸）』令G誼翌翌｝摺翻釜旦

（堰出骰将更ヽ）嗚詈雰18I--ZI警賦F；撰墨塁塁）喜

二蓋盈骰将垢／「ヽ）虚高醍粟茶 I竺嘩廿択霊(IIlI•ON) 菌細令賠韮

戸炉ーニエ．．`



第13図 休石遺跡の位罹と周辺遺跡の分布 (1: 50000) 

1 休石遺跡 2.榛名平 3.滝ノ峰 4.西ノ窪 5. 御陵古墳 6.後沢遺跡 7.家地頭 1号墳

8. 岩村田一本柳 9.東 1本柳古墳 10.今井西原 11.三河田大塚 12.原大塚 13.上桜井北

14. 市道 15.儘田



第14図遺跡の位置と周辺遺跡の分布
1 . 追分道沿 2.南畑 3.下藤塚4.池尻 5. 宮平 6.西畑 7.小田井城址
9 . l勇十:10.上藤塚11.細尾根12.城の要14.西城
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竹内恒氏

輿水利雄氏

与良清氏

武藤金氏

畠山忠雄氏

1981。 5

佐久考 邑^子云
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竹 内 恒氏

輿水利雄氏

竹内 恒氏（中央）

（立っている方）

・・・-・ -

輿水利雄氏（栃原岩陰遺跡にて）
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武藤金氏（上桜井北遺跡にて）



序

会長由井茂也

佐久考古学会は、創立以来記憶から忘れることのできない先輩の幾人かを亡くしてきている。今、

その物故者の順に挙げれば、輿水利雄．竹内恒．与良清．武藤金．晶山忠~ ともに社

会的には、郷関知名の方々であり、本会に於ては、リーダーとして貢献され、学習をはじめ、発堀調

査の現場を通じ、多くの教訓と話題を残した親しい存在である。

私共は、その都度これら先輩の優れた業績を偲び、恩顧の念から追悼号の企画を立ててはいたが、

荏再時か過ごし、物故者を増してきてしまつた。

今回は、会員の総意により、多年の企画を実現するため、特に物故者と親交深かつた、井出、白倉、

花岡、佐藤、黒岩の各氏に依頼し、年譜等の細かな執筆を得て、又、会員の皆さんから寄せられた原

稿については、以前の企画に寄せられたものも加えて絃に、佐久考古No.5追悼号として発刊する運び

に至つた。

ここに、物故者諸先輩に本号を~追悼を新たにし、御冥福を祈ると同時に、会員各位のご協力

と、特に編集員の御尽力に感謝し序に代える次第である。

1981年 5月
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竹内恒氏をしのぶ

竹内恒氏略年譜

明治36年11月26日 南佐久郡野沢町取出 329番地に誕生

大正12年 3月6日 長野県立野沢中学校（現野沢北高校）卒業

大正13年 9月30日 日本大学専門部法科中退

大正12年 4月 1日 南佐久郡臼田尋常高等小学校勤務、郷土史研究に専念

昭和 8年 3月31日 南佐久郡平賀尋常高等小学校訓導

・校長市川雄一郎・小栗擦治氏等と郷土史、古城址調査

昭和15年 3月31日

昭和19年 3月31日

昭和19年 3月31日

昭和21年 3月31日

昭和23年 3月31日

昭和27年 3月31日

昭和27年 4月2日

北佐久郡中佐都尋常高等小学校訓導

南佐久郡穂積国民学校教諭 仏教禅の研究に専念

南佐久郡青沼国民学校教諭

南佐久郡日田青年学校教論

南佐久郡大沢小学校校長

南佐久郡大沢小学校長退職

南佐久郡中込中学校講師

昭和30年 8月1日 南佐久郡臼田町中部中学校講師 南佐久郡誌編集委員専任

昭和31年 3月31日 南佐久郡野沢小学校講師

昭和34年 3月31日 南佐久郡野沢小学校退職

昭和41年 4月1日 佐久市文化財調査委員．佐久考古学会長

昭和50年 1月25日 逝去正七位勲六等瑞宝章昇叙 戒名古学院恒誉ー山居士

⑥ 主なる役職名

0 日本考古学協会員

0長野県考古学会創立委員・佐久地区役員

0 佐久考古学会長 創立当時から逝去まで

°信濃史料刊行会参与

°旧中込学校保存会副会長

0 佐久市文化財保護調査委員
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0 佐久市青少年育成協議会委員長

＠主な発表論文•著書

昭和41年 蕨手刀を出した南佐久郡臼田町英田地畑古墳 （信濃18ノ4号）

昭和46年 長野県佐久市野沢乎儘田遺跡緊急発掘調査報告書 （佐久市教育委員会刊）

昭和47年 北近津・戸坂遺跡緊急発掘調査報告書（佐久市教育委員会刊）

昭和47年 佐久市岩村田東一本柳古墳緊急発掘調査報告（長野県考古学会誌第 13号）

0 青年時代から禅の研究、参禅等の体験修養に専念し、生前に「一山居士」位允許

（白倉盛男）

竹内先生と私

私が、考古学に興味を持ったのは、小学校高

等科を卒業して間もない昭和初年の頃であつ

た。その頃の私には、考古学の勉強などする余

裕などなく、考古学は私の永い間の夢であつ

た。

昭和46年 1月24日、佐久市野沢会館での佐久

史談会の席で隅然竹内先生と席を隣り合せたの

が、私の考古学への道が開けるきっかけとなつ

たのである。

5月のある日のことであった。私の手元に 1

通の封書が届いた。文面は簡単に 5月24日より

佐久市の東一本柳で古墳の発掘調査をするから

出てくるようにと書かれていた。

24日の朝、一本柳に着いた私は現場がわから

なく団地をぐるぐる回った事を記憶している。

この一本柳の古墳調査が私の考古学への第一歩

であり、今の学会の皆さんとの出合いでもあつ

た。武藤さん、井上さん、佐藤さん、渡辺さん、

土屋さん、白倉先生であり、発掘の指導をされ

たのは桐原先生であつた事を記憶している。
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一石 延雄

発掘は初めてであつた私は、出て来た遺物を

掘り出してしまつた。隣に居た武藤さんが「う

ごかしちめ一ばだめだ」と言った。私は中で掘つ

ているのがむずかしく、こわいような気がして

外に出て、一番無難である土ふるいにまわつ

た。ふるつた土を水で洗うと小さなガラスの小

玉や鉄、時には水晶の切小玉まで入っていた。

それ以来私は古墳の調査の際は土ふるいに回っ

た。

この年には、確か 6月初めに八千穂村の池の

乎の第1次調査があり、 9月に第2次調査を行

なつた。また、 10月21日より佐久市西近津の調

査があつた。

47年に入り、 1月末に北近津遺跡の調査があ

り、 3月に西一本柳遺跡の調査があつた。この

間ほとんどの調査を先生は団長として指導をさ

れた。先生は調査に当つては非常に厳しい人で

あつた。土は、紙を 1枚、 1枚はがすようにか

けと言われた。確に土は、何千年あるいは何万

年かの遺構をそのままの姿で保護している。私



たちはこれを発掘するに当っては真剣に取り組

まなければならないはずである。又、先生は非

常に厳格な面があり遺構の中に勝手に入るよう

な事は許さなかった。たしか中道遺跡であつ

た、テントの中に黙つて入って来た新聞記者を

一喝されたことがあつた。

私が、先生と一緒に発掘をした最後は、昭和

48年5月臼田町の井上遺跡の第 1次調査であつ

た。それ以来私は先生と一緒に調査をする機会

を失った。然し、私が今日まで発掘にたずさわ

つてきた中に、先生の精神は私の心の中に今で

も生きているし、又、これからも私の発掘に対

する心がまえの中に、先生の精神は生きつづけ

ることであろう。

竹内恒先生を｛思ぶ

長野県考古学会設立のため、準備委員の 1人

として活躍していられた当時、準備のための会

議の熱心さ、集まつて来られる準備委員の先生

方の研究心の退しさ等を時々話してくれ、県考

古学会に参加するよう熱心に勧めてくれまし

た。おかげで私も創立以来会員として諸兄のお

黒岩 忠男

仲間に入れさせていただきました。そして現職

中の私にも発掘調査の声をかけてくれました。

現在、会員の皆様と楽しく研究活動ができる

ことを本当に嬉しく思つて居りますが、これは、

竹内先生が熱心に考古学会・ヘ入会することを勧

めてくれた御陰と常に感謝しています。

竹内・輿水両先輩に捧ぐ

神津武八さんの紹介で佐久史談会に入会した

ら、そこに竹内さんが居た。月 1度の会合で顔

を合わしてる間に、「おい県の考古学会に入れ

ゃ。」 と言うから、「考古学なんて何のことか

判らないし、そんな難しいことは駄目だ。」 と

言つたら、「判つても、判らなくても入つて居

れば判つて来るから入れよ。」 こんなことで県

の考古学会に入会した。

その後、佐久平ではあちこちで発掘調査があ

つたので、佐久でも支店があつた方がよかろう

というわけで、佐久考古学会が誕生した。佐久

市の教育委員会でも面倒を見てくれて、調査が

ある度に佐久考古学会さんよろしく、という訳

で調査主任が誰であつても調査のことは佐久考

渡辺 重義

古学会だった。

この中には、竹内会長の力が何時も存在して

居た。何所の現場でも和気合々として楽しい勉

強の場であつた。竹内さんも人間だから多少の

まずい面はあつた。よく私は現場で言い争いを

した。次の日は、又2人で話合つては仕事を進

めた。

南佐久の分布調査、高畑遺跡、入山峠事前調

査等、古いものはどこを見ても竹内、渡辺の名

が出ていて懐しい。信越線復線化の鍬入れ式の

記念写真を見ると、残っている者は私 1人であ

る。

何時頃だったか、どこかの史談会で臼田町の

輿水さんという人が、北相木の洞窟で古い土器

-3-



が出て来たことを話題に講演があるというので

出掛けた。今までの史談会では全く聞けない話

だつたので非常に興味が湧いて、私はすぐ輿水

さんの信者となつた。翁来、私と輿水さんとの

親交は続いた。又、この続いた裏には、輿水さ

んの親類が軽井沢に何軒もあること、そして恩

師の高見沢進作先生と軽井沢で輿水さんに再会

したことに起因している。

或時、輿水さんがこういう話をした。「南軽

井沢の湿地草原地蔵原がゴルフ場になるそうだ

が、あそこには動物の足跡が残つている可能性

があるので時々行って見た方がいいよ。」 と言

つた。私は何千年前の動物の足跡が地下に残っ

ている筈がないのに、この人の頭はどうかして

いるのかと思った。輿水さんの死後、数年を経

ずして静岡や高崎の水田跡から弥生時代人間の

足跡が検出され、性別、年令まで解明されたと

いう報告を見て、輿水さんの先見の明に驚嘆し
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た。

輿水さんは、よく車を走らせて各地の遺跡を

見学している。「辺さんこの頃亀ヶ岡へ行って

来たよ。まさか亀ケ岡式土器は大したもんだね

え」と話してくれた。先祖のことを調べに時々

山梨方面に行き、たくさんの系図を持つて来て

コピーして居たがあれはどうなつたろう。

輿水さんの最後を飾つたものは、何といつて

も塩くれ場遺跡の調査だろう。多大な私財を投

じての発掘だっただけにその報告書を見ずに、

しかも発掘現場地点にてその生涯を閉じたこと

は、死んでも死にきれないでしょう。その責任

の一端を担つた私達も只申し訳けなさで一杯で

ある。

佐久考古学会の存在を県内に高く昂揚してく

れた両先輩よ、生前の非礼を許されよ。

合掌
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輿水利雄氏をしのぶ

輿水利雄氏略年譜

大正3年2月20日 南佐久郡穂積村樋口（現八千穂村天神町）父忠一郎・母きさの長男に生まれ

た。

大正 8年4月

昭和2年3月

昭和3年

昭和8年

昭和15年

穂積尋常高等小学校に入学。 6年生のとき図書館で古代人の生活を書いた本を

読み、関谷の自家の．畑から土器の破片がでるのに興味をもった。

穂積尋常高等小学校高等科第 2学年卒業。百姓に学問はいらないという父の一

言で、中学校入学を断念して農業に従事した。

当時東京帝国大学の新進考古学者の八幡一郎先生が、「南佐久郡の考古学的調

査」のため来村。農業のかたわら付近の畑から土器や石器を集めていた輿水少年

との師弟の出会いとなつた。

現役兵として浜松高射砲第一連隊千葉県四街道分遣隊に入隊。その後、満洲事

変、支那事変に引き続き召集され、その間に戦地で父忠一郎氏の訃報に接した。

ノモンハン事件後一時帰国。

除隊。 3月15日、青沼村入沢の岩松りんさんと結婚。同月23日、満洲に向い新

京（長春）で新居をもった。満洲飛行隊司令部に勤務の傍ら、休日にはハルピソ

博物館に通った。当時は青銅器研究にとりつかれていたという。

昭和19年8月23日 妻りんさん肋膜のため子供2人を連れて帰国。同年秋、満洲人と協同で軍事工

昭和20年8月15日

昭和22年10月

昭和23年

昭和切年

昭和28年11月

場を設立。

ハルピンで終戦を迎えた。家には 2年間音信不通であつたが、その問引揚者援

護に協力し、輿水さんの助力で無事帰国し得たと感謝している人も多い。

リュック一つで引揚者 3千人のうちの班長として帰国。

村役場の事業として、引揚者婦人の授産所を自宅の 2階に開設する。その後授

産所が高岩に移つたので転職。南北佐久両郡の製材所に丸鋸を売つて朝早くから

夜遅くまで働いた。知人と水田の共同耕作をして飯米の確保もはかつた。

畑八村（八千穂村）中松井遺跡の発掘に参加。

芹沢長介氏が第一回馬場平遺跡の発掘をすることを知って、由井茂也氏を訪ね、

ここで芹沢氏をはじめ戸沢充則、麻生優、吉崎昌ー氏等を知った。以後たびたび
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川上村を訪ねて旧石器に対して深い興味をもつようになつた。

昭和29年10月末 由井、芹沢、戸沢、麻生氏を池の平牧場（現八千穂村）に案内して、番小屋裏の斜

面で片面ボイントと有柄石鏃を同時に採取した。これが池の平の旧石器発見の最初

である。

小学校時代の同級生、井出三之助氏と共同して材木の売買を計画したが失敗して、

家、屋敷を売って借金の返済に当てる結果となつた。

臼田町下越の現在地に移り、友人の工場を借りて木管製造業を始めたが、 5年後

に付近の山に原木が不足して閉業。この頃池の平牧場塩くれ場付近で黒曜石片を発

見。これが後年の池の平遺跡発掘調査の端緒となつた。

従業員20人程の弱電機の新工場咲電機合資会社をつくつた。その後、鉄工場 2棟

を増設、従業員50人ほどの合名会社とした。

この頃も日曜、祭日を利用して遺跡をさがし、土器や石器を追いながら、特にそ

の時代の人の骨を求めていた。その執念がやがてみのる時がくる。

数年前より北相木村東栃原で縄文早期押型文土器を発見して、これを追求してい

たが、この年仕事の関係で知り合つた新村薫氏をさそつて、栃原岩陰で表面採集を

してついに人骨を確認した。 11月23日信州大学医学部第2解剖学教室の鈴木誠教授

に連絡した。これが栃原洞窟遺跡、縄文早期北相木人の発見となったのである。

昭和41年 佐久市東部地区埋蔵文化財緊急分布調査に参加。

昭和45年 9月 佐久市野沢儘田遺跡緊急発掘調査に参加。

昭和30年

昭和31年

昭和36年

昭和40年

昭和46年 6月 八千穂村池の平牧場塩くれ場方面の林道開発にあたり、永年の表面調査により期

する所のあつた氏は、八千穂村教育委員会を説いて、ついに発掘調査にふみきらせ、

自ら調査団長となつて、発掘資材の調達、調査品の宿泊等一切の設営に当り、私財

を投じて秋には第2次の発掘調査を行い、塩くれ場、 トリデロツク、湧水地点の 3

ケ所を調査し、佐久地方旧石器文化の解明に重要な資料を提供し、年来の宿願を果

した。この年佐久市中道遺跡の発掘にも参加した。

昭和47年10月 佐久市教育委員会が根々井餅田遺跡の発掘調査に当り、調査団長に推された。こ

の年、佐久市長土呂に北近津遺跡(2月）、同岩村田一本柳遺跡 (3月）の発掘調

査に参加。

昭和48年 1月 肝臓病治療のため東京都豊島病院に入院、四月退院。

12月、臼田町三分井上遺跡の発掘調査に病をおして副団長としてその推進に当たつ

た。

昭和49年1月 再び東京都豊島病院に入院。 6月小康を得て退院。

8月9日、奥さんと次女と 2人のお孫さんを伴ない、自身運転して、かつて団長
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として精魂をつくして発掘調査にあたつた、池の平塩くれ場遺跡の見分に向かい、

思いで残る落葉松林の中で心臓発作におそわれ眠るが如く逝かれた。 60オ6ヶ月の

なお惜しみて余りある死であったが、それは輿水さんならではの立派な最後であつ

た。

（井出正義）

輿水利雄氏を想う

輿水利雄さん逝いて幾年。春風の如き温容な

方であり、考古学、郷土史にかけた情熱と学識

の深さは頭の下がるおもいである。それにもか

かわらず、乎々凡々として私達とつき合つて下

さつて、殆んど無智であつた私をあたたかく教

導して下さつた。過ぎ去つた日々を想いますと

感無量であります。

栃原遺跡発掘の時は、日本中の学者が次々と

訪れましたが、その方々を私が忙がしかつた

り、ズボラで中々発掘に参加しなかつたので、

幾度となく小宅までわざわざ連れて来て下さつ

て、時を同じうして、矢出川も表採ではありま

したが、次々と新しい場所が発見されましたの

で、一緒に御案内しながら教えて戴きました。

又、新潟県の津南町で芹沢先生が発掘を行っ

土屋 忠芳

ていた時には、現地まで車で私を連れて行って

下さり、紹介して戴き、教えて戴きました。今

思いますと、当時もう少し私が考古学なり、郷

土史に知識があるか、せめてもう五年も早く学

んでいたなら、多くのことを吸収できたものと

今更ながら残念でなりません。

亡くなる前日、小宅を訪れいろいろ話して行

かれた直後、あの様な急変になられ、本当に

「神は最愛なる者を手許に連れて行く．」と、言

いますが、私のみならず、凡ての人に敬愛され、

また私達家族の者とも常に心を許して話合われ

ていたのに、忽然として幽明境を異にしてしま

われました。

時はかえすすべもなく、生涯の師友たりし輿

水大兄の冥福を祈るのみです。

輿水利雄さんを偲ぶ

昭和45年11月頃のことであると思う。輿水さ

んから森嶋先生と東大の丑野さんが来るので、

池の乎へ行ってみようと電話があつた。私も池

の乎には特に興味と関心があつたので二つ返事

で出掛けた。

塩くれば周辺からトリデロックヘと表面調査

をしているうちに、急に雨もようとなつたが、

黒岩 忠男

更に前進して風穴かあると思われる所が見える

辺まで行ったが、雨が氷雨に変つたので帰るこ

とにした。

自動車まで逃げ帰つてほつと一安心。だが大

変、舗装した急坂の下りは曲りが多く、その上

氷雨のため凍つている。クイヤは夏以来の普通

クイヤ。チェーソも持参していない。右にツル、
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ツル、左にツル、運転している輿水さんは額に

冷や汗たらたら。同乗者も真青．／ やつとの思

いで大石部洛に辿り着きほつとした。

こんな事が、今でも輿水さんとのお付き合い

のうち一番強く印象に残っている。

竹内恒と輿水利雄

まず最初に両氏の敬称を略したことを御許願

いたい。それは、両氏とはその生前親しく交際

し、その学恩を常に感謝している私にとつて、

いまは亡き 2人は呼びすてることによつてその

親しさが一入となるからである。

竹内恒との出合いは‘‘信濃史料"の編纂がは

じまり、考古篇の参与を依頼された人たちの集

まりの席であつた。

竹内恒は、若い時から考古学研究に従事し、

南佐久郡教育会が八幡一郎氏に考古学的調査を

依頼したとき、地元の担当者として先生とおつ

きあいをし、その後ずつと続いていた。私は、

昭和24年に八幡先生の許へ内地留学をし種々ご

指導をいたゞいた。だから兄弟弟子のような関

係で、初対面ではあったが何年も前からのおつ

きあいのような親しい間柄となり、竹内恒が亡

くなるまでご交際をいただいた。

竹内恒は当時、南佐久郡誌編纂のための仕事

をしていた。戦後各郡の教育会が中心になって

新らしい郡誌編纂をはじめたのであり、その中

で北佐久教育会はいち早く新郡誌を編纂し発行

された。竹内恒はこのうち考古篇に対して強く

批判し、南佐久では新らしい資料を使って充実

したものを作りたいとの意欲をもち活発な調査

研究を進めていた。

畑八村（現八千穂村）では、佐々木広雄氏が

庶務を引受けた水上ー氏を団長とする青年団の

五十嵐 幹雄

みなさんによる文化活動がさかんであつた。た

またま“中松井”の笹崎正雄氏の所有地で開墾

をしたところ、縄文時代の古い土器が出土し、

貴重な遺跡であることがわかったので、発掘調

査を計画し竹内恒に依頼された。竹内恒は私に

も参加するように声をかけてくれた。

昭和27年10月26日から 5日間八幡一郎氏指導

のもとに発掘調査を実施した。私が佐久の調査

に関係したはじめであつた。中松井は清水町か

らだらだら坂を約lOK余登ったところにある。ぃ

まなら自動車ということになるが、当時のこと

往復全くの徒歩であつた。朝2時間ほど歩いて

現場に着き、夕刻宿へ帰るという、いまでは全

く考えられない強行軍であった。ところがこの

朝夕 2時間を歩きながらの語り合いがたのしく、

竹内恒の人柄を知り、彼もまた私を知ってくれ

た。これが機縁となつて佐久の発掘、上小の発

掘はお互に協力しあい、東京での学会への出席

には行を共にした。この間仲良くもあり、また

けんかもしたが私の研究生活にとつてまことに

ありがたい人であつた。

昭和40年の夏の或る日突然輿水利雄が来訪し

た。名はきいていたが全くの初対面である。に

こやかな笑顔におだやかな言葉で筋の通つた話

をされ、そのよき人柄を知ることができ一生の

おつき合いとなつた。学校の先生かと思つてい

たところ、電機関係の工場を経営されているこ

1i[lー―●―――――――●-！
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ともその時はじめて知つたのであり、他人の気

持を大事に考えられることも企業人だからこそ

と感じ入った次第であつた。

さて来訪の趣旨は、北相木村で栃原洞窟をみ

つけたので、竹内恒に話したがはつきりしない

ので、信大医学部の鈴木誠先生を中心とする信

州ローム研究会に連絡し、調査計画を立てた。

ところが竹内恒がそれは困るというが、どうし

たものかという相談であつた。他郡のことであ

り、いかなるいきさつかを知る由もなく、返答

をすることができないので、考古学に興味のあ

る人は少なく、みんな貴重な同好者である。ま

た発掘調査は一番よい学習の場であるから 1人

でも多くの人が参加できるようお互に努力しま

しょうなどと話合つてお別れした。話しあう間

洞窟調査に対して非常な熱意を持つており、そ

の気迫に圧倒されたことを覚えている。

いよいよ栃原洞窟の発掘が始まつた。それは

寒さも加わつた12月初旬であつた。いつごろ見

学に行つたらよいかを竹内恒に問合わせたとこ

ろ、全く知らないし参加もしないという。そこ

で私は 1人で見学に行った。鈴木誠先生が洞窟

の下の道路端で焚火をしておられたので種々御

教示をいただき学習の成果を得て帰宅したが、

鈴木先生の話の中に輿水利雄の配意に感謝の意

を表されていることを知り、輿水利雄の心労を

知ることができた。この調査報告は信州ローム

第 9号に詳しいが、佐久からの参加者は輿水の

ほか、新村薫氏、由井茂也氏の 3人であり、地

元教育会からの参加者はない。

その後、竹内恒と会談した時、この一件につ

いてつぎのように語ってくれた。

輿水利雄がみつけて俺にも知らせてくれた。

話をきくとどうも貴重な遺跡であるとともに調

査がむずかしいように考えた。だから各方面と

連絡をとりスタッフも揃えしつかりした調査体

制をつくらねば調査は失敗に終る。それには先

立つものは金である。実は教育会にはその資力

がないので地元北相木村に協力を願うことになる

が、それには手間どると思いそう急ぐ必要もな

いので、充分準備をしょうと話しておいた。と

ころが輿水利雄はそれが待てなく信大へ持込ん

でしまつた。そこで信大の調査となつたが、信

大は地元の連絡者を輿水とし、教育会には何の

連絡もない。たしかに信大にはスタッフが揃つ

ており、参加者への旅費、日当などの心配もな

く、郡内の調査をしてくれるのはありがたい

地元の受入れ態勢ができていないと参加の機会

が少なくなる。郡内にも多勢の同好者が居り、

それらの人々のよい勉強の機会である。発掘調

査は学問的成果をあげると共に、地元の研究者

をも育てなくてはならない。それができなくなつ

つてしまう。さらにもつと大切なことは、切角

の出土品が持ち去られてしまう。地元の人が見

たくてもそれができなく、ただ出たという話を

きくだけに終つてしまう。こうなれば全く中央

の研究者のために地元の物好きがその先棒をか

ついだことになり、労あつて益のないことだ。

そうならないように俺は考え協力しなかつたの

だということであつた。このことは輿水利雄が

私を訪れてきた時の話からも知ることができて

いた。

昭和40年の栃原洞窟の調査はよい成果があが

り、貴重な遺跡であることがわかり調査は続け

られることになつた。輿水利雄から竹内恒が動

かないので地元からの参加者が少なく、困った
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ものだとの通知を受けた。

さきにも書いたが、私はこの両者の間をどう

こうする力も立場もないことをよく知つていた

が、竹内恒につぎのような電話をかけたことを

覚えている。

郡内の調査とはいえ、だれがやろうといいで

はないか。テーマを持ち、経費をもつて調査を

してくれるのは有難いと考える。通知があろう

と無かろうと、見学し協力を申しでて勉強の機

会にうまく利用したらどうか。そして報告書が

出たら分けてもらい、使わせていただくお願を

してはどうか、などと先輩に対し随分生意気な

ことを言つた。

しかし、竹内恒は「俺はいかない、そして出

士品が地元から流出するのを監視する。」など

といわれた。一本気である特色をみせつけてく

れた。

一方輿水利雄からは地元の研究者がぼつぼつ

参加してくれるようになつた。しかし金がある

わけではないから個人参加の形をとつている。

また、資料は調査のすみ次第かえして貰うこと

になつたとの連絡をうけ、大変よいことだと思

つていた。その後栃原調査は回を重ねたが輿水

利雄はその都度、下準備にとび歩き、全くの裏

方をつとめていたことを鈴木誠氏や小松虔氏か

らきいたが、しヽまこの 2人も亡き人であり、栃

原洞窟調査にかかわるさびしい思い出である。

市町村合併などにより南北2つの佐久は 1つ

の佐久となり、考古学研究者のみなさんにより

佐久考古学研究会ができ、有力な会員が多数と

なり立派な活動をされている。竹内恒も輿水利

雄も私もそうだが、大学等で正式に考古学を勉

強したのでなく、ただ物好きで考古学を勉強し

たものである。まことに幼稚であつたかも知れ

ない。だからといつて竹内恒や輿水利雄の功績

を忘れてはならない。佐久考古学会の今日の活

動の基底はこれらの人々の力であつたと私は信

じている。

竹内恒は調査の時に若い研究者を招く努力を

し、その人を育ててくれた。例えばいま筑波大

学で日本の土師器研究の第一人者として活躍す

る岩崎卓也氏は、東京高等師範学校生の頃よく

佐久の調査に招かれ大事にされた人である。

輿水利雄が各地から栃原や川上を訪れる若い

研究者の面倒をよくみたことなど、佐久考古学

会史に特筆大書されなければならないと思う。

両人の冥福を祈りつ>筆をおく。
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与良 清氏をしのぶ

与良清氏略年譜

明治40年4月1日

大正2年4月

大正3年4月1日

大正9年4月1日

大正13年4月10日

大正14年3月6日

大正14年3月31日

大正15年3月31日

昭和9年3月31日

昭和11年12月12日

昭和13年3月31日

昭和13年6月17日

昭和14年5月19日

昭和16年3月切日

昭和16年3月31日

昭和20年8月5日

昭和23年8月9日

昭和24年3月31日

昭和26年3月21日

昭和29年4月1日

昭和30年4月1日

昭和31年4月1日

昭和35年4月1日

昭和36年4月1日

昭和38年3月31日

昭和38年4月2日

小諸市甲 2,601 番地、与良長十郎の長男に生る

小諸幼稚園入園

小諸尋常高等小学校入学

長野県野沢中学校入学

父長十郎没

長野県野沢中学校卒業

北佐久郡大里尋常高等小学校代用教員

同校訓導

北佐久郡小諸尋常高等小学校訓導

堀内順と結婚

北佐久郡三井尋常高等小学校訓導

長女敦子出生

母かう没

二女朋子出生

北佐久郡大井尋常高等小学校訓導

三女宏子出生

二男義昭出生

北佐久郡岩村田小学校教論

四女規子出生

北佐久郡軽井沢中学校教諭

北佐久郡浅間町岩村田中学校教諭

小諸市西中学校教諭

小諸市大里小学校教諭

小諸市芦原中学校教論

小諸市芦原中学校退職

北佐久郡浅科村中津小学校講師
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昭和39年 7月1日

昭和39年 9月11日

昭和39年12月5日

昭和41年 3月1日

昭和43年11月15B

昭和45年 8月26日

昭和46年4月1日

昭和49年 3月31日

小諸市東中学校講師

小諸市坂の上小学校講師

北佐久郡浅科村御牧小学校講師

小諸市東中学校講師

小諸高等学校非常勤講師

小諸高等学校・小諸商業高等学校兼任講師

小諸高等学校非常勤講師

小諸高等学校退職

社会教育歴

昭和24年 4月1日,--....,42年 3月31日

昭和40年---.,47年

昭和43年12月1日,--....,53年 1月15日

『北佐久郡志』編集専門委員

『信濃史料』索引作成

小諸市文化財審議委員長

昭和45年 1月1日,.....,53年 1月15日 『小諸市誌』編纂専任委員

昭和47年 8月17日.......,53年 1月15日 小諸市立火山博物館協議会委員長

昭和50年 4月1日,.....,53年 1月15日 『長野県史』刊行会参与

昭和51年 9月13日.......,53年 1月15日 長野県文化財保護指導委員

に

1

す

昭和53年1月15日 小諸市小諸病院において死去、正七位勲五等瑞宝章を受る。

与良 清先生のお人柄、学問については、すでに、「信濃」（第30巻第 6 号）、「千曲」（第1~り

において先学の方々により述べられている。

ここでは、与良先生に教えを受けた 1人として述べさせて頂きたい。

先生には、坂ノ上小学校 4年の時、 1年間担任として教えて頂いた。特に社会科では、郷土の歴史

をまじえての授業であり、小学校 4年生の目にも非常に新鮮な授業であつたと記憶している。また、

昼休みとか放課後には資料室で土器の接合をよくされていた。それらの土器は今から考えれば加曽利

E式土器だったと思う。陽のあたる窓際で黙々と接合されている先生の姿が今でも印象的に残ってい

る。私自身もちょうどこの頃から、土器とか石器に興味をもつようになり、日曜日には先生の御迷惑

を省みず、お宅に伺つたこともあつた。そうした際にも、先生は一つの土器片についても丁寧に説明

をして下さつた。郷土遺跡の敷石住居址の調査が行なわれた頃でもある。

その後、大学に入学し、考古学を志すことになつたのも先生の教えが大きく影響しているように思

う。また、卒業後の進路についても、いろいろと御心配をおかけしてしまつた。

ゴ

方

名
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郷里にもどり、これから先生にいろいろ教えを乞おうという時に、先生の訃報に接することになつ

てしまつた。

先生の教えを道標とし、先生の学恩に対して少しでも報いるために努力していかなければならない

と思う。

最後に、与良先生の年譜は、小諸市編纂専任委員の小渕武ー先生が編集され、「信濃」， 「千曲」

に掲載されたものである。本誌掲載に際しては、小渕先生の御快諾を頂いた。．末文ながら記して深謝

したい。

（花岡弘）

与良先生を憶う

佐久考古学会顧問の与良清先生が亡くなられ

ました。あまりに突然の出来事でおどろいてし

まいました。 1月の例会で埋蔵文化財白書の作

成を決めた時は、与良先生にも是非参加してい

ただきたいという希望がありました。先生の御

指導が会員全体に影響をもち心組みがちがって

くるからです。

ところが先生は近頃、おからだのぐあいが悪

いというお噂があるときかされ、すくなからず

気がかりになりました。それから幾日も経たず

私達は先生急逝の悲報に接しなければならなか

ったのです。日夜不眠でご看護なされた御家族

様の御愁傷に対し、お慰めする言葉もありませ

んが、私達考古学会も大きな柱を失ってしまい

ました。

与良先生のことは、早くからお聞きしていま

したが、川上村と小諸市という地理的隔りから、

接する機会はほんとうに少なかつたと思います。

それでも佐久史談会や考古学会でお会いするよ

うになると、旧知の友のように親しくおつきあ

い願いました。

先生は、会の中では歴史考古学とでもいうべ

由井 茂也

き分野にも広い学識をもち、先生のお力や口添

えがなければならないものがたくさんありまし

た。先生は、すでに好評の小諸市史考古編を執

筆されていますが、この膨大な資料は先生が自

分の足で探し、手で掘り、目で確めた、実に貴

重な研究の結果であります。それは、小諸市史

であるが同時にわが郷土の後学の為に残してく

れた不滅の遺産であると思っています。

先生は、郷土史家としても高名を馳せておら

れますが、先生の歴史観の底には、考古学的実

証があつたからで、内容の豊富さに魅力があつ

たのだと思います。先生は、どなたのお話にも

出ますが、すばらしい実践力があつて、自然保

護や文化財保護の運動には地域を越えて御活動

されました。先生がおどろくべき勉強家であり、

努力家であつたということは、先生はまた摂生

を重んじ健康なお体をもつていたからだと思い

ます。あの小柄な体でドク靴をはいて山坂を登

つてこられる、遺跡でのあのお姿を今も眼の前

に思い浮べます。先生はきつとそうした健康を

過信して御無理をされたのではないでしょう

か？取り返しがつかない残念なことをしてしま
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いました。

それから私には、個人的な小さな思い出が一

つあります。去年の秋だったと思います。先生

から小諸城大手門構築のお話をおききしました。

（実は私の不勉強で大手門を錯角していましたが、

今回白倉先生から御案内していただき、始めて

御説明をきき豪荘な築構とその美観に圧倒され

ました）

大手門は仙石権兵衛の構築であるが、莫大な

経費についてその資源は金山経営らしいが、は

つきりしていないと云うことでありました。私

が川上村御所平の古文書の中に「仙石右馬之

輌」という人が「川上金山奉行として又ノ沢に

与良清先生を偲、ぶ

与良先生も県考古創立以来の会員でした。た

しか昭和43年か 4年頃だと思いますが、松本の

総会の帰りに、竹内・与良• 藤沢の先生方と松

本駅から汽車に乗り、総会のこと、小諸市の加

増遺跡・郷土遺跡等の発掘調査の件につき話し

に花が咲き、何時しか篠ノ井駅に着き、早速汽

車を乗り替えて、さつきの話の続きに夢中にな

あらせられる」「このご仁は権兵衛様ご次男か

又は甥なりと言う」、という記録があるお話を

致しますと、先生は大変喜ばれて早速お調べに

なりたいと言われました。その後、お話をする

機会をまたず先生はお亡くなりになつてしまい

ました。最近私は、同じ記録が塩尻村の古文書

にも出ていることを教えてもらいました。これ

はほんの一、二行の記録ですが、金山の記録と

いうものが殆んど残っていないので、川上村に

とつても貴重な歴史資料だと思います。

それにつけても、先生を惜み、思い出すこと切

であります。ここに謹んでご冥福をお祈りする

次第であります。

黒岩 忠男

つていると、なんだか車内が急に暗さを増し騒

音が大きくなり、「おかしいなあ。信越線にト

ンネルがあったかい。」 と本当に不思議に思っ

ているうちに汽車は女夷捨駅に着いてしまい、大

笑いしたり、困惑したりしたことがありました。

与良先生は、ぽつりぽつり話す話し方をされ

ましたが、本当に話し上手な先生でした。

一つの想い出

私が今まで生きてきたなかで、最初の出会い

が最後の出会いとなってしまつたのが、与良清

先生でした。

昭和49年の細田遺跡の発掘現場で、先生と同

島田 恵子

じグリッドに入りならんで半日スコップを握り

ました。もの静かで、あたたかいお人柄が伝わ

つてくるようでした。なぜかあの日の発掘現場

の雰囲気は今でもこころに残つています。
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武藤金氏をしのぶ

武藤金氏略年譜

明治38年8月22日 長野県南佐久郡岸野村字相浜、碓氷与惣吉氏の 3男に生る。

明治45年4月 同村尋常高等小学校入学

大正7年3月 尋常高等小学校を卒業する。以来家事の農業と石工を業として専念する。

昭和9年 同郡平賀村字後家、武藤金作氏の 4女よし江と婚約整い、碓井家より養子入籍

昭和28年

昭和37年

昭和40年

昭和41年

昭和46年4月

5月

5月

10月

10月

昭和47年 1月

3月

8月

昭和48年7月

10月

武藤に改牲、以後 3男、 3女を得て家業に励んだ。

乎賀小学校PTA副会長に任命される。

PTA評議員を退き、 PTA活動により長野県PTA連合会長（中村直人）よ

り感謝状を受く。

佐久史談会に入り会員となる。

野沢郷土史研究会員となり郷土史研究に研讃され豊富な識見と体験を発揮し活

躍する。その中で戦後20年代末に台風によつて決壊された現青沼小学校南を流れ

る谷川の石垣堤防は、故人武藤金氏の生涯の事蹟ではなかろうか。知る人ぞ知る

後世に伝えん。

武藤氏は考古学にも深い認識をもたれ埋蔵文化財保護に常に積極的に参加され

その豊富な体験を遺憾なく発揮して其の真価を究め永く保存に止めた功績は大き

い。

佐久市新子田 戸坂遺跡発堀調査（以下発堀調査略）

佐久市岩村田 東一本柳古墳

南佐久郡八千穂村 池ノ乎遺跡

佐久市長土呂 西近津遺跡

佐久市前山 中道遺跡

佐久市長土呂北近津遺跡

佐久市岩村田 北一本柳遺跡

佐久市西屋敷下前田原古墳

佐久市岩村田 上ノ城遺跡

佐久市砂田 西一里塚遺跡（餅田と併行）
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昭和48年12月

昭和49年 1月

4月

6月

8月

10月

10月

11月

昭和50年 5月

昭和51年 5月

7月

10月

昭和52年 8月

10月

12月

3月

11月

昭和54年2月

4月

9月

10月

10月

11月

12月

昭和55年 3月

昭和55年 4月6日

南佐久郡臼田町三分 井上遺跡

佐久市野沢三塚遺跡

北佐久郡御代田町 馬瀕口下原 1号墳

佐久市今井 今井西原遺跡

佐久市野沢市道遺跡

佐久市平賀 後家山古墳

佐久市嗚瀕細田遺跡

佐久市跡部町田遺跡

佐久市野沢鶴田遺跡

北佐久郡軽井沢町 県遺跡

佐久市前山 後沢遺跡

発掘調査の功績により佐久市教育委員会ょり感謝状を贈られる。

佐久市桜井 上桜井北遺跡

佐久市伴野休石遺跡

佐久市根岸榛名遺跡

北佐久郡御代田町 下藤塚遺跡

平賀氏城跡保存会長として、「平賀氏城跡」を編集、発刊する。

南佐久郡佐久町 宮ノ本遺跡

佐久市岩村田西本町 清水田遺跡

佐久市岩村田 北西ノ久保遺跡

佐久市瀕戸 和田上南遺跡

佐久市長土呂 芝宮A遺跡

佐久市新子田 蛇塚B遺跡

佐久市長土呂 周防畑遺跡

佐久市香坂兵士山遺跡

佐久市長土呂 芝宮B遺跡調査団長となる。

永眠 故藤昌院金窓浄念居士俗名

数多くの発掘調査に従事され多くの功績を残したが、遂に病に倒れ幽命を異に

し知食となる。滋に追悼の意を表して略譜とす。

武藤金氏の冥福を祈り安らかに眠れ 合掌

（佐藤敏）
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武藤金さんとの出会い

武藤 金さんとの最初の出会いは、私が初め

て佐久平の発掘調査を見学に行った、昭和48年

11月の上ノ城遺跡の現場であった。

あの独特のヒゲとボクは……。に親しみを感

じ1日武藤さんの側で初めての発掘作業のお手

伝いをしたのである。

「臼田で近い内に発掘があるから、また出掛

けて来なさい。」 と言われて別れたのであつた

が、それから 2週間位してジーゼルの中でバッ

クリお会いしたのであった。この 2度目の出会

いがなければ、果して考古学を学ぶ現在の私が

存在したのだろうかと時々考えるのである。と

同時にあのヒゲがなかつたならジーゼルの中で

会つても忘れてしまつて声をかけなかつたであ

ろう。それは、当の武藤さんが声をかけた私を

想い出すのにしばらくの時間を要したからであ

る。小諸から中込まで向い合いの席に座つて話

したのであつたが、なにを話したかはもう想い

出せない。

その後、細田遺跡、後沢遺跡、上桜井北遺跡等

の発掘調査でご指導をいただいた。現場での武

藤さんは、常に調査団の和を念頭においてその

推進役を努めていられた。作業協力の地元の方

々とも、いつもなごやかに勉強しながら調査が

出来たのも、武藤さんのお人柄と努力の成果で

あろう。

昭和53年4月、武藤さんけは病魔におかされ入

院した。 6月には私が交通事故の後遺症の 2度

目の手術を受けるために入院し、 1週間程入院

生活を共にした。お互の病室を行き来し、私の

島田 恵子

病室でも武藤さんは人気の的であつた。回診の

終った午後は、病院の付近のお寺まで散歩に行

き、木陰で休みながら健康になつたらまた発掘

に行く日のことを楽しそうに話していた。

退院後は、「平賀氏城跡」の発行を保存会長と

しての責務のもとに立派に成し遂げたのである。

その後は周囲の者が体を心配し、休むように配

慮しても聞き入れることなく、亡くなる寸前ま

で発掘調査に情熱を傾むけていた。

また、この間には展示会のための準備をおこ

ない土器複原作業は、武藤さんの手によってそ

のほとんどが完成した。一般市民への啓蒙に終

始気を配っていたからである。

退院してから亡くなるまでの 2年間、武藤さ

んの考古学に対する執拗なまでの執念は心がい

たむ思いであった。病む体をいたわることなく

活動をつづけるのだった。「もつともっと長生

きしてほしいから体を大切にして下さい」とな

んども言った私に対しては、亡くなる寸前まで

以前のあの父娘のような親しさで心を開いては

くれなかつた。「武藤さん明日も現場に来て下

さい」と言われることを喜んでいたからである。

しかし、ようやく快復した体も発掘調査に参加

するようになつてから日毎に疲れが目立ち、お

とろえてゆくのが目に見えていたので、私には

とても武藤さんの喜ぶ言葉は口から出なかった。

「どうしてあんなに急いで逝かなければなら

なかつたの．／」 天国にいる武藤さんに向って

こう叫ばずにはいられない。

佐久考古学会にとつても、私にとつても武藤
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さんの死は大きな痛手であつた。しかし、武藤

さんの遺してくれた数々のご教示や考古学に対

する真摯な情熱は、私のこころの中に生きつづ

けてゆくであろう。

“武藤さんどうかおやすらかに”

武藤金さんをイ思ぶ

「調査が始まるから出てこねかい。」 こんな

声が道の向こうから、電話の受話器から聞こえ

る様な気が何時もしている。

陽に焼けた顔．／ 何時もニコニコしている顔、

髪が後にほんの申訳程度にしか無い頭に真夏の

発掘調査でも帽子はかぶらず、手拭で鉢巻きを

している姿。気取り気のない素朴な人柄の武藤

さん、こんな武藤さんを本当に好きでした。

入院先の佐久病院から外出許可もまだないの

黒岩 忠男

に相変らず頭に鉢巻をして、私の家までのこの

こやって来て、「へえ、こんねに良くなつたに、

又、発掘に一緒に行きやしょう。」 と本当に嬉

しそうな顔をして言った時の姿が今でも目に見

えます。

第2回目の入院前日迄、 1日も休まず発掘現

場で作業をし、 75オの年齢を感じさせない肉体

力と精神力に頭が下りました。

武藤金さんを憶う

「僕は秋が好きだ。」 といつも口ぐせのよう

に武藤さんは言っていた。「どうしてですか

？」と問いかけても、そのわけを話していただ

けなかつた。四季の中で春は草木の芽がふき、

人間にしてみれば幼年から青年の時であり、夏

は草木を含めて生物がいつせいに成長する時期

であろう。してみれば、秋はそれらがいつせい

に実を結ぶ季節である。しかし、目の前には、

厳しくつらい冬がせまつており、その時に備え

て草木は、種を守るべく強い穀をおおい、人は

食物や燃料を貯える時でもある。換言すれば、

有事に備えて己を鍛え磨く時ともいえよう。武

藤さんにしてみれば、もつともつと深い思慮、

体験のはてに言われた言葉であつたと私は思う。

いつか同じ様な心持ちで、この言葉の重みが私
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にも理解できる日が訪れんことを願う。亡くな

ってもう一年が経ってしまつた。私は右も左も

わからなかつた、上の城遺跡で武藤さんと初め

てお会いした。それから 8年、私が役所の仕事

や現場で難関にぶつかつた時、多くの方々に迷

惑をかけてしまつた時々にいつも叱陀激励して

いただいた。なにかにつけて武藤さんが身をも

つて示してくれた人の生きざまはいまも心に鮮

明にきざみつけられている。現場で草かきの手

を休めれば夏草の向うから、ネズミ色のコート

に黒いナップザックをしょつて、胸をはつて頭

にやつとこさ手拭をひつかけた、武藤さんが

「やあ、元気でいたか/」って来てくださるよ

うなそんな思いにかられる。



畠山忠雄氏をしのぶ

畠山忠雄氏略年譜

明治44年6月29日 長野県佐久市大字伴野 1540ノ2に於て、晶山三寅・ゑつ御夫妻の長男として

誕生。

大正15年3月25日 南佐久郡岸野村立岸野尋常高等小学校高等科2年卒業

昭和4年3月20日 長野県立北佐久農学校本科2年卒業

昭和9年3月20日 東京皇典講究所神職養成部2年卒業

昭和9年3月20日 皇典講究所より雅楽ひちりきの修了証を受＜

昭和9年3月20日 国学院大学より剣道初段を允許さる

昭和9年 3月31日 長野県北佐久郡御牧小学校代用教員を拝命す

昭和9年12月20日 南佐久郡岸野村大字根岸字宮ノ脇村社根際神社社掌に補さる

同岸野村大字根岸字滝ノ山村社乎井神社社掌兼補・同岸野村大字根岸字正源村

社社掌兼補

昭和10年 北佐久郡南御牧村大字矢島字宮ノ脇村社八幡神社社掌兼補

昭和10年 8月,.._,12月 三岡村真顕学園に於て神職講習を受＜

昭和15年10月6日,.._,30日 長野県派遣神職として満州小古洞に神社創設のため諏訪大神御分社を奉

昭和13年3月31日

昭和14年3月31日

昭和15年3月31日

昭和17年3月31日

昭和18年6月27日

昭和21年3月31日

昭和241:I三9月

昭和27年

昭和力年 1月5日

昭和30年10月

昭和30年12月11日

持して出張奉仕す

初等科訓導北佐久郡御牧小学校勤務

北佐久郡中津小学校訓導に任ぜらる

中津小学校青年学校指導員に補せられる

北佐久郡岩村田国民学校訓導、本科正教員に任ぜらる

神祗院、長野県、大日本神祗会長野県支部主催神職講習会に於て修了証を受＜

北佐久郡御牧国民学校訓導を命ぜらる

小学校教諭2級普通免許状を受く、同中学校教諭2級普通免許状を受＜

南御牧村大字矢島字宮脇鎮座諏訪八幡神社宮司に任ぜらる

浅科村西中学校教諭に補せらる

佐久地方方言の研究を出す

剣道五段を允許さる
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昭和32年 5月2日

昭和32年 5月2日

昭和32年 5月30日

昭和32年 5月30日

昭和32年 6月10日

昭和32年6月25日

昭和32年 7月1日

昭和32年月15日

昭和32年9月30日

昭和34年 4月1日

昭和37年 4月1日

昭和37年

昭和42年 7月20日

昭和43年3月31日

昭和43年 4月10日

昭和43年9月30日

昭和43年11月

昭和43年11月6日

昭和44年5月

北佐久郡立科村立立科西小学校教論に補せらる。教頭職務

北佐久郡浅科村蓬田八幡神社宮司に任ぜらる、本務。蓬田に転任す

小諸市山浦西浦神社宮司兼任、同北佐久郡立科村字山諏訪神社宮司兼任

北佐久郡春日村上沖諏訪神社宮司兼任、同春日村春日社諏訪社合殿宮司兼任

北佐久郡立科村字山諏訪神社兼任、立科村山辺諏訪神社宮司兼任、同北佐久郡

立科村牛鹿諏訪神社宮司兼任

北佐久郡浅間町今井新海神社宮司兼任

北佐久郡浅科村甲宮山諏訪神社宮司兼任

北佐久郡春日村根神社宮司兼任

北佐久郡誌第4巻の執筆者の 1人として執筆

北佐久郡東村立三井小学校教頭を命ぜられる

北佐久郡望月町立協和小学校教頭を命ぜられる

長野県考古学会発足、会員となる

北佐久郡誌資料集の編纂委員の 1人として執筆

願に依り本職を免じられ退職、通算34年間に渡る教師生活の幕を閉じる

北佐久郡浅科村文化財保護委員会顧問となる

近代書道開拓者、比田井天来・小琴の書編集委員として活躍

東信神社総代・神職研修会に出席

神宮大麻頒布成績優良につき表彰さる

北佐久郡浅科村土合 1号墳の発掘調査をし、 4彩F長野県考古学会誌第9号に報

告

昭和45年

昭和45年7月

昭和45年11月30日

昭和45年9月

昭和46年4月1日

昭和46年8月22日

昭和46年9月11日

昭和46年11月9日

長野県考古学会幹事任期 2年、其の間東信地区会との連絡、後輩の指導等にあ

たる

佐久考古学会発足同時に佐久考古学会員となる。

上田会場の神社総代・神職研修会に出席

佐久市野沢儘田遺跡緊急発掘調査に参加し、報告書の地理的環境分野の執筆を

担当する。

北佐久郡浅科村公民館長に任ぜられる

浅科村体協副会長・五郎兵ヱ記念館建設副委員長・防犯協会理事等兼任

神社庁主催神職教養講習会に出席その課程を修了

県神社庁創立二十五周年にあたり35年勤続の表彰を受ける

佐久市大字猿久保幸神社宮司を兼任。同三河田字土堂諏訪神社宮司を兼任。同

新子田八幡神社宮司を兼任。同横和神社宮司を兼任
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昭和46年2月20日

昭和47年2月

昭和47年3月

神社総代・神職研修会に出席

神社庁主催神職教養神社建築講習に出席

北佐久郡浅科村久保畑古墳の出土遺物の調査、長野県考古学会誌第18号に報告

する。

昭和47年10月2日 神職祭式講習に出席全課程を修了

昭和47年10月20日

昭和48年4月1日

昭和48年8月

多年神明に奉仕の故をもって県神社庁・ 県神社総代連合会の席上表彰を受＜

任期満了に伴い浅科村公民館長退任

神社庁主催神職教養講浪会に出席

昭和50年 旧「望月牧」跡に残る須恵器窯址調査を集約、一覧表にして発表

昭和51年 昭和初年浅科村御牧ヶ原須釜出土の鉄鐘につき、無銘小型梵鐘であるが和鐘の

初期形態を示す顕著な様式的特徴をそなえた点を究明し、国重要文化財の指定の

ため努力す

昭和52年 浅科村人権擁護委員に就任

昭和55年7月30日 永眠

（黒岩忠男）

畠山先生の思い出

晶山先生には、「信濃史料第一巻」の調査時

にお会いしている筈なのだが、申し訳ない次第

ながら記憶がない。お世話になつたのは開発地

域の埋文分布調査の折で、 45年には北御牧村、

46年は小諸市を一緒に歩いてくださつた。 46年

にはこの他に土合一号墳の保護協議と雨境峠か

ら春日湯沢までの調査にご協力をいただいてい

る。

分布調査の折は与良清先生も居られて、北御

牧の時など両羽神社の鞭鞄人調馬師の像をのぞ

きこんでは渡来人と牧場の関係に思いを馳せ、

関連して浅科村蓬田の高良神社は高麗ではない

かなど談ぜられた。足をのばして比田井の大宮

神社に詣り、「ここにある王塚古墳を掘りたい

などの話があるが、もし、ご遺骨があつたら彦

桐原健

狭島王のお墓だとする伝承がパアーになります

から、止めさせるようにいたしましょう。」など

と笑われた。あれやこれやで、これは楽しい踏

査だった。

雨境峠からの古東山道調査は先生の発意で行

なわれたもので： 6月12日、折悪しく雨天だつ

たが望月町の大草教育長、同町財産区議長の小

林さん、それに土屋長久さんとの 5人で出発し

た。雨境部落の下から開拓道路に入り、浅田切

ー寺久保―本沢と唐沢の合流点一一本沢遡上

一大栗と通つて春日湯沢に出た。この時の踏査

で確認したことは中与惣塚から嗚石を通る様に

なつている。大栗から鳴石までは 1時間半、湯

沢・寺久保間 2時間、寺久保から鳴石までは 3

時間ということだった。
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土合 1号墳の保存では、当時公民館長だった

先生が一番熱心だった。佐久で最も副葬品の豊

富な古墳だというだけではなく、牧場との関係、

東山道との関係を物語る貴重な郷土の文化財な

んだと力説される先生だつた。

畠山忠雄先生を1思ぶ

畠山先生も、県考古学会創立以来の会員でし

たが、発掘調査の現場でご一緒したのは、佐久

市儘田遺跡の調査の時だけでした。

先生は、昭和45年、 46年と県考古学会の幹事

を1期務めましたが、その間役員会・幹事会等

の様子、県内各地区の研究活動の様子をコピー

して私達に配布してくれたことを覚えています。

黒岩 忠 男

当時は、佐久地区にも例会等はなく時々思い

ついた時に会をもったにすぎない時代だったの

で、畠山先生からの県下の状勢を楽しみにして

嬉しく拝見したことを思い出します。

先生は、寡黙の人でしたが、仲間づくりとか、

又、後輩の指導、面倒を大変よくみてくれた先

生でした。

押型文土器と畠山さん

畠山さんが遺跡パトロールをしている頃であ

る。堂々たる巨体にロイド眼鏡、お得意のスク

ーターに乗って八幡から軽井沢までとばして来

た。「どこかで古い土器が出ている所があるつ

つう話だが案内しろや。」私もオートバイに乗

ベゼエ

つて弁財遺跡に案内した。ここからは茅山式土

器が出土している。「うん、好い場所だなあ、

これからも何か出土するかも知れねえから時々

見廻ってくれや。」 と言つて立ち去ろうとした

時、私は道から 5m位の切通しの所で土堤をく

ずして居た。ポロリと 6cm角位の土器が 1片出

て来た。今まで見たことのない文様なので、私
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渡辺 重義

は一気に斜面を飛び降りて畠山さんの所へ持つ

て行った。土器を見た瞬間あの象のような目が

カット見開き「辺さん、こりやあ押型文土器だ

ょ。たまげたなあ、辺さん大手柄だよ軽井沢で

縄文早期の土器を見付けたのは。こりやあよか

った。」畠山さんは我が事のように喜んでくれ

た。そして将来の証拠とするため記念写真を撮

った。私はそれまで、押型文土器など全く知ら

なかつた。晶山さんはこの時から1伍F程前に、

望月町の土林から出士した山型文土器のことで

既に知識を得て居たのである。



ぁ と が き

編集委員長 井出 正義

故人となられた佐久考古学会の先輩、竹内、輿水、与良、三氏の追悼号を企画してからもう三年に

なる。その間さらに武藤、晶山両氏が相ついで逝去され、一層のさびしさを感じることになつた。

昨年、五氏の追悼号として企画を改めて以来は、会員多数の協力が積極的に結集され、 4月5日の

原稿締切日には予定原稿のすべてが提出され、 17日の編集会議で最終的な打ち合わせがなされた。

故人各氏について、年譜と追悼文を各一編、他に会員の自由投稿による思い出の記を一、二編とす

る。これが乏しい会計をやりくりする佐久考古学会の精いっぱいの企画であつた。しかし、県史の桐

原健先生からは、特に心あたたまる思い出の文をいただくことができました。郡外会員の五十嵐幹雄

氏からは、大先輩でなければ語ることのできない貴重な研究者の人間的交渉の一断面を語ってもらう

ことができました。会員一同にかわつて厚く御礼申し上げます。

会員多数の協力が見事に結集したこの追悼号の作成が、今後の佐久考古学会の歩みの上に大きな節

目となり、発展の力となることを信じます。

さいごに、この追悼号のために島田恵子会員に編集作業いつさいに格別の御努力をいただき、また、

表紙は福島邦男会員に作成していただいたことを付記して感謝いたします。

1981年5月27日
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